


    
    


    




    旅立ちの決定
    
　あるところにノーデルシア王国という国があった。大きく、歴史のある国で、今の王は異世界からの人間を妃としていた。

　今から十五年前、その妃ともう一人のタマキという男が勇者として召喚され、その男は魔族やその他の脅威を見事に打ち払い、一人の女性とこの世界から姿を消した。それは、今ではすでに伝説として語られている。

　そして現在。王の長男であるアランは、父であるエバンスに呼ばれてその私室に向かっていた。その姿はどことなくおっとりした雰囲気で、比較的小柄な体に柔らかな黒髪をしていた。アランが部屋に入ると、そこには母であるヨウコもいて、両親が揃っていた。アランは二人の向かい側のソファーに座って、話を聞く姿勢になった。

「今日お前を呼んだのは重要な話があるからだ」

　まずエバンスが口を開いた。アランはそれを聞いて軽く首をかしげる。

「あらたまってどういうことですか？」

「簡単に言おう。お前には王子としての地位を捨ててもらう」

「え？」

　アランは間の抜けた声を出して、少しの間言われたことを理解できなかった。

「それは、どういうことなんですか、父さん？」

「旅に出ろということだ。お前にはその中で見聞を広げ、力をつけてほしい」

「旅に、見聞？」

「父さんはあなたに勇者になって欲しいのよ」

　アランはまだ混乱していたが、ヨウコに勇者と言われて驚いたようだった。

「勇者？　僕にあの伝説の勇者のようになれと言うんですか？」

「その通りだ。お前にはそうなる資質がある」

　エバンスの淀みのない言葉に、アランは少し落ち着いたようだった。そしてヨウコの顔を見る。ヨウコはうなずいてから、口を開いた。

「私の故郷には、可愛い子には旅をさせろっていう言葉があってね。もちろんそれだけじゃなくて、他にも理由はあるの。アラン、あなたには勇者の資質があるけど、王には向いていない。今回のことはそれも大きな理由なのよ」

「そうなんですか」

　アランはうつむいてから、顔を上げる。その表情にはさっきまでの戸惑いはなかった。

「わかりました。父さんにも母さんにも考えがあるのでしょうし、僕は旅に出ることにします」

　それを聞いたエバンスは深くうなずいた。

「供の者は二人、私が指定する。出発はまだ少し先だが、心構えだけはしておくのだぞ」

「はい」

　アランは部屋を退出し、自室に戻った。それからすぐに自分のベッドに飛び込み、しばらくの間じっとしていた。

　ドアがノックされ、アランの返事を待たずに誰かが部屋に入ってきた。

「アラン様、こんな時間にお昼寝ですか？」

　アランは体を起こして部屋に入ってきた者を見た。一見したところただの眼鏡をかけた侍女だったが、それにしては遠慮がない感じではある。

「エリル、別に僕は寝ていないよ」

「それならいいのですけど、そのご様子ですと、何かあったのでしょうか？」

「まあ、何かあったんだよ。詳しいことは明日にでもなればわかるさ」

「そうですか。それより、そろそろ訓練の時間ですが」

「そうだったっけ。まあすぐに行くから」

「はい」

　アランはベッドに座った状態のまま、しばらくそのまま時間が過ぎた。

「先に行っててくれていいんだけど」

「いいえ、ご一緒させて頂きます」

「わかったよ」

　それからアランは立ち上がり、大振りなナイフが二本差してあるベルトを取り上げて装備をした。

「じゃあ行こう」

　二人は連れ立って城内の訓練場に向かった。そこでは何人もの兵士が訓練をしていたが、アランが姿を見せると、少しの間だけ手を止めた。そして、その中から髪の半分は白くなっている、一人の中年の男が歩いてくる。

「少し遅刻ですよ、アラン様」

　それにはエリルが頭を下げた。

「申し訳ありません、バーンズ様。アラン様はお昼寝をしていらっしゃったのです」

「そんなことはしてないよ」

　バーンズはその会話に笑ってから、手に持っていた剣を肩にかついだ。

「ではアラン様、始めましょうか」

　それから訓練場の中心で二人は向かい合った。

「いつでもどうぞ」

　バーンズの言葉を合図に、アランは二本のナイフを抜いた。そしてバーンズを中心にしてゆっくりとその周囲を回り始めた。それに合わせてバーンズもわずかに体の向きを変えながら、常に剣の先端でその姿を捉え続ける。

　数分がその状態で過ぎたが、アランはスピードを上げると姿勢を低くして一気に前に出た。バーンズは横にステップしてそれをすかそうとしたが、アランは急激に方向転換をしてそれを追う。

　だがそれよりも早くバーンズが剣を跳ね上げると、アランはそれをよけられずに二本のナイフを交差させて受ける。その勢いでアランの体は吹き飛ばされたが、すぐに体勢を立て直して跳んだ。そのまま空中でナイフを逆手に持ち替え、それを上から振り下ろした。

　バーンズはそれを素早く後ろに下がってかわすと、振り上げていた剣を着地したアランに向けて振り下ろし、アランの寸前で止めた。

　それからバーンズとアランは同時に武器を引いた。

「さすがです、アラン様」

「またまた。軽く一本取ってたじゃないか」

「いいえ、ぎりぎりでした。アラン様が力を使えば、私には防ぎきれませんでしたよ」

「そっちだって、その剣の力があるじゃないか」

「それでも、ほぼ五分だと思いますよ」

　アランが頭をかいてからナイフを収めると、バーンズも剣を背中の鞘に戻した。それを見ていた兵士達は全員軽く拍手をしていた。アランはそれに軽く手を振って応えてから、訓練場の隅に行って座り込んだ。

「また勝てませんでしたね」

　そこにエリルがタオルを持って近づいてきた。アランはそれを受け取って顔をぬぐった。

「別にいいよ。お互いに本気じゃないんだしね」

「そんなことでは実戦で足元をすくわれますよ」

　そこでアランは大きくため息をついた。

「それもそうか。あんまりのんきなことも言っていられないかな」

　その反応にエリルはいつもと違う雰囲気を感じた。しかし、それを追求することはしなかった。アランはしばらくそのまま休んでいたが、しばらくすると立ち上がってタオルをエリルに返し、ナイフを抜いてお手玉を始めた。

　バーンズはその様子を見て、タオルを手にアランの側から離れたエリルに近づいていった。

「アラン様はどうかされたのか？」

「詳しくはわかりませんが、今日は陛下から何かお話があったようですから、その件ではないでしょうか」

「あのご様子では、よほど重要なことだったのだろう」

「私が聞いてみましょうか？」

「今の様子が続くようなら、そうしたほうがいいかもしれないな。だが、エバンス様から何か話があるかもしれん」

「ということはバーンズ様にも関係のあることなのでしょうか」

　そこでエリルは訓練場の入口に自分の同僚の姿を認めた。その同僚はバーンズとエリルを見つけると、早足で近づいてくる。

「お二人とも、陛下がお呼びです」








    お供や妹
    
　同時に呼び出されたバーンズとエリルは王の執務室に来ていた。室内に入ると、そこにはエバンスが一人で机についている。

「二人ともよく来てくれた。重要な話があるから、とりあえず座ってくれ」

　その言葉に従い、二人は椅子に座る。

「話というのはアランのことだが」

　エリルはそれに反応してわずかに眉を動かした。エバンスはそれに気づき、微笑を浮かべた。

「気づいていたか」

「いえ、それはアラン様の様子がいつもと違ったもので」

「さすがだな。それだけアランのことを気にかけているのなら、私のほうも安心して頼める」

　エリルはおとなしく続きを待ったが、バーンズは口を開いた。

「エバンス様、まさかあれを実行する、ということなのですか？」

「そうだ」

　エバンスとバーンズは互いに何を言っているのかわかっているようだったが、エリルはわけがわからずに黙っていた。バーンズはそれに気づき、エリルに顔を向ける。

「これは王とごく一部の人間しか知らないことなのだが、アラン様が我が国を離れ、旅に出るという計画があるのだ」

「アラン様が旅に？　それはまたどうしたわけなのでしょうか？」

「数年前から考えられていたことだ。最大の原因はアラン様の力と、その人格にある」

「それは、どういうことなのでしょうか？」

　エリルのその質問にはエバンスが答える。

「知っての通り、アランは二種類の精霊の加護を受けた身だ。それだけでなく、魔力も常人の比ではない。そして、アランの性格は、お前達ならよくわかっているだろうが、王というものには向いていない」

　確かに威厳のようなものとは無縁だ、とエリルは黙って考えた。

「だから、アランには勇者になってもらう。持って生まれた力を使いこなせれば、それも可能であろう。もちろんそのためには信頼できる仲間の存在が不可欠だ」

「仲間、ですか。それが私とバーンズ様なのでしょうか」

　エリルの言葉にエバンスは力強くうなずく。

「そうだ。だが、それだけではない。旅先では名は知られていなくとも実力のある人物とも出会うだろう。それもアランならきっと仲間となることができる」

　王子を旅に出すなどと言うと、何があったのか思うが、エバンスの言葉からはアランへの信頼しか感じられなかった。

「そういうことだから、お前達二人にはアランの供として一緒に旅に出てもらいたい」

　エリルはすでにそれを予想していたので、驚きなくその言葉を受け入れた。

「はい。もちろん私はアラン様と一緒に旅に出ます」

「私も異存はありません」

　エリルとバーンズの同意の言葉にエバンスは微笑を浮かべた。

「お前達ならそう言ってくれると思っていた。出発はまだ先になる、それまで引継ぎの準備をしておいてくれ」

「はい」

　そう言って二人は執務室を出た。そのまま並んで歩き出す。

「引継ぎと言ってもバーンズ様は色々と大変そうですね」

「いいや、私がいなくなっても問題はないようにはしてある。あと数年もすれば引退するつもりだったことだし、ちょうどいい機会だ」

「剣は持っていくんですか？」

「もちろん持っていく。あれは人気がないし、それに、タマキ様から私が頂いたものだ。それより、お前のほうはどうなのだ？」

「私は特に身寄りもありませんし、アラン様のお供ということならば、それほど変わることもありませんから」

「そうか」

　それから二人は別れ、エリルはアランの私室に向かう。だが、その途中で別の人物につかまることになった。

「エリル、兄様はどこかしら？」

　アランの三つ下の妹、王女ハーシェだった。アランと同じように豊かな黒髪だったが、聡明さを感じさせる風貌で、雰囲気だけならアランより大人びているようにも見える。

「今はお部屋だと思いますが」

「そう。じゃあ一緒に行きましょう」

　ハーシェは返事を聞かずに先に歩き出した。

「ところでエリル、最近の兄様はどんな様子なの？」

「特にお変わりはありません」

「変わりがない、ということはないんじゃないの」

　立ち止まり振り返ったハーシェは微笑を浮かべていた。一見したところ裏がないように見える笑顔だったが、エリルにはその裏が感じ取れた。

「お父様とお母様に呼ばれているのだけど、これは兄様のことよね」

　エリルはこの聡明な王女には隠してもしょうがないし、その必要もないないだろうと考えた。

「はい。私もそのことで陛下からお話を頂きました」

「つまり、兄様は旅に出るのね」

「そこまでご存知だったのですか」

「ええ。それで、あなたの他には誰が一緒に行くの？」

「バーンズ様です」

　それを聞いたハーシェはにっこりと笑った。

「それなら二人だけでも安心ね」

　そうしているうちにアランの部屋の前に到着した。

「アラン様、アラン様」

　エリルが声をかけたが、何の反応もなかったので、そのままドアを開けて室内に入った。アランはまたベッドに転がっている。ハーシェはそこに静かに近づいていった。

「兄様、お疲れのようですね」

　ハーシェがベッドの側に行って声をかけると、アランはのそりと起き上がった。

「どうした、何かあったのか」

「いいえ。ただ兄様のご様子が気になったのもので」

「別に大丈夫だよ。僕よりもこれから大変なのはお前のほうなんだから」

「兄様、大変っていうのはなんのことですの？」

　笑顔のハーシェに、アランは軽くため息をついた。

「お前のことだから全部わかってるんだろ」

「やっぱり兄様は私のことならお見通しなんですね」

「まあ、妹だから。というより、お前なら大体知ってると思えば間違いないじゃないか」

「それは買いかぶりすぎですよ。私は兄様にはかないません」

　そこでドアがノックされ、影のようにハーシェに付き従っていた侍女がポットを乗せたお盆を持って入ってきた。

　そしてテーブルの上にそれを置いて、お茶を二杯入れた。ハーシェはそこに移動してカップを二つ取り上げると、ベッドに腰を下ろして、一つをアランに差し出した。

　エリルはそこでハーシェの侍女に目配せをして、二人で部屋を出て行った。

「兄様、旅に出たらどこを目指すのですか」

「そうだな、最近新種の魔物が出てるっていう話も聞くし、そういうのがたくさんいそうなところにでも行ってみることにするよ」

「辺境だと中央の手がまわらなかったりしますし、兄様が行くと色々と助かることもあるのではないでしょうか」

「ああ、そうしてみるよ」

　そこで会話は途切れ、二人はしばらく黙ってお茶を飲んでいた。しばらくして、ハーシェは真面目な表情になった。

「後のことは私もちゃんとしておくから、兄様は心配しないでね。必ず旅はうまくいくって信じてるから」

「たぶん大丈夫さ。お前のほうこそ、病気とか気をつけてな。何かあったら呼んでくれれば戻ってくるから」

「はい」

　ハーシェはそこで満面の屈託ない笑みを浮かべた。アランはなんとなく手を伸ばしてその頭を撫でた。ハーシェは目を閉じてされるがままにしていた。








    準備週間
    
　一週間後。旅に出る三人はそれぞれの準備を大体済ませていた。アランはこのために作られた旅装を身につけていた。

　基本的に軽さが重視されていて、部分的に鋲が打たれた皮で補強されている程度ものだが、布地は上質で、腰と体に巻かれたベルトには二本のナイフと様々なものを収納できるようになっている。それから薄手の皮のグローブと、つま先が強化されたブーツを履いた。

　それから自分の姿を鏡に映して確認していると、ドアがノックされエリルが入ってきた。エリルはアランの姿をざっと見てから口を開く。

「よくお似合いですよ」

「それより、エリルは準備しなくてもいいのかい？」

「私はいつでも準備できています。まあ今回は新しい武器がありますから、少し使い方に慣れる必要はありましたが」

「新しい武器？」

「はい。かなり変わったものですから、楽しみにしていてください」

「着るものは？　まさかその服じゃないよね」

「もちろん私にも旅装はありますよ、由緒正しいスタイルのものが。それよりアラン様、せっかくですから、その格好で体を動かされてはどうですか？」

「それもいいか」

　アランは立ち上がって部屋を出た。それからエリルを従えて訓練場に向かう。そこではバーンズが若い兵士達を見守っていた。ただ、自分では指示を出したりはせず、自分よりも若い騎士に任せている。

　バーンズはアランとエリルに気がつき、二人に近づいていった。

「それが旅装ですか。いいもののようですね」

「まあ、母さんが作ってくれたものだしね。それより、そっちの旅装は？　その鎧じゃ重過ぎると思うけど」

「もっと軽装の鎧がありますから、出発する時はそれにします」

「それなら、出発の日を楽しみにしておくよ」

「アラン様！」

　そこにアランを呼ぶ声が響き、ローブ姿の男が駆け寄ってきた。

「ミニックか、何か用かな」

「新しい発明を試していただこうと思ったんです」

「新発明か、今度は何？」

「これです」

　ミニックは左手用のガントレットを取り出した。アランはそれを受け取って適当にこねくりまわしてみた。

「これにはどんなカラクリがあるのかな」

「いくつか魔法を発動できるように仕込んであるんですよ。魔力も三発ぶんくらいは溜めておけるので、いざという時に役に立ちます」

「へえ」

　アランはそれをグローブの上から左手に装備してみた。サイズはぴったりで、手を動かすのにも邪魔にはならない。

「それで、魔法の発動は？」

「指の動きで使えるようにしてあります。今から説明しますので試してみて下さい」

　それからミニックは三種類の指の形の組み合わせを示した。

「発動する時は手を開いてください。とりあえず最初のものからどうぞ」

　アランは誰もいないほうに手を向けると、ゆっくりと二つの指の形を作った。それから手を開くと、それと同時にガントレットを中心として魔法の盾が展開された。

「なるほど、これは便利そうだ」

「そうでしょう。あとの二種類はバーストとライトニングボルトを改良したものにしてあります」

「まあ、使ってみようか」

　二つ目は狭い範囲だが鋭い爆発を起こすバースト。そして、三つ目はガントレットから一瞬だが強烈な雷が発生した。ミニックはそれを見て満足そうにうなずく。

「名づけてライトニングハンドと言ったところですね」

「これは基本的に接近戦用っていう感じか」

　アランはそうつぶやいてから、左手のガントレットをじっと見つめた。バーンズもそれを見て、感心したような表情を浮かべる。

「使いどころが難しそうですが、切札になりそうですね。さすがだな、ミニック」

「それはまあ、なんといっても僕は天才宮廷魔術師ですからね」

　自分に酔っているようなミニックだったが、周囲の人間はそれに慣れているので特別相手にもしない。バーンズはミニックから目をそらして、アランに向き直った。

「アラン様、それも使って体を動かしてみますか」

「そうしてみよう。誰か相手をしてくれるかな」

「では私が」

　アランとバーンズの話を聞いていた若い騎士が名乗りを上げた。アランはうなずいて一歩前に出る。

「ありがとう。じゃあ、軽くやってみようか。魔法は軽くありで」

　アランはナイフを両手で抜き、騎士も腰から剣を抜き、構える。アランは半身で若干腰を落とした体制で左手を前に出し、右手は後ろに引いている。

　バーンズとの時とは違い、アランはじりじりと前に出ていく。騎士はそれに向かって左手を突き出した。

「アイスバイト！」

　一発の氷の牙が放たれる。アランは左手のナイフを空中に放り投げ、ガントレットから魔法の盾を展開させた。氷の牙は砕けたが、騎士はそれを追うようにして剣を振るう。

　アランは勢いよく前転してそれを潜り抜けると、その体勢のまま足払いを仕掛ける。騎士はよろめきながら前に出てアランと距離をとってから、体勢を立て直して振り返った。

　アランはいつの間にか放り投げていたナイフを再び左手に持ち、最初と同じように構えると、今度はまっすぐに騎士に向かって走る。騎士もそれに呼応して走り出した。

　剣が振り下ろされると、アランは左手のナイフでそれを受けると見せ、その手を放した。ナイフは地面に叩きつけられるが、身をかわしていたアランはそのまま体を回転させ、右手のナイフを騎士の首に突きつけた。

「参りました」

　騎士が剣を鞘に収めると、アランもナイフを引いた。

「相変わらず無茶な戦いかたをしますね」

　エリルがタオルを持って近づいてきた。アランは落としたナイフを拾って収めてから、それを受け取る。

「これが僕にあってるんだ。それに、このガントレットも使えそうだし」

「まあこれからは小言を言われることもなくなりますからね」

「それはいいことだね」

　アランはタオルを首にかけて、騎士のほうに歩み寄る。

「相手をしてくれてありがとう。いい練習になったよ」

「いえ、私のほうこそ、お手合わせいただいてありがとうございました」

　騎士は一礼するとその場をあとにした。次はそこにミニックが嬉しそうな顔をしてきた。

「さすがですね。ああ、発動の停止はこう人差し指を立てて回せばできますから」

「なんだ、気づいてたんだ」

　アランはそう言ってから教えられた通りにした。

「これはいいね、僕の戦いかたによくあってる。しばらく借りておくよ」

「もちろんです。というかそれはアラン様のために作ったものですから、存分に使ってください」

「そういうことなら、ありがたくもらっておくよ」

「では、僕はまた新しい発明に取り掛かりますから、失礼します」

　ミニックは訓練場から走って出て行ってしまった。

「相手の体勢を崩した隙に隠れて攻撃を準備しておくとは、いい手段ですね」

　バーンズがそう言うと、アランは軽く肩をすくめる。

「ギャラリー相手でもばれたら駄目かな。次はもっとうまくやりたいね」

「もう少し品のある戦いかたをされてもいいとは思いますが」

　エリルの言葉にアランは特に反応はしなかった。








    静かな出発
    
　それから三日後、早朝にアラン、バーンズ、エリルの三人はそれぞれ旅装になって城の裏門に集まっていた。そこには荷物が満載された荷馬車が一台と、ヨウコとシェーラが来ていた。

「私からみんなに渡すものがあるの」

　ヨウコはそう言うと三人にそれぞれ何かを手渡した。アランがそれを見てみると、それは狼の顔のような形をしていたアミュレットだった。

「ありがとう、母さん」

　まずアランがそれを受け取り、首からそれをさげる。バーンズとエリルも同じようにした。続いてシェーラがまずアランに歩み寄ってその手をとった。

「兄様、道中のご無事を祈っています」

「もちろん大丈夫」

　それからシェーラはバーンズとエリルにも一言ずつ声をかけた。その間にアランは二人の旅装を確認する。

　バーンズは普段身につけている重厚な鎧ではなく、基本的に皮で、急所は金属のプレートで覆われている。そして背中に剣を背負い、長いマントを身にまとっている。

　エリルは髪を思いっきり短くし、全身皮の装備で身を固め、その腰のベルトには短剣くらいのサイズの棒のようなものが四本装備されている。あれが新しい武器かとアランには予想がついたが、どう使うのかはわからなかった。

　そうしているうちにシェーラはヨウコの隣に戻り、エリルが御者台に座る。バーンズも荷台に乗りアランに手を差し出した。アランはその手をつかんで荷台に乗り込むとヨウコとシェーラに軽く手を振った。

「じゃあ、行ってくる」

　馬車は城門を通過した。見送りの二人は馬車の姿が見えなくなるまで見送り、それから城内に戻っていった。





　しばらくして、馬車は町を出て街道を進んでいた。

「それにしても、一国の王子の旅立ちにしては静かに出発できましたね」

　エリルは前を見ながらそう言った。

「父さんがうまくやったからね。僕にはとても真似できない」

「シェーラ様も協力されていたようですが」

「あいつはできる子だからな」

「少しは見習っていれば、こうして旅に出ることもなかったかもしれませんね」

「僕にはこのほうが性に合ってるし、父さんも母さんもそれがわかってるんだよ。感謝してるさ」

「そういうことなら、親孝行をしないといけませんね」

　アランはただうなずくだけで、特に返事はしない。少しの間全員が黙っていたが、おもむろにバーンズが口を開く。

「ところでアラン様、目的地はどこにするんですか」

「とりあえず新種の魔物が出るっていうところでも目指そうと思うんだけど、具体的にはどこがいいかな」

「北のブレイテンロック共和国との緩衝地帯に向かうのがいいかもしれません。未確認ですが魔物の噂が一番多い地域ですから」

「それなら何度か行ったこともあるし、ちょうどいいか」

　その会話を聞いていたエリルは大きくため息をついた。

「てきとうな決め方ですね。まあ、とりあえずそうしてみましょう」

　それから一週間。一行は小さな町に到着していた。アランは宿の部屋に入ると、すぐにベッドの上に体を投げ出した。エリルは荷物を置きながらその様子を冷ややかに見る。

「まだ先は長いんですから、今からその調子では大変ですよ。ずっと野宿が続くことだってあるんですから」

　アランは軽く息を吐いてうつぶせになる。

「そんなこと言っても、こういう旅は初めてなんだからしょうがないじゃないか」

「私もこれほど楽な旅は初めてです。バーンズ様が情報収集をしている間に、私達はここから先の計画を考えないと駄目ですよ」

「帰ってくるまで待ったほうがいいじゃないか」

「のんびりするならそれもいいですが、そういう旅ではありませんからね」

　エリルにそう言われると、アランは渋々と体を起こした。

「わかったよ」

　エリルはその姿を確認して、荷物から地図を取り出してテーブルの上に広げる。アランはベッドから椅子に移動してそれを覗き込んだ。

「この町はここです。まだ目的地までは遠いですね」

　アランはエリルの指差した場所を見てため息をつく。

「まだまだ遠いじゃないか」

「それはそうです、少しペースが遅いですからね。もう少し早くしたいところですが」

「いや、のんびりする旅でもないけど、今は特に急ぐ用もないじゃないか。今のペースでいいと思うけど」

「それはどうでしょう。私達が旅をしている間にも、世の中は動いているんですよ」

「じゃあ、その動きをバーンズが調べてくるまで待とう」

　アランは再びベッドに戻ってしまった。エリルはそれを起こすのをあきらめて、地図を見ながら旅程を考えることにした。

　時間は経ち、夕食時になるとバーンズが帰ってきた。さすがにアランはもう起きていて、自分のナイフの手入れをしているところだった。エリルは立ち上がってバーンズを迎える。

「バーンズ様、情報はどうでしたか？」

「あまりいい状況ではなさそうだ。緩衝地帯では最近は魔物が増えているようで、往来にも支障がでているらしい」

「ということだそうですよ、アラン様」

「つまり、急いだほうがいいってこと？」

　バーンズとエリルはアランを見て、無言でうなずく。アランは首を横に振ってナイフを鞘に収めると、立ち上がって腰をのばした。

「とりあえず夕食にしようか」

「それなら私が下からもらってきます」

　エリルは部屋を出て行き、バーンズはマントと背負っていた剣を外した。

「アラン様、旅程は決まりましたか」

「エリルが考えてたよ。そのことは食べてから相談しよう」

「わかりました。旅の疲れもあるでしょうから、休めるときに休んでおくのがいいでしょうね」

「さすが話がわかる」

　と言ってる間にエリルがパンと茹でたソーセージや野菜の類をお盆に乗せて持って戻ってきた。それが手際よく机に並べられ、三人はとりあえず食事を始めた。

　一番早く食べ終わったエリルは自分のスペースを片付けて早速地図を広げた。アランとバーンズも一時食事を中断して地図に注目した。

「これからの旅程ですが、バーンズ様のお話からすると急いだほうがよさそうなので、多少険しくとも時間を短縮できる道にすることにしました。町や村も少ないので食料はこの町で余分に調達したほうがいいでしょうね」

「つまり、こうやってまともなところで休めないってこと？」

「まったくないということではありませんよ。それに、この道のほうが日数はだいぶ短くなります」

　エリルの言葉にバーンズはうなずき、アランに顔を向けた。

「エリルの言う通りです。ただ、一つ問題があるとすれば、その道は魔物の姿を見たという噂があるということですね」

　アランはそれを聞くと、腕を組んで少しの間考え込むようにうつむいた。しばらくして顔を上げるとその顔にはあきらめの表情が浮かんでいた。

「道が険しいのは嫌だけど、魔物の噂っていうのは気になるし、早く目的地に着けるならその道で行こう」








    道中のこと
    
　一行が町を出発してエリルの考えたルートに入っていくと、段々と人気がなくなっていった。

「魔物が出るという噂はかなり信じられているようですね」

　エリルが周囲を見回しながらつぶやく。道は狭く周囲は林で見通しは悪い。アランは荷台の上で寝転がっているだけで何の反応もしない。馬車から降りて横を歩いていたバーンズはエリルと同じように周囲を見回しながら相槌をうつ。

「動物もあまりいないようだ。この様子では魔物が出るというのもただの噂ではなさそうだな」

「せっかくですから適度に姿を現してくれると腕ならしにちょうどいいのですが」

「それは勘弁してほしいな」

　アランは寝転がったままつぶやくが、エリルは特に気にせず、自分の腰に差してある棒に軽く触れる。

「これを実戦で試しておきたいんです。アラン様も見てみたいと思わないんですか？」

「それより屋根のある場所で眠りたい」

「見たら驚きますよ。なにしろ最新の武器ですから」

　アランはため息をついて姿勢を変えると、とりあえず目を閉じてみた。

　さらに数日後、いよいよ道は荒れておかしな雰囲気が増してきていた。さすがにアランも寝転がるのはやめて、いざという時に多少は動きやすいように体を起こしている。バーンズはやはり馬車から降りて歩いている。

「なんか嫌な感じだな」

　アランはつぶやいて右手でナイフを抜いた。エリルはそれに振り向く。

「何か感じるんですか？」

「それほど具体的なもんじゃないけど、まあなんとなく」

「なんとなくでも、アラン様の言うことなら気をつけておいたほうがよさそうですね」

　エリルはそう言うとバーンズの方に顔を向けた。

「バーンズ様、少し馬車を止めようと思うのですが」

「わかった。私は先を確認してこよう。ここは頼む」

　バーンズはそう言うと先に歩いていった。エリルは馬車を道端に寄せて止めると、御者台から飛び降りる。

「アラン様、馬を見ていてください。もし魔物が出てきても私が対応しますから」

「頼むよ」

　アランはそう言って荷台から降りると馬の側に移動した。エリルはそれはわかっているかのようにそれを確認もせずに馬車から離れ、近くの茂みに近づいていく。しばらく立ち止まってそこをよく観察していたが、おもむろに茂みに向けて足を軽く振る。

　その瞬間、振られた足の軌道から爆風が発生し、茂みを吹き飛ばした。だいぶ見通しはよくなったが特に何も見当たらない。しばらくそのあたりを見ていたがあきらめて、今度は道の反対側に向かう。

　そちら側でも同じようにして茂みを吹き飛ばすと、今度は何かが逃げるのが一瞬だけ見えた。だが、エリルはそれを気にせずに馬車のほうに戻る。

「とりあえずこの近くに魔物はいないようですので、バーンズ様が戻ってくるまで待ちましょうか」

「何も出ないほうがいいんだけど」

「そうですか？　ここで魔物を片付けておくのも悪くないと思いますよ」

「勇者の務めってやつ？」

「そうとも言えますね。やる気になりましたか？」

「倍増したよ」

　二人はそれから馬車の側でバーンズが戻ってくるのを待つことにした。戻ってきたバーンズは剣を抜いて手に持っている。エリルはそれを見て眼鏡の位置を軽く直す。

「魔物が出たのですか？」

「おそらく新種の魔物らしい変わった小物が一体だけ出た。片付けてきたのだが、まだ他にもいるだろうな」

「そうですか。どうします、アラン様？」

　アランは頭をかいてからため息をついた。

「わかったよ。せっかくだから魔物の相手をしていこう。ひょっとしたら新種に遭遇できるかもしれないしね」

「そういうことですから、バーンズ様は馬車をお願いします。魔物は私とアラン様で探して片付けてきますから」

「わかった。アラン様を頼む」

　バーンズはそれだけ言って馬車を守るような位置に立つ。アランはそれを見ると仕方なくという感じでエリルの後についてその場を離れた。

「で、魔物のいる場所に心当たりなんてあるの？」

「バーンズ様の行っていた方向に行けばいるんじゃないですか。死体があるなら、それに引き寄せられているかもしれませんし」

　二人がある程度進むと、バーンズが倒したと思われる魔物の死体が転がっていた。それは小さな四足の魔物で、確かに変わった魔物だった。

「ピットデーモン、に似ていますが違いますね。確かに新種のようです」

　アランはその死体をチラッと見たが、すぐに顔を上げて林の方向を見た。

「何か来る」

　エリルがそれに反応して顔を上げると同時に、木を薙ぎ倒しながら巨大な何かが飛び出し、二人に向かって突進してきた。二人は左右に別れてそれをかわし、すぐに身構える。

　その何かは人間の三倍はある巨体で、二本の角を生やし、巨大な牙とまるで石のような肌、所々錆びていたりするが、巨大で無骨な鎧のようなものを身につけていた。武器は持っていないが、巨大な手と鋭い爪は十分強力な武器と言える。全体的にオーガと呼ばれる魔物に似ているが、明らかに違うものだった。

　アランはもう一本ナイフを抜こうとしたが、小さな火の玉が魔物の肩に直撃し、その注意がエリルの引き付けられた。

「アラン様、せっかくですからこれは私が相手をしますよ」

　エリルは眼鏡を外すと、腰の棒に手を伸ばし、そのうちの一本を手に取った。だが、そこに魔物が一気に近づいて腕を振り下ろす。エリルはそれを軽くステップしてかわすと、手に持った棒を左の腰の棒に叩きつけ、つながった状態になったものを引っ張り出す。

　次は魔物の腕が横に振るわれたが、エリルはそれに足をかけて飛び越えながら、左手でもう一本の棒を取り、右手の棒の先端に連結させた。

　さらに逆方向から魔物の腕が襲いかかるが、今度は地面を転がってそれをかわすと、最後の一本を放り投げ、右手の棒を突き出して空中で繋げる。それからエリルは後ろに飛び退いてその棒を槍のように構えた。

「よく見ててくださいよ、これが魔法槍です！」

　その言葉と同時に、棒の先端から炎が噴き出し、それが槍の先端の形状になった。エリルは踏み込むとそれで魔物の胴を薙ぎ払う。炎の穂先は鎧の内側に入り込み、魔物の体を直接焼いた。体を焼かれた苦しみで魔物は数歩後ずさった。

　エリルは手を休めずに連続で突きや払いを繰り出し、魔物をどんどん追い詰める。魔物は苦し紛れにがむしゃらに腕を振り回すが、エリルはそれを簡単にかわして距離をとった。

　それから槍を構えると一度炎を消し、静かに力を集中させた。その手からわずかな放電が起こり始め、槍の先端に集中していく。

　そこに魔物が恐ろしい勢いで突進してくる。エリルはそれをしっかり引き付けると、足を踏み出し、その瞬間に槍の先端から凄まじい閃光が走った。

　アランは思わず一瞬目をつぶった。そして再び目を開けたときには、口から煙を吐き、胴体に穴を開けた黒焦げの魔物が倒れていくところが見えた。エリルはそれを確認すると、アランのほうに戻って来ながら、槍を元のばらばらの棒にして腰に戻した。ついでに眼鏡もかけなおす。

「どうでしたか？」

「すごい威力だったよ。でもあそこまでやらないで、原形を残しておいて詳しく調べたほうがよかったような」

「新種の存在が確認できたんですから上出来じゃありませんか。この調子ならまた遭遇できそうですし、それはその時にやりましょう」








    村の魔物
    　それから数日後、一行はさびれた村に到着していた。とりあえずバーンズが交渉し、一軒の家を借り、そこで休んでいた。

　夕方になると、村の者が二名、食事を持って訪ねてきた。食事を置くと、年配の女のほうが口を開いた。

「旅のお方達はどうやってこの村まで？」

「最近魔物が出るという噂の道を通ってきました」

　エリルの答えに村人二人の表情が変わった。

「では、道中で魔物には？」

「少し遭遇して片付けてきましたが、それが何か？」

　女はそれを聞いて身を乗り出し、勢いよくエリルの手を握った。

「どうか、どうかこの村を魔物から救ってください！」

　エリルはそれにたいして軽い身のこなしで手を引くと、アランのほうに振り返った。

「どういたしますか？」

「いいんじゃないかな。ここらで何日か留まるのも悪くなさそうだし」

　アランはバーンズのほうに顔を向けて同意を求める。

「人々の窮状を見逃すわけにもいかないでしょうね」

　エリルはうなずいて、女のほうに向き直った。

「わかりました、お力になりましょう」

　その言葉に村人二人は三人に向かって頭を下げた。

「では、詳しいことはまた明日、ご相談に上がらせていただきます」

　村人は家から出て行き、三人は食事を始めた。やはりエリルが一番最初に食べ終わり、口を開いた。

「アラン様、何か計画はあるんですか？」

「別に、特に何も考えてないけど。まあまずはこの村のことをちゃんと知らないと駄目か」

「早速今晩見てきます」

「いや、もっとゆっくりでいいんじゃないの？」

「ここが目的地ではないんですから、そうゆっくりもしていられませんよ。今晩は私が一人でやりますから、とりあえずゆっくりしておいてください」

「で、明日は働けっていうんだろ。まあいいよ、それで」

「それでは、バーンズ様は村のほうをお願いします。私は昼間は休みますから」

「わかった。アラン様、村の守りは私が引き受けますので魔物探しはお任せします」

「じゃあ、さっさと休もう」

　それだけ言うとアランはさっさとベッドに横になった。エリルはバーンズに向かってうなずくと、静かに外に出て行った。

「ところでさ」

　しばらくしてからアランは寝転がったまま口を開く。

「エリルのあの武器はどういうものか、知ってるのかい」

「本人から聞いていないのですか？」

「聞く機会もないし、教えてもくれないんだよ」

「そうですか。私もそれほど詳しくは知らないんですが、あれを使うには魔力の精密なコントロールが必要だということです。私では連結させることもできません」

「まさかエリルくらいにしか使えないとか？」

「あそこまで使えるのは彼女くらいのものでしょうね。間違いなく天才でしょうから」

「天才ね」

　アランはつぶやいてから目を閉じた。





　翌朝、アランが目を覚ますとエリルが戻ってきていた。

「おはようございます。ずいぶんゆっくりとお休みだったようですね」

「ああ、おはよう」

　アランが起き上がってテーブルにつくと、そこには一枚のパンと手描きの地図が置かれていた。

「少々雑ですが、この村と周辺の見取り図です」

「ありがとう。結構詳細じゃないか」

「ええ、ですから早く済ませて出発しましょう」

「わかったよ。これ食べたらすぐに出るから」

　アランはパンを飲み込むと、身支度を整えてドアに手をかける。

「じゃあ、行ってくる」

「はい、アラン様。くれぐれもお気をつけて、あらゆるものに注意をしておいてください」

　エリルから昼食を受け取って外に出ると、そこにはバーンズが立っていた。

「アラン様、もうお出かけですか」

「すぐに片付けて戻ってくるよ」

「無理をせずにお早めにお帰りください」

「そうする」

　アランは軽い調子で村から出て行く方向に向かった。村の周囲は畑が広がっているが、あまり大きなサイズではなく、すぐに山に入ってしまう。だが、アランは迷うことなくそこに入っていく。ナイフを右手に持つと、枝や藪を切り払いながら進んでいった。

　そうしてしばらく進むとエリルの見取り図通りに、小さく開けた空間に出た。アランはナイフを鞘に収めてから大体その中心に腰を下ろす。それから意識を何かに集中させるように目を閉じた。

「大地の精霊よ」

　小さくつぶやくと、アランは自分の感覚が大地とつながり、大きく拡張されていくのを感じた。そのまま意識を集中し、魔物の気配を慎重に探る。

　数分後、アランは目を開けて立ち上がると、再びナイフを抜いて森の中に入っていく。そしてあるところまで来ると、おもむろに木に登り始めた。

　高い場所から下を見下ろすと、少し離れた場所に四足で動く魔物らしき影が見えた。アランはナイフを構えてタイミングをうかがう。

　そして、影が木の近くに近づくと、アランはナイフを振りかざして飛び降り、その勢いのまま魔物の背中に膝を落とすと同時に首筋にナイフを突き立てた。魔物は痙攣したあと、すぐに動かなくなった。

　アランはナイフを抜き取ると、魔物の死骸をよく観察する。バーンズが斬った魔物と似ているが微妙に違い、既存の魔物とも違った。

　そこにもう一体、似たような姿の魔物が後ろから飛びかかってきた。だが、アランは左手のガントレットでそれの頭をつかむと、強烈な雷で魔物を痺れさせ、ナイフで首を切り裂いた。

「これであと二体かな」

　アランはナイフを振って血を払うとすぐにその場を離れた。

　一方その頃、残っていたバーンズは村の中を見回っていた。村はさびれていたが、アラン一行が訪れたせいか、バーンズに近づいてくる子供もいたりで、明るい雰囲気も見えてきていた。

「旅のお方」

　村の外れまで来たとき、一人の老婆がバーンズに声をかけてきた。バーンズが立ち止まると、老婆は周囲を見回して人がいないのを確認すると、その腕をつかんで家の影に引っ張った。バーンズはされるがままにしてそれについていった。

「何かご用ですか？」

「気をつけなされ、あなた達は使い捨てられますぞ」

　それを聞いてバーンズは笑った。

「こういう小さな村にも色々あるのでしょうが、なにも心配することはありませんよ。我々、いや、あの方はそんなものは気にせずになんとかしてしまうでしょうから」

　それだけ言うとバーンズは老婆の肩に手を置いて、その場を立ち去った。それから滞在している家に戻ると、エリルが休みもせずに食事の準備をしていた。

「休まなくていいのか？」

　バーンズが聞くと、エリルは眼鏡の位置を直した。

「アラン様はすぐに魔物を片付けるでしょうから、出発前に豪華な食事でも用意しようと思いまして」

「そうか。なにやら妙な話も聞いたが、問題はないだろうな」

「ええ、アラン様はそんなに気がきく方でもありませんし、この村の者が何を考えていたとしても関係はないでしょうね」

　二人とも不穏な部分のある話の内容にしては気楽な様子で、アランを信じているようだった。








    元王子の力
    
　アラン茂みの中に隠れて二体の魔物の様子を見ていた。一体は先に片付けた二体と似たような小型の四足の魔物で、もう一体はエリルが倒したのと似ているが、巨大な斧を持っている物騒な奴だった。

「水の精霊よ」

　そうつぶやいてからアランは茂みから出ると、その二体の正面に自分の姿をさらした。魔物達はすぐにそれに気がつき向きを変える。それに向かってナイフが振られると、水でできた刃が勢いよく飛んだ。それは四足の魔物を鮮やかに切り裂く。

　それからアランは前方に走りながら、左のナイフも抜く。魔物はそれに向かって走りながら斧を振り回してきた。アランはそれを軽い身のこなしでかわすと、ナイフで魔物の足を切りつける。

　だが、それは浅く、魔物に決定的なダメージは与えられない。アランは勢いのまま魔物の後ろにまわると、止まってからナイフを構えた。魔物も巨体に似合わぬ素早さで振り返ると、斧を振りかざして突進する。

　振り下ろされた斧をアランは横に移動してかわし、さらに間髪入れずに横薙ぎにされた斧は転がってかわした。

　アランは膝をついた体勢から地面を蹴ると同時に左手のナイフを空中に投げ、そのまま魔物の顔面に左手を突きつける。爆発が魔物の頭に直撃し、その巨体がぐらついた。アランは落ちてきたナイフをつかむと、魔物の足を二本のナイフで深く切る。

　深手を負った魔物はその場で膝を地面につく、アランはその膝を踏み台にして飛び上がると、一瞬でナイフを逆手に持ち替え、魔物の首に突き立てた。

　魔物は斧を落とし、もがきながら後ろ向きに倒れる。アランがナイフを握る手に力を込め、さらに深く抉ると、魔物はしばらくして動かなくなった。アランはナイフを抜いて血を払ってから鞘に収め、その場を立ち去った。

　その頃、料理を済ませたエリルはバーンズに留守番を任せ、出歩いていた。別に村の人間が何を考えていようとどうでもいいことだったが、せっかくだからその事情でも調べてみようと考えた。

　昨晩村を調べて気になっていた集会所のような大きな建物の近くにまで来てみると、昼間だというのに完全に閉め切られ、表の入口には一人の見張りらしき者が立っている。

　エリルは誰にも見つからないようにその裏にまわると、見張りに立っている村人に音もなく近づいて、自分の姿が見られるよりも早く一撃を加えて意識を刈り取った。

　見張りの体を隠してから、エリルは鍵の内部を小さく爆破してドアを開けた。中は薄暗く動いている人影もなく、空気が淀んでいて妙な熱気がこもっている。

　薄暗い室内に目が慣れてくると、藁が敷かれただけの床に何人もの様々な年齢の人間が寝かされているのが見えた。エリルはその光景で自分の想像が正しかったのを知った。

「やはり疫病ですか」

　そうつぶやいてから、エリルは小さな火の玉を出して空中で固定すると、その明かりで室内を調べだした。まずは病人のことをよく観察してみると、全員高熱で意識が朦朧としているようで、見覚えがないはずのエリルを見ても特に変わった反応はない。

　エリルにはその疫病の診断はできなかったが、深刻な状況であるのはわかった。それから入口近くの机に向かうと、その中を静かに漁り始める。そして一枚の紙を見つけると、それに目を通してからベルトに挟んだ。それから手を軽く振って火の玉を消すと、入ってきた裏口から静かに外に出て行った。





「なるほどな」

　バーンズはエリルが持ち帰ってきた紙を見て自分のあごをなでた。

「疫病に魔物の二重苦で、訪れた旅人にたいして追いはぎのようなことをしていたようですね」

「我々にもそうするつもりだったのだろうな。魔物を退治すればそれでよし、駄目でも荷物は自分達のものにできる。それにしても、なぜ中央に助けを求めなかったのだろうな」

「恐らく疫病で村が隔離されることを恐れたのではないでしょうか。もっとも、魔物のおかげでその努力も無駄になったようですが」

「そうだな。それに、もうアラン様がお帰りになる頃だろう」

　そこでタイミングよくドアが開けられ、アランが入ってきた。

「ただいま」

「お帰りなさいませ」

　エリルはすぐに立ち上がり、アランにタオルを手渡した。アランはそれを受け取り顔を拭うと、すぐにベッドに腰かけた。

「魔物は四体、全部片付けてきたよ」

「さすがです。ところで、もう一仕事あるのですが」

「もう一仕事？」

「はい。この村には疫病が流行っているようなのですが、アラン様の力ならばその苦しみを少しでも和らげることもできると思うのですが」

「疫病か。それならすぐに行こう。場所は？」

「ご案内します。バーンズ様もご一緒に」

　三人は連れ立って、さっきエリルが侵入した建物の前に来ていた。そこには村人が何人か集まっていて、物々しい雰囲気になっている。エリルは何も知らないような態度でしてそこに近づいていった。

「どうかしましたか？」

　エリルが聞くと、昨日食事を持ってきた女が一歩前に出た。

「いえ、お客様方には関係のないことです」

「そうでしょうか？　疫病、だったら私達にも関係がないとは言えないと思いますよ。そこを通してもらいましょう」

　エリルは目を細めてから足を踏み出した。女は行く手を遮るようにその場から動かない。

「手荒なことはしたくないので、どいてもらえますか」

　冷たい声がエリルの口から発せられ、眼鏡の奥の目も、その声と同じように一瞬冷たい光を放った。女はそれを見ると一瞬硬直してから、よろめくようにしてその場からどいた。

　エリルが足を進めると他の村人達も同じように道を開け、三人は建物の前にたどり着いた。まずはエリルが火の玉を出して中に入り、アランとバーンズもそれに続く。

　エリルの灯した火でアランは室内を見回す。それから寝かされている疫病患者に近寄ると、しゃがんでその額に手を当てた。その体勢のままアランは目を閉じて、しばらくその体勢を維持してから、ゆっくりと目を開いた。

「これは簡単に治るものじゃなさそうだ。とりあえず体力が持つようにしておくようにして、回復するまで体が耐えられるようにしておくしかない。早速取りかかるよ」

　そう言うとアランはその場に座り、全身の力を抜いた。すると、その背後に薄い水の影のようなものが現れ、それが広がると寝ている患者達を包んでいった。

「水の精霊よ、癒しの力を」

　小さくつぶやくと水の影が淡い光を発した。室内に入ってきていた女はそれを見て驚きのあまり固まる。

「すぐには治りませんが、これでこの方達は大丈夫ですよ」

　エリルの言葉に女は顔を動かし、その顔を見た。それにたいしてエリルは笑顔を見せると、口を開く。

「では、私達は別の問題について話し合いましょうか。バーンズ様はアラン様をお願いします」

「わかった。任せる」

　バーンズはそれだけ言うと、アランの近くに移動し、守るように立った。








    旅の剣士
    
　数日後、アラン一行は村を出発していた。

「シェーラが護衛をつけてたとはね。全然気がつかなかったよ」

　アランがそう言うと、エリルが馬を操りながら答える。

「それはシェーラ様の性格を考えればわかることだと思いますが。あの方がアラン様を放っておくわけがないですよ」

「まあ、そのおかげであの村のことを任せて、すぐに出発することができたんだから、よかったけどね」

　エリルはそれを聞いてため息をついた。

「できの悪い兄を持つと苦労するんですね」

「まあ、できのいい妹はありがたいよ。おかげで家のことは気にしなくて済むしさ」

「アラン様が旅に出された理由がよくわかります」

　二人がおしゃべりをしていると、先に進んでいたバーンズが戻ってきた。

「アラン様、この先に魔物を確認しました。馬車はここに置いて、先に片付けるべきだと思います」

「そういうことなら、エリル、ちょっと留守番を頼むよ」

「わかりました。お二人ともお気をつけて」

　アランとバーンズはエリルに見送られてその場から移動する。そして少し先に進むと、バーンズは道から外れて少し歩くと、足を止めた。

「何か聞こえますね」

　バーンズの一言にアランはうなずいた。

「誰かが戦ってる音だ」

　二人が黙って慎重に進んでいくと、前方で誰かが魔物と戦っていた。それは剣と盾を持った男、剣士のようで、小型の魔物に跳びかかられながらも、それを盾で防ぎ剣で払い、一歩も引かずに戦っていた。

「あれはまずいですね。腕は立つようですが、これ以上魔物が増えたら押し切られる。私が飛び込みます、アラン様は援護をお願いします」

　バーンズは返事を聞かずに走りながら剣を抜き放った。それから剣の根元のスロットを動かすと、そこに一枚のカードを入れ、スロットを元の位置に戻した。

　そして剣士の後方に走りこむと飛びかかってきた魔物に向けて剣を振った。斬られると同時に魔物は爆発して跡形もなくなる。そのままバーンズは剣士の背後を守る位置に立った。剣士は構えをとかずにわずかに振り返る。

「あなたは？」

「今は自分の身を守ることに集中するんだ」

　二人は背中合わせで立ち、それぞれ武器を構える。その体勢で飛びかかってくる魔物を切り払い、順調にその数を減らしていく。

　だが、突然剣士の前に影が現れ、その盾を体ごと弾き飛ばした。自分の横を転がる剣士にバーンズが振り返ると、そこには人間の形をした黒いものがいた。

「魔物か」

　バーンズはつぶやくと、剣のスロットを動かしてカードを入れ替え、その黒い魔物と対峙した。両者は数秒動かなかったが、まずは魔物が動いた。

　その動きは俊敏であっという間に間合いを詰めてきたが、バーンズはわずかな動作でそれをかわして、すぐに体勢を整える。魔物はまた間髪いれずに襲いかかるが、バーンズはそれに前蹴りをくらわして隙を作ると、剣を振り上げてそれに向かって踏み込む。

「メテオスマッシャー！」

　剣が凄まじい勢いで振り下ろされ、地面に窪みを作りながら魔物を一瞬で叩き潰した。バーンズがゆっくりと剣を持ち上げると、そこには魔物の欠片のような原形質の物質だけが蠢いていた。それはしばらくすると蠢きながら蒸発するように消えた。

　そこにナイフを収めながらアランが近づく。

「今までも変わった魔物はいたけど、これは完璧な新種だね」

「そうですね。侮れない強さです」

　バーンズは剣からカードを抜きとり、鞘に収めてから倒れている剣士のほうに近づいて手を差し伸べると、剣士はそれをつかんで立ち上がる。それから剣士は剣を鞘に収め、盾を背負った。

「助力を感謝します」

「体は大丈夫か？」

「大丈夫です。それより、あなた達は一体？　さぞや名のある方々とお見受けしましたが。いや、申し遅れましたが私の名はレンハルト、修行の旅をしています」

「私はバーンズ、旅の者だ」

「僕はアランだ、一緒に旅をしてる。仲間はもう一人いるから、せっかくだから紹介していこうか」

　そう言うとアランは背を向けて歩き出した。レンハルトは一瞬躊躇したが、バーンズが歩き出したのを見て、その後に続くことにした。

　しばらく歩くと、三人は荷馬車で待っているエリルのところに到着した。エリルはレンハルトの姿を見ると、眉だけ動かして見せ、アランに小声で話しかける。

「お客様ですか？」

「そうだよ、向こうで魔物と戦ってたんだ。修行中らしい」

「それは面白そうですね」

　エリルはそれからレンハルトのほうを向いて軽く頭を下げた。

「初めまして、私はエリルといいます。お名前を伺えますか？」

「レンハルトです。よろしくお願いします」

　それからエリルはアランとバーンズに顔を向けた。

「アラン様、バーンズ様、魔物がいなくなったのなら出発したいと思うのですが、そちらのレンハルトさんもご一緒するのですか？」

　アランとバーンズは顔を見合わせてから、バーンズがレンハルトのほうを向く。

「レンハルト殿、我々はブレイテンロック共和国との緩衝地帯に向かっているのだが、貴殿の目的地は？」

「いえ、私はあてもない旅です。しかし、もしご一緒できるのなら、是非お願いしたいのですが」

　レンハルトはそう言って三人に頭を下げた。バーンズはアランに顔を向け、エリルも同じようにした。アレンはそれにしばらく考えるような仕草をして、口を開く。

「わかったよ、そういうことなら一緒に行こう。よろしく、レンハルト」

「よろしくお願いします、皆さん」

　そういうわけで、アラン一行は四人になることになった。

「ところでレンハルト、君の荷物は？」

「この先に置いてきてます」

「それなら、まずはそれの回収からだね。エリル、出発だ」

「はい、了解しました」

　アランが荷台に乗り、エリルは御者台に登った。バーンズとレンハルトは荷馬車の隣に並び、歩き始めた。

「バーンズ殿、言いたくないのならいいですが、やはりあなた達がただの旅人とは思えません」

「確かに我々はただの旅人とは言えないが、今はまだ、ただの旅人だ。だが、アラン様はただの旅人では終わらないだろうが」

「アラン殿は、あなた達の主なのでしょうか？」

「形としてはそうだが、アラン様はそんなことは気にしていない。ところで、レンハルト殿は修行の旅ということがだが、どのくらい旅をされているのかな」

「旅に出て四年になります。昔はある国で兵士をしていたのですが、それに限界を感じたので」

「そうか。ずっと一人旅だったのか？」

「おおむねそうでした。ところで、バーンズ殿はあの、ノーデルシア王国の王の騎士と言われるバーンズ殿なのですか？」

　それを聞いてバーンズは軽く笑った。

「私も意外と有名なのだな。しかし、それならアラン様のことも知っているのではないか？」

「バーンズ殿が本物であるなら、そういうことなのですね？」

「それは言いふらすことでもない。我々と一緒に旅をするなら、あまり声高に言ってまわってもらっては困るな」

「もちろん、それはわかっています。ただ、私の修行に付き合って頂きたい」








    緩衝地帯の町、アカーナ
    
　レンハルトを加えたアラン一行四人は、ノーデルシア王国とブレイテンロック共和国の緩衝地帯にある町、アカーナに到着していた。

　その町はそれなりに大きな町で、国境の間にあるということと、二国の友好的な関係を反映しているせいか、かなり高度な自治が行われていて、様々な人や物が集まる特殊な場所だった。

「私は宿を探して来ますから、みなさんはてきとうに町を見てきてください。私はまた昼頃にここに戻ってきますから」

　厩舎に馬車を預けてから、そう言ったエリルは一人で先に歩いていってしまった。残された三人はそれを見送ってからとりあえず歩き出した。

「二人とも、これからどうするんだい」

　アランが聞くと、まずはバーンズが口を開く。

「私は町の周囲を見てきます。レンハルト、お前はどうする？」

「装備の整備に行ってきます。魔物との戦いで少々傷んでいるので」

「そういうことなら、僕も一緒に行こうかな。ナイフの手入れをしておきたいし、行こうかレンハルト」

「わかりました。ご一緒しましょう、アラン殿」

　アランとレンハルトは町の中に、バーンズは外に向かった。

「ああ、ここかな」

　鍛冶屋はすぐに見つかり、外で剣を研いでいる中年の男にアランが近づいていく。

「武器の手入れを頼みたいんだけど」

　男はその声に反応して、手を止めて顔を上げた。

「いらっしゃい。ものはなんですか？」

　アランは自分のナイフを抜くと、それを男に差し出す。男はそれを受け取ると、刃を慎重に調べてから口を開いた。

「これならうちでやることはほとんどありませんな。よく手入れしてある」

「それならすぐに終わるのかな。手っ取り早く頼むよ」

「はいよ。そっちのお連れさんはなんです？」

「これを頼みます」

　レンハルトは自分の剣と盾を差し出した。男はそれを調べると軽くため息をついた。

「こりゃけっこう傷んでますな。今日はうちで預からせてもらって、明日取りに来てもらえますか。変わりは奥で見てください」

　そう言って男は店の中に入っていくと、アランとレンハルトもそれに続いた。店内はよく整理されていて、売り物の武具などが並べられていた。

　男は預かった武具を奥に置いてから、レンハルトの剣と盾に似たものを持ってきた。

「とりあえずこれをどうぞ。ナイフのほうはすぐに終わるんで、ちょっと待っててください」

「よろしく」

　アランはてきとうな場所に座った。レンハルトは借りた剣と盾を身に着けると、アランに軽く頭を下げる。

「私は少し町を見てくるので、また昼に会いましょう」

「ああ、これからのこともあるし、あとでゆっくり相談しようか」

　レンハルトは店を出て行き、それを見送ったアランは座ったまま自分のナイフが仕上がるのを待った。しばらくして、ナイフを受け取ったアランは鍛冶屋を出た。それからアランは気の向くまま町を散策しだす。

　町の賑わいはノーデルシア王国の首都の光景に馴染んでいるアランから見ても中々侮れないものだった。アランはなんとなく見かけた質屋に入ることにする。

　店内は日中だが薄暗く、少しほこりっぽかったが、商品は日用品から武器防具、家具やアクセサリー類、衣類等の様々なものが並べられていた。

「いらっしゃい、何かお探し？」

　店番をしていた中年の女が声をかけてきた。

「いや、この町には今日着いたから、色々見てまわってるんだ。これだけの町なら、こういう店には何か面白いものでもあるんじゃないかと思ってね」

「それならそっちのほうにあるから、好きに見てって」

　アランは女が指差したほうに目を向けた。そこは様々なアミュレットや指輪などのアクセサリー類が並んでいる。

「なるほどね。色々いわくつきのものもありそうだけど、掘り出し物もありそうだ」

「一目でわかるとは、中々お目が高いね。うちは質屋だから、まあ色んなものがあるよ」

　それからアランはすでに身につけているアミュレットは除外して、指輪を中心に一つ一つ手にとって調べていった。

　ただの指輪がほとんどだったが、中には呪いや魔力が感じられるものもあった。アランは呪いが感じられるものは手にとった時に水の精霊の力で浄化していく。

　そして、アランは一つの何の変哲もない銀の指輪を手に取った。それをしばらく手の上でこねくりまわしてから、指にはめてみた。しかし指輪はサイズが大きく、うまく指にはまらない。アランはそれをもう一度手の上に戻した。

「これはいくらだい？」

「ああ、それね。置いといたところに値段が書いてあるよ」

　言われた通りに指輪が置いてあった場所の下に値段が書かれていた。見た目よりはいい値段がついていたが、アランは迷わずその料金を出した。

　とりあえずそれだけ持ってそこを出ると、アランはすぐにさっきの鍛冶屋に向かう。そのまま店内に入ると、さっきの男がすぐに出てきた。

「おや、また何か用ですか？」

「これのサイズを変えてもらうことはできるかな」

　アランが買ったばかりの指輪を出すと、男は首を横に振った。

「そういう細かいものはうちじゃ扱いませんね。この通りの外れに細工師がいますから、そっちに持っていくといいですよ」

「そうか、ありがとう」

　指輪をしまったアランは外に出ると、通りの外れに向かい、こじんまりとした店に入った。店内にはアクセサリーから時計などの小物まで様々なものが所狭しと並べられている。

「いらっしゃいませ」

　店主らしき若い、眼鏡をかけた上品な雰囲気の男がアランを迎えた。アランは早速指輪を取り出す。

「この指輪のサイズを変えてもらえるかな」

　男は指輪を受け取ってそれをよく確認してからうなずいた。

「わかりました。ではとりあえずこちらで預かっておきますので、また明日、来て頂けますか？」

「ああ、少し店内を見せてもらうよ」

「どうぞ、ご自由にご覧になっていってください」

　アランは遠慮なく店内を見始めた。展示されている商品はどれもよくできていて、王宮の生活に慣れているアランの目から見ても上質なものが多かった。さんざん冷やかしてから、アランは料金を前払いして店を出た。

　それから数時間後、アランは待ち合わせの場所に向かった。そこにはすでにバーンズが先に来ていてアランを迎えた。

「アラン様、町はどうでしたか」

「中々いい町だと思うよ。ちょっと店を見てきたけど、どこもしっかりしてたし。そっちは？」

「この町の自警団が機能しているようで、町の周囲に魔物の気配はありませんでした。それに、主要な道も安全は確保されているようですね」

「なるほどね」

　そこでレンハルトが向かってくるのが見えた。

「すみません、遅くなりました」

「いや、別に遅くはないと思うよ。それよりエリルはまだかな」

「来ましたよ」

　言ってるそばから、いつの間にかアランの背後に立っていたエリルがいた。アランは頭をかいてから振り返る。

「宿は決まったのかい」

「はい、レンハルトさんも一緒にしておきました。それでいいですね」

　エリルの問いにレンハルトはうなずいた。

「そうして頂けると私も助かります」

「では、一旦宿に行きましょうか」

「やっと休めるよ」

　アランは背中を伸ばしながら、先に歩き出したエリルの後につづいた。








    自警団
    
　宿ではアランとエリル、バーンズとレンハルトの二組にわかれて部屋をとっていた。自分達の部屋に入ったアランは早速ベッドに横になる。

「あーあ、これからどうしようか」

「まだ昼ですから、起きて行動するのが一番ですよ」

「行動って、具体的にはなにをするつもりだい」

「とりあえずこの町の自警団と接触するのがいいですね。魔物の情報があるのはそこでしょうし、魔物を相手にするなら一応話を通しておいたほうがいいでしょう」

「協力でもとりつけるの？」

「いいえ、黙って見ていてくれるようにするだけです。変な横槍が入ると面倒くさいですからね」

「なるほどね、じゃあそれは」

「とりあえず私が行ってきます」

「そういうことならよろしく。僕はここで待ってるよ」

　そう言ってアランはもっとリラックスした体勢になった。エリルはため息をついて眼鏡の位置を直した。

「いいえ、アラン様はこの町のことをよく知っておいてください。しばらくここに滞在することになるんですからね。それと、できれば住人に名前でも売っておいてください、評判がよければ色々便利ですし」

「評判をよくするって、一体何をすれば？」

「思うように行動すればいいんですよ。アラン様なら大丈夫です。すぐに始めてください」

　今度はアランがため息をついて起き上がった。

「わかったよ。夕方まで町を散歩してくる」

　部屋を出たアランは、隣の部屋をノックしてドアを開ける。中ではバーンズとレンハルトがテーブルについて何かを話していた。アランが入ってきたのを確認するとバーンズは立ち上がってそれを迎えた。

「これから町を夕方までぶらつくんだけど、どっちか付き合うかい？」

「そういうことでしたら、私はまた外を見てきますので、レンハルトと一緒に行ってはどうでしょう」

「さっきはすぐに別れちゃったし、そうしようか」

「わかりました、アラン殿」

　レンハルトは剣と盾を身につけた。二人はバーンズに見送られて部屋を出ると、そのまま宿を出て町に繰り出していった。

　それを見送ったエリルは素早く身支度を整え、自分も宿から出た。向かう先はこの町の自警団の本部。ほぼ町の中心に位置している大きな建物は、まさにこの町の象徴と言えるような雰囲気で、住人からすれば頼りがいのあるものに見えるはずのものだった。

　エリルはその建物をじっくり見張れる位置を確保すると、できるだけ目立たないようにして監視を開始した。

　しばらくそうしていると、巡回が戻ってきて、新しい巡回の者達が出発した。エリルはその後を距離をとってつけ始める。

　巡回は町の中を決められた順路でまわっていて、特に事件も何も起こらない。エリルはそれでも飽きずに根気よく巡回の後をつける。その間に巡回の一挙手一投足から、住人の反応まであますことなく観察した。


　巡回は真面目に行われていて、住民達の反応も悪くない。あてにされている様子からは、自警団は統率がとれていて、実力もあるのが見てとれた。だが、どこからか厳しい視線が注がれているような気もした。


　とりあえずはそれは頭に入れておくに止め、エリルは自警団の本部に足を向ける。そして建物の中に入り、手近な団員をつかまえた。


「責任者と会いたいのですが」


「責任者って、あんたは？」


「旅の者ですが、道中で魔物と遭遇したので、そのことを報告しようと思いまして」


「魔物？　それならちょっと待っててくれ」


　団員はエリルをその場に残して奥のほうに行った。しばらくして戻ってくると、無言でエリルに手招きをする。エリルはそれについていき、こじんまりとした二階の部屋に通された。


　そこには机について仕事をしている、一人の中年の男の姿があった。男は顔を上げただけでエリルを迎えた。


「私がここの責任者のエクサだ。魔物と遭遇したということだが、詳しい話を聞かせてもらいたい」

　エリルはまず椅子に座ってから、十分に間を取って口を開く。

「初めまして、私はエリルといいます。単刀直入に言いますと、私達は四人で旅をしているのですが、諸事情で魔物が出ると噂の道を通って来て、立ち寄った村で魔物と遭遇しました」

「魔物が出る道か、ずいぶん無茶をしたようだな。それで、無事ということは片付けてきた、ということでいいのか？」

「ええ、村付近の魔物と、道の付近の魔物、両方を片付けてきました」

「それはありがたい。そういうことなら、すぐに人をやって確認させよう。そちらのうちの誰かにも同行してもらいたいのだが、どうだ？」

「もちろんいいですよ、明日にでも出発しましょうか？」

「いや、こちらにも準備がある。三日後に出発ということでどうだ？」

「いいですよ、では三日後に。ああ、それから私達の宿の場所も教えておきましょう」

　エリルはエクサに宿を教えてから立ち上がった。

「では、今日はこれで失礼します」

　そう言ってエリルが部屋から出て行くと、エクサは立ち上がって人を呼んだ。そうするとエリルと似たような年齢の短髪の女が部屋に入ってきた。

「レノール、調べておいてもらいことがある」

「今度はなんです？」

　レノールと呼ばれた女は面倒くさそうな表情で投げやりな返事をした。

「あの魔物が出るという噂があった道を通ってきたという者がここに来ていた。魔物を片付けたということは三日後に確認するが、その一行というのは気になる」

「だからそいつらを調べろ、ってことですか」

「そうだ。怪しい者ではないかどうか、すぐに調べてくるんだ」

「了解。でも、さっきの女ならそこですれ違いましたけど、あれはなんかやばそうですよ。まあ、なんとなくっていう勘ですけど」

「お前の勘なら当るかもしれんな、慎重にいけ。宿はここだ」

「はいはい。てきとうにやってきます」

　レノールはエクサの差し出した紙を受け取ると頭をかきながら部屋を出た。そのまま自警団の本部を出ると、まっすぐにアラン達が滞在している宿に向かう。

　そして、レノールは宿にそのまま入っていき、アランの部屋に向かった。部屋をノックしてみたが当然反応はなく、隣の部屋もノックしたが、そこも反応がない。レノールは軽く首をかしげてから、その場を立ち去って外に出た。

「まあ、夜ならいるはずか。品定めはそれからでも遅かない」

　そうつぶやいてからレノールは町の中に姿を消した。そして、それを物陰から見ていたエリルは珍しいものを見るような表情でそれを見送った。








    協力者
    
　その日の夜、アラン一行は宿の食堂に集まっていた。なぜか五人分の食事を前に、まずはエリルが口を開いた。

「さて、これから来客があると思うのですが、特に緊張する必要はないと思いますから、楽にしていてください」

「来客？　誰かこの町に知り合いでもいるのかい？」

　アランが不思議そうな顔でたずねると、エリルは首を横に振った。

「いいえ、違いますよ。誰の知り合いでもありません。まあ私達に非常に興味を持っている人物ですね」

　アランは黙ったまま、なんとなく宿の出入り口を見た。

　それから少し経って、ドアが開きレノールが入ってきた。入口から数歩のところで立ち止まると食堂内を見回し、アラン達を見ると真っすぐ向かってくる。それに反応してエリルが立ち上がり、レノールをじっと見る。

「初めまして」

　まずはエリルが口を開いた。レノールは少し間をおいてから首だけ曲げるような礼をする。

「こちらこそ。あたしはレノールっていうんだけど、あんた達に興味があってね」

「興味ですか、それならこちらにもありますよ。とりあえず座ったらどうです？」

「待っててくれたわけか。じゃあ遠慮なく」

　レノールは椅子に座ると、その場の全員の顔を見回した。

「なるほど、これは頼もしそうな雰囲気ってやつか」

　そしてレノールはアランの目をじっと見る。

「見たところ、リーダーはそちらさん？」

「まあ、一応そうだよ。僕はアランだ、よろしく。で、そっちがバーンズとレンハルト」

　アランが残りの二人を紹介してから手を差し出すと、レノールはそれを軽く握り返した。

「どうぞよろしく。で、単刀直入に聞きますが、あんたがたは何者ですか？」

　そのレノールの問いに、アランとエリルは顔を見合わせた。それからエリルが口を開く。

「私達はただの旅人ですよ。魔物を倒しながら旅をしているだけです」

「じゃあそのためにわざわざ危険な道を通ってここまで到着したと、物好きなことで。ただの旅人がそんなことをしたりはしないと思うけどもね」

「それなら、私たちはただの旅人じゃないんでしょうね。それで、そろそろあなたが持っている興味というのを教えてもらえますか？　いや、その前にあなたの本来の仕事はいいんですか？」

「なんだ、わかってたわけか」

　レノールはため息をついて首を横に振った。

「ま、ばれてるなら言っておくけど、あたしは自警団の所属でね。でもまあ、それより重要なことというか、本来の目的のためには勝手にやらなきゃいけないこともあんの」

「本来の目的っていうのは、いったいなにかな」

　アランがそう言うと、レノールは薄く笑ってみせた。

「自警団なんだから、その名の通りのことでしょ」

　その答えを聞いたアランは少しの間レノールをじっと見てから、うなずく。

「わかった、そういうことならちゃんと話し合おうか。まずは夕食を済ませてからね」

　アランの言葉を合図に食事が始まった。レノールはリラックスした様子でその場の全員を見ながら、料理をてきとうに口に放り込んでいた。

　レノールの見たところ、一見アランはたんなるいいところのぼっちゃんという感じがするが、他の三人から敬意を持たれているのはすぐにわかった。実力は未知数だが、二本の大振りなナイフはおもちゃではないはずだし、他にも何か力があるのは予想できた。

　次にさっきから会話をリードしていたエリルを見る。自分が来るのを予期していたようだし、かなりの切れ者であることは間違いない。丁寧な口調と眼鏡の奥の読めない目、そして見たこともないような武器らしきもの、どうにもよくわからない人物だった。

　そして一行のなかで一番大柄な中年の男、バーンズを見た。外されて立てかけてある大剣は妙な形をしていて、いかにも使い古されている。髪には白いものが目立つが、一行の中では最も体格がよく、まさに歴戦の戦士という雰囲気だった。

　最後はレンハルト。バーンズほどではないががっちりとした体格で、浅黒く精悍な容貌をしている。剣はベルトに、盾は椅子に立てかけてあり、借り物か何かなのか、それはどちらもあまり馴染んでいないように見えた。雰囲気もあまり馴染んでいない感じなので、恐らく途中から加わったのだろうと見当をつけた。

　そうしているうちに食事は終わり、まずエリルが口を開いた。

「では、あなたの用件を詳しく聞かせてもらう前に場所を変えましょうか、レノールさん」

　そうして立ち上がると、五人でアランとレノールの部屋に向かい、思い思いの場所に陣取った。椅子に座ったレノールは四人を見回し、しゃべり始めた。

「まずはあらためて自己紹介するけど、あたしはレノール。この町の自警団で主に斥候とかをやってるんだけど、今回はあんたらを調べろって言われたわけ」

「それで、なぜまともに調べずにこんなことを？」

「簡単に言うと、最近うちの自警団に妙な動きがあってね。それを調べるために外部の連中で力があるのを探してたんだけど、やばい道を通ってきたっていうあんたらなら、十分な力があるだろうと思ったってわけだ。ま、あとは人物だからそれを確認してやろうとここに来たわけ」

　アラン達四人は黙って話の続きを待つ。レノールはそこから声のトーンを若干落とした。

「実は自警団の上のほうに魔族とつながりを持とうとしているっていう噂があってね。確証もないし、わかったところで手のうちようもないんで、静観してたんだけど、ちょうどあんたらのことを調べろっていう仕事がきてね」

「それで動こうと思ったわけですか。中々悪くない勘ですね」

「まあそういうこと。で、そちらの返答は？」

　エリルは返答を促すようにアランに顔を向けた。アランはそれを受けて少し考える様子を見せてから、口を開いた。

「魔族と聞いたら黙って見過ごすわけにはいかないね。力を貸すよ」

　レノールはその答えを聞き、しばらくしてから立ち上がった。

「礼を言うよ、アランさん。ところで、魔物の件を確認しに行くのはどちらさん？」

　バーンズがレンハルトを見てうなずいて見せた。

「それは私とレンハルトで行く。何か注意しておくようなことはあるのか？」

「別に、普通以上の警戒は必要ないだろうね。うちのほうからもちゃんとしたのがつくだろうから、心配はいらない」

　そこまで言ってレノールは立ち上がった。

「じゃ、あたしはこれで。また明日来るよ」

「ええ、じっくりやっていきましょうか」

　エリルとレノールは視線を交わし、それから人は並んで部屋から出て行った。アランはそれを見送ってため息をつく。

「うまくいくような、なんだかめんどくさいことになるような」

　それにバーンズは笑って応じる。

「どちらにせよ、エリルならば必ず何かの成果をあげるでしょう。できれば我々が戻るまでは待っていてもらいところですが」

「エリルのことだから、やるとなれば自分だけでもやるだろうけどね」

「そうですね。できるだけ早く戻ってこられるようにします」

「よろしく。レンハルトも気をつけて頼むよ」

「はい、アランさんも気をつけてください」

　それからバーンズとレンハルトは自分達の部屋に戻り、アランはエリルの帰りを待たずにさっさと寝ることにした。








    めんどくさいこと
    
　それから三日後、バーンズとレンハルトは自警団と共に町を出発していた。町に残ったアランとエリルだったが、エリルは連日のように休みなく動きまわっていて、アランは暇を持て余していた。

　まだ朝だというのにベッドに寝ていたアランは右手の人差し指の指輪をいじくっていた。質屋で見つけた指輪は大地の精霊の力によく馴染んでいたので、いざという時に使えるように精霊の力を仕込んでおいている。

　そのまましばらく横になっていたが、それにも飽きたアランは起きて外にでることにした。町は到着した日から特に変わることない様子で、不穏な雰囲気は感じられない。

　そうしてアランがうろうろしている頃、エリルは町外れの人気のない場所でレノールと向かい合っていた。

「今夜か明日の早朝あたり、なにかありそうな雰囲気でね。こっちのほうで動くとなにも出てこない可能性もあるし、ここはあんたらに警戒しておいてもらいたいんだけど」

「二名だけでは不安ですか？」

「逆に聞くけど、大丈夫なのかね」

「ああ見えても、アラン様の実力は自警団員が束になってかかってもかなわないほどですよ。もちろん私も劣るものではありませんから、心配はありません」

「すごい自信じゃないか」

「二人では仮に町が大規模に襲撃されたら人手不足ですけどね。そちらでも多少は準備してもらいませんと」

「大規模な襲撃なんかはない。向こうだって魔族と手が結べるまでは隠しておきたいはずだし、それに目的はこの町を襲うためじゃないはずだ」

「町興しですか？」

　エリルは軽く笑って見せた。レノールはそれにたいして無表情で頭をかいた。

「魔族なんかと関わったら、ノーデルシア王国が黙ってないじゃないか。あそこの王様は魔族や魔物には容赦ないからね」

「町がこのままでいるためには、今の状態を続けたほうがいいというわけですね」

　レノールは黙ってうなずいた。エリルは同意するように軽くうなずき、背を向ける。

「では今晩、またここで落ち合いましょう」

「ああ」

　エリルはレノールを残してその場から立ち去った。

　そして時刻は昼、アランはこの三日来ている食堂に入っていた。入口近くの席に座ると、すぐに店員が近づいてくる。

「いらっしゃい。今日は何にします？」

「てきとうに、なんかおすすめのもので頼むよ」

「少々お待ちを」

　料理が運ばれてくるまでアランは店内を見回す。客はそれなりに入っていてその中には常連の顔も多い。そして、店内で食べる客だけでなく、自宅から鍋を持ってきて料理を買っていく者も多い。

　アランの横を一人の鍋を持った少年が通ろうとした時、足がもつれて体勢を崩した。アランはすぐに反応して、左手で鍋を、右手で少年の体を支えた。

「大丈夫かい？」

「は、はい、どうも、ありがとうございます」

「ほら、熱いから気をつけて」

　アランは少年を立たせてから、鍋を手渡した。少年は頭を下げると、今度は慎重に店を出て行った。

「大したもんだな、あんた」

　アランの向かい側に座っていた男が声をかけてきた。鎧を着て剣を提げている傭兵風のまだ若い男だった。

「別に大したことじゃないよ」

「いいや。ところで、見たところあんたもこの町の人間じゃなさそうだが」

「まあね、ここには旅で立ち寄ったんだよ。そっちは？」

「俺は隊商の護衛でな、商売が終わるまではここでぶらぶらしてるんだ。あんたは？」

「僕のほうもしばらくはここで足止めだな」

「そうかい、俺はロニーだ。よろしくな」

「僕はアランだ」

　そうしている間にアランの料理が運ばれたきたので、料金を払った。それからは二人とも黙って料理を食べていたが、しばらくしてロニーが口を開く。

「そういや、最近魔物が出てる道っていうのを知ってるか？」

「まあ、知ってるけど」

「なんでも、それが片付けられたらしい。わざわざそんなことをするなんて、物好きな連中もいるもんだよな」

「確かにね。でも、そのぶん安全になるんだし、いいんじゃないかな」

「そりゃそうだ、感謝しないとな。じゃ、また会おうぜ」

　ロニーは立ち上がって外に出て行った。アランは軽く手だけ振ると、自分の食事をゆっくりと終わらせてから、店の外に出た。

「お食事はどうでしたか？」

　突然エリルが後ろから声をかけてきた。

「おいしかったよ」

　それだけ言ってアランはそのまま歩き続ける。エリルはその横に並ぶと歩調を合わせた。

「今夜から明日の朝までの間に何かが起こるかもしれません。自警団の者も数だけ動けるようですが、基本的には私とアラン様で対応することになりますね」

「二人でなんて、ちょっとめんどくさくないかな」

「仕方ないです。それに、この三日ゆっくり休んでいたんですから、そろそろ働いてもいい頃だとは思いますが」

「わかったよ、そういうことなら今のうちに寝とこう」

「寝すぎないようにしてくださいよ」

「大丈夫さ。エリルのほうこそ、ちゃんと休んでおいたほうがいいと思うけど」

「私は問題ありません。時間になったら宿に迎えに行きますので」

「じゃ、よろしく」

　アランは宿に、エリルはそのまま町の外に向かった。エリル事前に調べておいた町に進入しやすそうな場所に到着すると、腰のホルダーから一枚のカードを取り出した。

　それから、それを目立たない手近な木に押し付けると、それはその場に貼りついた。エリルはそのカードの中心に指を置く。

「発動」

　つぶやくと同時にカードがわずかに震えた。エリルは魔力がちゃんと放出されているのを確認すると、その場を立ち去り、次の場所に向かう。そうして町の周囲に次々とカードを設置していった。

　それから時間が経ち、時間は夜。寝ていたアランはエリルに叩き起こされていた。

「寝すぎないようにしてくださいと言いましたが」

「ちゃんと起きたじゃないか。それより行き先は？」

「すぐですよ」

　そう言っている間に、二人は昼間にエリルとレノールが会っていた場所に到着した。そこでしばらく待っていると、レノールが静かにやってきた。

「そろってるみたいだね」

　エリルはうなずき、口を開く。

「町の周囲で何かあればわかるようにしてあります。外からの場合ですがね」

「町の中はあたし達でやる。あんた達は北門と南門を頼むよ」

「わかりました。アラン様は南を頼みます、私は北門に行きます。何かあったら合図を送りますから、注意しておいてください」

「わかった、注意しておくよ」

　三人は別れ、それぞれの持ち場に向かった。








    湧き出るもの
    
　アランは夜の町を歩いていた。今のところ怪しい気配は感じないが、それでも気は抜かずに用心している。

　人通りはあまりないが、それほど物騒な雰囲気ではなく、自警団のパトロールもそれなりにいて、アランはとりあえずそれには見つからないようにしておいた。

　そうして町の南門に向かって行く途中、昼間に見た顔を見かけた。アランは隠れようとしたが、それより早く相手に見つけられてしまった。

「よおアラン、こんな時間に何やってるんだ」

　機嫌の良さそうなロニーだった。

「散歩さ。そっちは？」

「ちょっと楽しんできたんでな、酔い覚ましだ」

「そうかい、じゃあ気をつけて」

「ああ、お前もな」

　二人は別れようとしたが、そこでアランは危険な気配を感じ、すぐにナイフを抜いた。

「気をつけるんだ！」

　ロニーはその声に反応して、考えるよりも早く自分の剣を抜く。

「なんだ！？」

　アランは返事をせずに右手のナイフを逆手に持ち替え、自分の足元の影に突き立てた。そこから黒いものが逃れ、あっという間に人のような形をとった。

「こいつは」

「新種の魔物だよ。全く気配を感じさせなかった」

「そうか、こいつが噂の。なんかやばそうだな」

　アランとロニーはそれぞれ武器を構え、その黒い魔物と対峙する。魔物の右腕が蠢き、その先が剣のような形に変形した。

「いっぱしに剣士だってか？」

　ロニーは馬鹿にしたようにつぶやくが、それと同時に魔物が襲いかかってきた。その動きは速く、あっという間に間合いを詰めると剣を振り下ろす。ロニーはなんとかそれを剣で受けたが、体勢を崩される。

　さらにもう一度剣が振り下ろされようとしたが、横からの爆発で魔物の体は弾き飛ばされる。アランは上空に投げていたナイフをつかむと、すぐに魔物とロニーの間に立つ。魔物は何のダメージも無い様子で立ち上がり、再び剣を構えた。

「ちくしょう、剣は苦手なんだよ」

　ロニーが毒づきながら体勢を立て直し、アランの横に並んで剣を構える。魔物は再び動きだしたが、それよりも速くアランが距離を詰めて剣をナイフで押さえ込んだ。

　間近で見ると、魔物はあれだけ自由に姿を変えるにもかかわらず、非常に硬質で、作り出された剣も本物と全く変わりない手応えがあった。

　魔物はいったん後ろに跳び退くと、今度は左手が剣に変形し、左右の刃でアランに襲いかかってきた。鋭く、素早い攻撃が繰り出されるが、アランは身のこなしと二本のナイフで全ての攻撃をさばく。

　ロニーはその光景を見て驚いていた。アランを見て実力はあると思っていたが、ここまでできるのは予想外だった。それと同時に興味も沸いてきて、援護をするよりも、とりあえずよく観察することにした。

　アランはしばらくの間は受けに徹していたが、いきなり雰囲気を変えると、一気に攻勢に転じる。二本のナイフが閃き、魔物以上のスピードでどんどんそれを追い込んでいく。

「はぁっ！」

　気合と共にアランの蹴りが叩き込まれ、魔物の体が飛ばされる。それからすぐにアランは右手のナイフを地面に刺し、地面を削りながら走り出す。

　魔物は立ち上がったが、アランの左手のナイフの一撃で再びその体勢が崩される。そして、地面を削っていた右手のナイフに力が込められる。

　跳ね上げられたそれは、土が強靭に固められ、無骨で巨大な剣のようになっていた。それが一気に振り下ろされ、魔物を真っ向から叩き潰す。

　その体勢のままアランが力を抜くと、巨大な剣は元の土となり崩れ落ち、魔物も一部だけが残っていたが、すぐに蒸発して消えてなくなった。アランは立ち上がると、ナイフを収めてロニーに近づいていった。

「怪我はないかい？」

　ロニーは剣を収めてから自分の体を確認する。

「ああ、俺は大丈夫だ。それより、お前がここまでやるとは思わなかったよ。まさか、精霊使いだったとはな」

「精霊の力だとよくわかったね」

「これでもけっこう色々見てるんでな。最後のあれが魔法じゃないってのはわかった。だとしたら、精霊の力でもないと、あんなことはできないだろ？」

「まあ、そんなところかな。それより、少し派手にやったから自警団が来る前にここを離れよう。面倒だし。いやその前に合図をしておかないといけないな」

　そう言ったアランは空に向けて火の玉を放った。それは町の中ならどこでも見える規模の爆発をした。

「こりゃ騒ぎになるぞ」

　二人はすぐにその場から離れていった。

　一方その頃、エリルは魔物に遭遇することもなく、夜の町を歩いていた。だが、アランの花火を見ると立ち止まり、額に手を当てた。

「派手すぎですね。しかし、トラップにかからなかったのはどういうことなのか」

　エリルはつぶやきながら、騒然となってきた通りを見つめた。しかし、当初の予定は変えずに、とりあえず町の北門に向かうことにした。

　しばらく歩いて目的地に到着してみると、そこでは門番が全員倒れていた。エリルは周囲を見回してから慎重にそこに近づいていく。

　膝をついて倒れている者の一人を調べてみると、目立った外傷はなく、意識がないだけのようだった。エリルはその体を抱えて額に手を当てると、回復の魔法を使って目を覚まさせる。

「っ！」

　門番は目覚めると同時に動こうとしたが、エリルはその動きを無理矢理抑えて落ち着くまで待った。そして門番が落ち着くと、静かに口を開く。

「何があったのか、聞かせてもらえますか？」

　門番はまだ当惑しているようだったが、それでもエリルの問いに答えようとした。

「わからない。突然何か影みたいなのが後ろからかぶさってきたと思ったら、そこで」

「そうですか。すぐに助けが来ますから、下手に動かないようにしていてください」

　それからエリルは門番の体を門に寄りかからせて、再び町の中に戻っていく。その頭の中にあるのは、まともな魔物や人なら確実にかかるであろうトラップにかからなかった存在。とは言っても、まともな道を通って正面から来たのなら、かからないようにはしてあったのだが、門番の話ではルートがそうであっても、まともに大手を振って来たのではないのも明らかだった。

　とりあえず、何かと遭遇したはずのアランと一度合流することに決めた。だが、その考えは町の上空から響いた轟音で遮られた。

　エリルが空を見上げると、そこにはさっきアランが放った火の玉とは比べものにならないサイズのものが浮かび、町を照らしていた。








    邪な力
    
　ロニーは空の巨大な火の玉を立ち止まって見上げていた。

「おい、あれはやばいんじゃないか」

　アランも同じようにして立ち止まり、鋭い視線で空を見ながらうなずいた。

「確かにね。ロニー、君は自分の武器を取ってきておいたほうがいい。剣は得意じゃないんだろ」

「ああ、それもそうだな。で、お前は行くのか？」

「あんなことになってるなら、様子を見に行かないとね」

「気をつけろよ」

　ロニーに見送られ、アランは火の玉の真下に向かって移動し始めた。

　一方、エリルも同じようにその場所を目指していた。その途中、少し焦った様子のレノールと合流した。

「あんた、あれがなんだかわかるか？」

「いいえ。しかし、門番が倒されていたのと関係があるかもしれません。アラン様のほうでも何かあったようですし、急ぎましょう」

　レノールは無言でうなずき、エリルと並んで走り出した。二人が到着してみると、そこにはたくさんの野次馬が外に出てきて空の火の玉を見上げていた。

　それ以外に変わったところはないようだったが、エリルはその場を見回してからレノールに鋭い視線を向ける。

「すぐにこの人達を避難させたほうがいいですよ。あれが落ちてきたりしたら、大変なことになります」

「確かにそうだ。あんたはあのでかいのを頼むよ」

「なんとかしてみましょう」

　レノールはすぐにその場の自警団員を集め、野次馬達をその場から立ち去らせるべく動き出した。エリルはそれを横目で見ながら眼鏡を外すと、魔法槍を組み上げ、火の玉の真下に立った。

　しばらくの間そうしていたが、火の玉は動かず、野次馬だけはほとんど姿を消していた。エリルはその間もずっと気を抜かずに魔法槍を構えたまま、上空をじっと見ている。

　数秒後、上空の火の玉が突然収縮していった。その中心に見えてきたのは一つの人影。

「あれは」

　レノールはわずかに驚きを滲ませた声でつぶやいた。エリルも若干驚いた表情を浮かべている。

「まさか、立場のある人とここで会うとは思いませんでしたね。エクサさん」

　名を呼ばれた人影は、軽く首をかしげてから降下し、エリルの前に立った。

「こんな予定ではなかったんだがな」

　そのつぶやきにレノールが一歩前に出た。

「予定というのは、どういうことかですかね」

　エクサはそれにたいして少し考え込むような仕草をしてから口を開く。

「私の行動はこの町のためだ。そのためなら、なんだってするのはわかっているだろ」

「もちろん。でもその力も、予定というのも知りませんがね」

　レノールは投擲用のナイフを手に取った。だが、エクサはそれを全く無視したあたりを見回す。

「しかし、誰があれを倒したのか。並みの実力でできることとも思えないが」

「あれというのは、魔物かなにかですか？」

　エリルは魔法槍を構えたまま、エクサの側面に移動しながら話しかけた。エクサはそれにも目立った反応をせずにさっきと同じ調子で答える。

「そう、魔物だ。私の力のお披露目として考えていたのだがな。軽い手違いだ」

「では、手違いついでにあなたにその力を与えた者が誰か、聞かせてもらいましょうか」

　エクサは体の向きを変え、エリルと正面から向かい合った。そして、嘲笑を浮かべる。

「知る必要はないな」

　そこでエリルは魔法槍の先端に氷の穂先を出現させた。

「では、少々手荒い方法をとらせてもらいましょう」

　エクサは嘲笑を顔に貼り付けたまま、レノールに視線を送る。

「レノール、お前はどうするんだ？」

　それにたいしてレノールは黙ってナイフを構えた。

「そういうことか。まあいい、この力を試させてもらうとしよう」

　言葉が終わると同時にエクサの右腕が炎に包まれた。そして、一直線にエリルに向かって突進する。腕が振り下ろされたが、エリルはそれを左にステップしてかわした。

　だが、すぐにその足元から細い火柱が噴出した。エリルは体をひねってそれをかわしたが、体勢を崩したところにエクサの右腕が再び襲いかかる。

「くっ！」

　直撃直前になんとか魔法の盾を展開したが、それはせいぜい衝撃を弱める程度でしかない。エリルの体は吹き飛ばされて地面を転がった。

　エクサはさらに追撃をかけようとしたが、そこにレノールがナイフを投げつける。しかし、それは右腕の一振りで弾かれてしまう。レノールはすぐに次のナイフを手にするが、エクサはあっという間に間合いを詰めてきた。

　そして右腕が振り下ろされようとした時、レノールの目の前の地面が一瞬で隆起して壁となった。エクサは腕を止めると、その壁を蹴って一度後ろに下がり、あたりを見回した。壁はすぐにもとの地面に戻る。

「面白い力だな」

　エクサの視線の先、エリルの後ろに地面に片手をついたアランがいた。

「エリル、大丈夫かい」

　声をかけられたエリルは立ち上がり、もう一度魔法槍を構えた。

「遅かったですね。それよりも、あれは私がなんとかしますから、アラン様は周囲に被害がないようにバックアップをお願いします」

「わかった、そっちは任せるよ」

　アランは片手だけでなく両手を地面につけた。エリルはそれを横目で見てから、魔法槍に魔力を集中させる。その手から放電が発生し、先端に集まっていく。

「生かしておくのが面倒ですね」

　エリルは魔法を使い自分の足元で爆発を起こし、その勢いで一気に加速した。エクサも少し反応が遅れたが、右腕の炎をよりいっそう大きくしてそれに向かい突進する。

　二人がぶつかる瞬間、エリルの魔法槍からまるで炎を飲み込むように閃光が走った。そして、交錯したエリルがすぐに振り返ると、エクサの右腕は黒焦げになっていて、ぼろぼろと崩れ始めた。

　だが、エクサが顔色を変えずに左腕で右腕を引きちぎると、すぐに新しい腕が生えてきた。エリルはその光景に舌打ちをする。

「人間辞めてますね、これは。仕方ありません」

　エクサは新しい腕を確かめるように一振りする。すると、そこから周囲に数発の火の玉が放たれた。アランが両手に力を込めると、その火の玉の前全ての地面が隆起し、それを遮る。それから間髪入れずに水が勢いよく湧き出し、火は完全に消えた。

　そこにエリルが踏み込み、魔法槍でエクサの足元を薙ぎ払う。それは後ろにさがりかわされたが、その軌道から爆発が発生し、エクサは体勢を崩される。エリルはその隙に魔法槍の中心を持ち、それを中心から二つに分離させた。

「ファントム」

　つぶやくと同時にその二本を交差させる。そこから青い光が発生し、ロングソードのような形を作った。

　エリルは前傾姿勢でエクサに突っ込んでいく。エクサは両腕に炎をまとわせてそれを迎え撃とうと構えた。しかし、エリルが逆袈裟に振り上げた剣に右腕が切られ、さらにそこからその剣を振り下ろし右腕を完全に切り落とす。そしてそこからさらに一歩踏み出し、左手の剣でエクサの体の中心を貫いた。

　エクサは体を貫いた光の剣をつかもうと左手を動かすが、その動きは途中で止まった。その体からは見るからに力が抜けていき、末端から霧のように消え始めた。

「まさか、そんな」

　呆然としたエクサの声に、エリルは笑みを浮かべた。

「あなたのような魔の力を得た者にこれはよく効くでしょう。せいぜい邪な力を求めたことを後悔することですね」

「違う！　私はあ、ぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　断末魔の叫びを上げ、エクサの体は霧散した。








    きまぐれな変わり者
    
　エクサの消失を見届け、エリルは光の剣を消した。それからアランの元に歩こうとしたが、そこで上空から拍手が響いてきた。

　その場の全員が顔を上げると、上空に一人の逞しい体をした短髪の男が浮かんでいた。その腰には一本の長い曲刀がある以外、特に武器は持っていない。

「ここまでできる連中がいるとは、楽しいことじゃないか」

　エリルは魔法槍を一つに戻すと、それを構える。

「どちら様ですかね？」

　男はエリルのことを見て、あごに手を当てる。

「そっちは魔法が得意な人間か。あれは見事だったな、あれだけ繊細で高度な魔法は初めて見たが、まあ今はいい」

　男はそれからアランに視線を移した。

「それよりも、そっちの精霊使いに興味がある。どれだけの力があるか、試してみたいんだが、どうだ？」

　立ち上がっていたアランは、真っすぐ空中の男を見て、二本のナイフを抜いた。

「僕でいいなら相手をしよう。ただし、他の人にも、この町にも一切手を出すな」

　男はその返答に笑顔でうなずく。

「いいだろう。俺の名はレモスィド、お前の名も聞いておこうか」

「僕はアランだ」

「アランか、始めるぞ」

　レモスィドは地面に降り立ち、曲刀を抜いた。それは不思議なことに鞘がついた状態だった。その鞘は無骨な造りのくすんだ青色で、柄の根元には竜の頭の飾りがあり、まるで刀身を飲み込んでいるように見えた。

「二重の鞘とは妙な剣ですね。それにあの男」

　エリルは多少心配気な様子でつぶやいた。

　二本のナイフを構えるアランと、鞘がついたままの曲刀を構えるレモスィド、二人の間には刺すような緊張感が満ちている。

　先に動いたのはレモスィドだった。曲刀を上段に構え、じりじりとアランとの距離を詰めていく。対するアランは姿勢を低くして、その出方をうかがっている。

　そのまま数十秒、二人の距離はすでに一手で互いの武器が届く距離になっていた。アランは低い姿勢から地面を蹴り、そのまま低い軌道で右のナイフを突き出した。レモスィドはそれを横にかわしながら片手で曲刀を振り下ろす。

　アランはすぐに体をひねり膝をついて踏ん張ると、左のナイフでそれを受けた。その瞬間、アランの体がぐっと沈み込む。すぐに右のナイフも加えて支えるが、それでも押し返すことはできない。

「ふむ、体に似合わない力だな。これは魔力か」

「そっちもすごい力じゃないか。まだずいぶん余裕がありそうだけど」

「それはそうだが、普通はこのレベルでも受けられる人間は滅多にいない」

　そしてレモスィドは曲刀を両手で握ると、さらに力を込めてアランを押しつぶそうとする。アランは徐々に押し込まれていくが、いきなり左手のナイフを手放すと、その手を曲刀に当てた。

「バースト！」

　爆発が剣をそらし、アランはその隙に転がりながらナイフ拾ってレモスィドとの距離をとった。レモスィドは剣をゆっくりと構えなおし、笑った。

「剣術は癖があるがいい動きだし、魔法もなかなかだ。それに、機転もきく。まだまだ成長の余地も十分にありそうだ」

「褒めてくれてありがとう。ついでにあなたの目的も教えてもらいたいな」

「目的？　いいや、これといってないが、今はお前と戦ってみたくなっただけだ」

「なら、さっきのはなんなんだ。あれは魔族が力を与えたとしか思えない」

「さっきの？　ああ、あれは違う。たぶん俺以外の誰かがやったんだろう。俺もまあ一応は魔族だが、そんなことには特に興味がない」

　レモスィドの言葉に、その場の雰囲気が重くなった。エリルは言葉の意味をよく考えてみる。確かにレモスィドはアランの要求通り、周囲に被害が及ぶような戦い方はしていない。しかし、だからといって信じていいかはわからなかった。

　アランもなにかを考えていたようだが、すぐに吹っ切ってナイフを構えた。

「信じるよ。あなたが僕と戦いに来ただけというのを」

「そうか、じゃあ続きだ」

　アランとレモスィドの二人はもう一度その場に張り詰めた空気を作り出した。それからアランはおもむろに左のナイフを鞘に収める。

　そして、アランは右のナイフを地面に突き立てた。それが引き抜かれると、凝縮された土が剣のような形をとり、ナイフをロングソードのようなものに変えた。レモスィドはそれを楽しそうな表情でそれを見てから、先に動いた。

　正面からしかけたレモスィドはまずは上段から激しく曲刀を打ち込む。アランはそれを右手の剣で受け流すが、レモスィドは片手で鮮やかに曲刀を振り回し、次々に斬撃を繰り出す。

　アランは押されはしているものの、攻撃は全て防いでいる。そして、レモスィドが繰り出した上段からの強烈な一撃を剣で受けようとする。

　だが、それは受ける直前で崩れ落ち、レモスィドの一撃は空を切った。アランはそこから踏み込み、左のナイフを逆手で抜いてそのまま切りつける。避けられそうにないタイミングだったが、レモスィドは予備動作もなく、それを上空に跳んでかわした。

　そのままアランの背後に着地し、レモスィドは間髪入れずに地面を蹴る。そして、地面を撫でるような軌道から曲刀が振り上げられるが、アランはそれを左のナイフで受けようとするが、ぎりぎりまで押し込まれてしまう。

　アランは咄嗟に踏ん張るのをあきらめ、右のナイフを自分の左のナイフにぶつけ、そのままレモスィドの攻撃の勢いを利用して横っ飛びしてから地面を転がった。

　レモスィドはすぐに方向転換し、アランを追って曲刀を振り下ろそうとした。だが、アランは体勢を整えるまえに地面に勢いよく手を叩きつける。その部分の地面が勢いよく隆起し、レモスィドの攻撃はそれに遮られた。

　隆起した地面はすぐに元に戻ったが、その隙にアランは体勢を立て直し、レモスィドも改めて曲刀を構える。そして二人が再び衝突しようとした時、突然その中心に氷の牙が突き立ち、その動きを止めた。

「そこまでだよ、君達」

　いつの間にそこにいたのか、長髪でローブをまとった男が少し離れた場所に立っていた。レモスィドはその姿を見ると、ため息をついて曲刀を鞘に収めた。

「お前か。久しぶりだが、何の用だ？」

　男はその問いに笑顔で首を横に振る。

「その前に、そっちのアラン君も武器を収めてくれないかな？」

　アランはしばらく男のことをじっと見ていたが、結局言われた通りにナイフを鞘に収めた。男はそれを確認してから、エリルとレノールに顔を向ける。

「そっちの二人も、武器はしまってもらいたいね。僕は別に戦いにきたとかそういうことはないから」

　エリルは疑わしそうな表情ではあったが、アランが武器を収めていたので自分もそうした。レノールもそれにならう。男はそれを見て満足そうにうなずく。

「これで話をできるかな。じゃあ場所を変えよう、ここじゃ落ち着かないだろ？」

　男はさっさとその場から歩き出す。レモスィドはすぐにその後を追い、アランも続いた。エリルはため息をついてからレノールのほうに顔を向ける。

「レノールさん、ここは頼みます。あっちのほうがだいぶ面倒なことになりそうなので」

　それだけ言うと、エリルも先に行った三人の後を追った。








    珍客
    
　アラン達四人は町の外、人気のない林の中に来ていた。ローブの男はてきとうな木によりかかって三人を見回す。

「さて、まずは自己紹介をしようか。僕はファスマイド、そっちのレモスィドと同じように魔族さ」

「ファスマイド？　聞いたことがありますね」

　エリルがつぶやくと、ファスマイドは軽く笑う。

「そう、僕は君達の王様と会ったこともあるからね。最近はちょっとご無沙汰してるけど」

「思い出しました。たしか、伝説の勇者と面識がある魔族がいるという噂を聞いたことがあります」

「よく知ってるね。まあ話は伝わっててもおかしくはないか」

「勇者と共にあった、あの方のことは知っているのですか？」

「ああ知ってるよ、彼女は恐ろしく強かったしね。僕だって怖いくらいだった」

「そうですか」

　エリルは満足げにうなずいてから、アランに目配せをして一歩下がった。ファスマイドはそれを見てからアランに視線を移す。

「アラン君、いや王子と言ったほうがいいかな」

「元王子だから、別に気にする必要はないよ。それより、何をしにきたのか教えてもらいたいな」

「それもそうだね。まあ簡単に言うとノーデルシア王国でおもしろいこと、つまり君のことがあったから、それを見物させてもらおうと思ってね。そうしたらこいつが張り切ってでしゃばってきたわけだど」

　レモスィドは顎を手でかく。

「仕方がないだろう。あれだけ面白そうなことをやってたら手を出さないほうが難しい」

「時と場所を選んでもらいたいね。あんな状況でアラン君が本気を出せるとでも思ってるのかい？」

「それなりの力は出せるだろう。とりあえずはそれで十分だ」

「まったく、困ったものだね」

　ファスマイドは肩をすくめてアランに同意を求めた。だが、アランはそれにはつき合わずに首を横に振る。

「それより、あの人に自分の力を与えた魔族について知りたいんだ。あなた達は何か知っているようだから、教えて欲しい」

「知ってどうするつもりかな？」

「あんなことをする魔族を放っておくわけにはいかない」

「なるほどね。それならわかった、と言いたいところだけど、その魔族に心当たりはあっても、今どこにいるかとか、そういうことはわからないんだよね」

　ファスマイドの言葉に、レモスィドもうなずく。

「そうだな、あいつは用心深い。なかなか自分で何かしようという奴ではないしな。だが、いつまでも隠れているような性格でもない」

　レモスィドはそこで言葉を切り、エリルを見た。

「自分が力を与えた者を倒されたんだ。たぶんお前達に興味を持って、色々しかけてくるだろう。そのうち直接会える」

「そう、だから焦らないでのんびりしてればいいよ」

　レモスィドとファスマイドの言葉を受け、アランは少し考える姿勢をみせた。そして、答えはすぐに出る。

「そういうことなら、むこうがしかけてくるまで待つことにしよう」

「そうか、じゃあ僕は邪魔にならないように見させてもらうとしよう。それじゃあ」

　それだけ言うと、ファスマイドの姿はその場から霞のように姿を消した。レモスィドはそれを見ると軽く舌打ちをしてアランのことを見る。

「俺はお前達の近くにいることにしよう。あいつが出てくるのなら会っておきたいからな」

　そう言ってレモスィドもその場から立ち去ろうとした。

「待ってください」

　だがそれをエリルが止めた。

「先ほどから言っているあいつというのが誰だか、具体的に教えてもらえますか？」

「出てくればわかる。だがそうだな、あいつの名前はフィエンダ。見た目はなよなよしてるが、油断しないことだな。ま、互いに用心しておくことにしようじゃないか」

　レモスィドは今度こそその場から立ち去った。残されたアランとエリルはしばらくの間黙って立っていたが、どちらからということもなく、宿に足を向けた。





　翌朝、宿の食堂に行ったアランを待っていたのは、大量の朝食を自分の前に並べているレモスィドだった。

「よお、意外と早いな」

「ここでなにを？」

「お前達の近くにいると言っただろ。ここが一番都合がいい。それと、俺のことは呼び捨てでかまわないぞ、仲良くやろうじゃないか」

「わかったよ、レモスィド」

　そこでエリルが食堂に入ってきて、アランよりも先にレモスィドの向かい側に座った。

「それより、あなたが信頼できる証拠でも見せてもらいたいですね」

　その隣に座ったアランを見てから、レモスィドは薄く笑う。

「俺はしばらくは手を出すつもりはない。なんなら、この剣を預けておいてもいいぞ」

　レモスィドは剣の鞘をつかんだが、エリルは首を横に振った。

「そんないかにもいわくのありそうなものはいりません。妙な動きをしたらこちらにはいつでも準備があるというのを覚えておいてください」

「それは楽しみだ」

　レモスィドは楽しそうな様子でそう言うと、自分の朝食を片っ端から食べ始めた。アランとエリルもそれぞれのテーブルについて朝食にすることにした。

「それで、今日の予定は」

「私は自警団のほうに行ってきます。色々と面倒なことがあるでしょうから、しばらくかかりますね」

「しばらくっていうと、何日くらいかな？」

「それはわかりません。まあ長くなるのは間違いないので、暇にまかせておかしなことはしないようにしてくださいね」

「大丈夫だよ。もうすぐバーンズ達も帰ってくるし」

「だといいですね。くれぐれもそこの人、いや人ではありませんか、とおかしなことを始めたりしないでください」

「まさか」

　アランは首を横に振ってゆっくりと朝食を食べ始めた。エリルも食べ始めたが、パンを少し食べてからすぐに立ち上がった。

「では、私は出かけてきます」

　エリルはそう言って宿から出て行った。アランはそれを手を振って見送ると朝食を再開する。そして、気がつくとレモスィドが向かい側に座っていた。

「何か用かな」

「ちょっとお前のことを聞きたいと思ってな。旅をしているらしいが、どこから来たんだ」

「あのファスマイドっていうのから聞いてなかったのかい？」

「知らん。俺はお前達人間のことにはそんなに興味がないからな」

「ノーデルシア王国は、知ってるね」

「ああ、それは知ってる」

「僕達はそこから来た。とりあえず言えるのはそれだけだよ」

「そうか、まあ別にどうでもいいことだが。それより、少しつき合えというか、町を案内しろ」

「まあ、町の案内だけならいいか。行こう」

　アランは朝食を切り上げて立ち上がった。同じように立ち上がったレモスィドの顔には笑顔があった。

「楽しみだな。まあ礼はしてやる」

「期待しておくよ」








    傷を持つ者
    
　宿を出たアランはレモスィドを先導して歩いていた。

「ところで、宿代はどうしてるんだい？」

「人間の金くらいいくらでも作り出せる」

「それは大変だ。そんなことができるなら、ひっぱりだこだろうね」

「俺は人間のことにはほとんど興味がないから、自分が使いたい時しか使う気はない」

「なら安心だ。いや、もったいないか」

　そんな調子で歩いていると、二人はいつの間にか町の南門の近くまで到着していた。昨晩のことがあった直後だが、特別物騒な雰囲気もなく、町に新しく来た人間などで賑わっていた。

　その中でフードつきのケープをまとった一人の人間が町に足を踏み入れた。その視線はアランとレモスィドを見つけると、そこで止まった。そして真っすぐにその二人に向かって近づいていく。

　アランがそれに気がついた時にはその人間は二人の目の前に立っていた。アランよりも身長が高く、顔はフードで影になっているのでよくわからない。

「おい」

　押し殺した声が響いた。アランはその迫力をいなすように首をかしげる。

「なにか用かな？」

「あんたじゃない、そっちのほうだ」

　フードの奥からの鋭い視線がレモスィドに注がれる。レモスィドはそれを笑みを浮かべて見返した。

「それは面白い。だが、確か人間は顔を見せないのは失礼というんじゃなかったか」

　その言葉に応えて、フードが後ろに下ろされた。見えてきたのは、鮮やかな真紅の髪を頭の後ろで結わえ、顔に無数の傷跡を持った女だった。

「お前は魔族だろう。あたしにはわかるんだよ、お前らの臭いが」

「臭いか、それは初めて聞いた」

「ついてこい、ここは人が多い」

「いいぞ、面白そうだ」

　レモスィドが先に歩き出し、女がその後に続き、さらにアランはその後ろについていった。そして三人は人気のない林の中で立ち止まる。

　それから女は振り向くと、まずはアランを見た。

「最初に聞いておくけど、あんたはそっちの魔族とはどういう関係なんだ」

「昨日戦ったけど、色々あって町を案内していたんだ」

　アランの一言に女はあきれたようにため息をついた。

「つまり、魔族だと知ってて一緒にいるっていうのか。大した神経だ」

「たまに言われるよ」

「まあいい、邪魔をしなければ用はない」

　それから女はケープを取ってその場に投げ捨てた。装備は軽装で、皮でできた胸当てをしているくらいでしかない。

「魔族、お前の名前を聞かせてもらおう」

「人間は先に名乗るものだったと思うが、まあいい。俺はレモスィドだ」

「じゃあ聞かせてやろう。あたしの名はティリス」

　そしてティリスは姿勢を低くして構えた。アランはその姿を見て、その中に精霊の力を感じた。だが、その力はなにか普通とは違い、違和感があった。

　それが何かを確かめる前に、ティリスはレモスィドに向かって飛び出していった。その速度は人間に出せるものではなく、アランでも目で追いきれなかった。

　だが、そのスピードに乗った突きはレモスィドの手で受け止められていた。それでもその体は突きの威力でいくらか押される。

「やるな」

　レモスィドはにやりと笑った。ティリスは軽く舌打ちしてから後ろに下がる。

「お前のその力、妙だな。だが、強力であるのは間違いない」

　レモスィドは自分の手を確かめるように見た。それからおもむろに曲刀を抜く。ティリスはその鞘がついた剣を見て顔をしかめる。

「どういうつもりだ」

「少し本気を出そうというだけだ。鞘は気にするな」

「そうかい！」

　ティリスは再び一直線に突っ込んでいく。レモスィドはそれを避けずに、正面から曲刀で一撃を受けた。素手の突きが打ちつけられたとは思えないような音が響いたが、今度はレモスィドは全く押されずに、突きを曲刀で受け止めている。

　ティリスはそこからさらに下段の回し蹴りを叩き込むが、それもレモスィドは曲刀で受け止める。レモスィドはティリスの足を弾くと、曲刀の柄をその体の中心に向けて突き出した。ティリスはそれをなんとか左腕で防いだが、衝撃で後ろに吹き飛ばされる。

　なんとかそのまま片膝をついて着地したが、ティリスは突きを受けた腕を痛めたらしく、顔を若干しかめた。

「力はあるが、動きが単調だな」

　レモスィドはそう言ってからアランのほうを見た。

「単純な力ならお前のほうが上だが、実力はそっちのアランのほうがあるな」

　ティリスはアランのことを睨みつけるようにして見てから、視線をレモスィドに戻した。

「まだ本気じゃないぜ」

　そしてティリスは自分右腕を真っすぐ前に伸ばした。それが力強く握り締められると同時に、炎が

その腕からほとばしった。

　アランはそれを見てエクサを思い出したが、ティリスの炎は圧倒的に強い力と精霊の存在が感じられた。その上、ティリス自身の力も明らかに増大していた。

「ハアッ！」

　今までとは比べものにならない速度でティリスが飛び出し、今度は急激に方向転換を繰り返してその背後から殴りかかった。

　レモスィドはそれも曲刀で受ける。しかし、さっきとは違い、受けきれずにレモスィドは攻撃をいなしながら地面を蹴って横にかわす。標的を失ったティリスはそのまま一直線に地面を削りながらも、無理矢理停止した。

　そこにレモスィドが上から曲刀を振り下ろした。ティリスがそれをなんとか横にかわすと、地面を打った曲刀はその場をえぐり大きな穴を開ける。

　ティリスは大きく跳躍して体勢を立て直す。だが、レモスィドはそこで曲刀を鞘に収めた。

「これ以上やる意味はない。まだ力はあるんだろうが、その動きではな。そっちのアラン達にでも鍛えてもらったらどうだ」

　そう言うとレモスィドは背中を向けてその場から立ち去った。ティリスは歯を食いしばりながらも、レモスィドの言葉には納得していたのか、なにもせずにそれを見送った。それから、構えを解くとアランのほうに顔を向ける。

「アランとかいったな、付き合ってもらうぞ」

「付き合うって、どうするつもりなんだい？　えーっと、ティリス、でいいかな」

「呼び方なんて好きにしろ。それよりあの魔族が言ったことだ。強いんだろ、お前と仲間は」

「まあ、強いと思うよ。とりあえずこんなところじゃなんだし、僕達の宿に行こうか」

「そうだな、ちょうどいい」

　ティリスは投げ捨てたケープを拾ってそれを羽織り、先に歩き出したアランの後を追った。

　アランはそれを肩越しにチラリと見ると、その張り詰めたものを感じさせる雰囲気に、かすかにため息をついた。

　しかし、それと同時に、アランはティリスのことに強い興味も持った。








    未熟な戦士
    
　ティリスがアラン達と同じ宿に転がり込んで数日、エリルには色々と悩みが増えていた。

　まず、ティリスは持ち合わせが少なく、アランの意向でなぜかその宿代を負担していること。

　さらにレモスィドも相変わらず宿にいて、ティリスがいつも突っかかろうとしているということ。これはレモスィドが相手にしていないので今のところ大事にはいたっていない。

　しかし、何よりも困るのは、ティリスが手合わせを要求してくることだった。とにかく馬鹿力だが、直線的な戦い方しかしないので、それをいなしてさばくのは難しくはない。とは言っても疲れることなのは間違いなかった。

　そのうえ、ロニーというアランの知り合いになった男が頻繁に宿に訪ねてくるのもうっとうしいことだった。

　唯一の救いはバーンズ達がそろそろ戻ってくることくらいで、エリルはその日が一日も早く来て欲しいと思っていた。

　だが、その日はまだこないようで、今日も朝からティリスが部屋に訪ねて来ていた。

「おいエリル、今日も付き合え」

　エリルはうんざりしたが、アランから頼まれているので嫌とは言えない。まだ寝ているアランを見てから立ち上がった。

「わかりました。アラン様、私は出かけますから、あまり寝すぎないようにしてください」

　アランは横になったまま手を振ってエリルを送り出した。エリルは弁当としてパンと水だけ受け取ると、町を出て最近ティリスと手合わせをするのに使っている町の外の空き地に向かった。

　空き地に到着すると、ティリスはすぐにケープを脱ぎ捨てて構えた。エリルも仕方なく魔法槍を連結して構える。

「別に殺し合いではないんですから、加減してくださいよ」

「チッ」

　ティリスは舌打ちをしてからエリルに突進してきた。エリルはその突進をひきつけてから最小限の動きでかわしてみせる。ティリスはタイミングを外されてよろめきながらも、体勢を立て直す。それにたいしてエリルはため息をついた。

「何度言ったらわかるんですか？　いくらあなたが馬鹿力でも、そんな直線的な動きでは簡単に先が読めますから、初動さえよく見ておけば、かわすのは簡単なんですよ」

「じゃあ、どうすればいいんだ」

「そうですね、動きをもっと速くして、わかってても対応できないくらいにまでになるか、それともフェイントを使うか、どちらにせよ、今の正面からの攻撃だけでは話になりません。そもそも、なぜ素手で戦うんですか？」

「武器はすぐに駄目になっちまうんだ。そんなに金もないから、壊れない自分の拳を使うことにしてるんだよ」

「一体、どんな体なんですかね。しかし、その頑丈な体のわりには傷がたくさんあるようですけど」

「こんなのは大した傷じゃない。あたしが生きてるのが証拠だ」

「わかりましたよ。次は少しは頭を使ってしかけてきてください」

「言われなくてもそうするぜ！」

　ティリスは勢いよく地面を蹴ったが、今度はエリルの直前で無理矢理方向転換をして横に跳ぶ。ティリスの体は大きく流れてしまうが、そこからさらに地面を蹴って上空に飛び上がると、そこからエリルに向かって拳を振り下ろしていった。

　だが、エリルは目だけ動かしてティリスの動きをとらえると、軽く後ろにステップしてそれをかわしてみせる。ティリスの拳が地面に突き刺さると、そこは大きくえぐれ、多くの破片が周囲に飛んだ。

　エリルはそれを魔法槍の一振りでそれを防いでから、一歩踏み出してティリスの首筋にそれを突きつけた。

「この程度では駄目ですね。まあ、さっきよりはずいぶんましですが」

　そこでエリルは素早いステップで反対側に動いた。

「ですが、やはり動きが大きすぎですね。とは言っても、あなたに細かいことができるとも思えませんから、今の調子でやっていけば少しはましになるでしょう」

「そうなのか？」

「ええ、それなら一人でもできるでしょうから、好きなだけ練習できますよ。これで私もあなたとの手合わせから開放されるわけです」

　エリルは非常に晴れやかな表情だった。





　その頃、朝食には少し遅い時間に起きたアランは黙々と食べることに集中していた。

「よお、アラン」

　そこにロニーが訪ねてきた。アランは軽く手を上げてそれに応じる。

「おはよう。エリルなら今はいないよ」

「え、そうなのか」

　ロニーは残念そうな顔をしてからアランの向かい側に座った。アランはその顔を見ながらパンをかじる。

「で、今日は何の用だい？」

「いや、実はな、まあなんというか、俺を雇う気はないか？」

「仕事ならもうあるんじゃないのかい？」

「それだけどな、なんか隊商のオーナーが言うには最初に予定してたよりもこの町に長く居つくらしくてよ。一応引き続いて雇ってはくれるっていう話なんだが、仕事の内容が俺には合わなくて、他にいい仕事がないか探してるんだが」

「それで、僕達が何か面白ことでもやってると思ったとか、そういうことかな？」

「そうだ。俺は傭兵としてはけっこう経験豊富だし、色々と役に立つぜ」

　ロニーにそう言われて、アランは鼻の頭をかいてからすぐに口を開いた。


「まあ、僕たちはこの間みたいな新種の魔物とそれから魔族を追ってるんだけど、正直言って危険だと思うよ」


「そんなことだろうと思ってたぜ。お前は只者じゃなさそうだし、やりがいのありそうなことじゃないか。どうだ、俺を雇うのは？」


「僕はそうしてもいいと思うけど、問題はエリルがどう言うかだね。夕方には戻ってくるだろうから、その時にまた来てくれればいいよ」


「それなら、よろしく言っておいてくれよ。じゃ、また来る」

　ロニーが出て行ったのを見送ってから、アランは朝食を再開した。それが終わる頃に、多少疲れた雰囲気のエリルが戻ってきた。

「早かったね。ティリスは？」

「一人で練習してもらってます。とりあえずそれくらいまではなんとかできたので」

「そうなんだ。で、エリルから見て彼女はどうかな」

「馬鹿力と頑丈さ以外はまるで素人ですね。あれは本当に精霊の力なんですか？」

「本人も気づいてないみたいだけど、僕は確かに彼女の中に精霊の力を感じたんだよ。たぶん火の精霊の力だと思うけど、何か妙な感じではあったね」

「もしかしたら、バーンズ様なら何かご存知かもしれません」

「それはあるかもね。ああ、それから、さっきロニーが来てたんだけど」

　そこでエリルは若干嫌な顔をしたが、アランはかまわずに続ける。

「色々あって、僕たちに雇って欲しいって言ってきたんだけど、どうかな？　僕としては別にいいと思うんだけど」

「雇うんですか」

　エリルはため息をついてから、諦めの表情を浮かべた。

「とりあえず私があの男に関して少し調べます。何も後ろめたいことがないなら、そうしてもいいのではないでしょうか」

「レンハルトの時はそんなことやったっけ？」

「あの人はバーンズ様が保証してくださったので問題ありません。アラン様のようにいい加減ではないんですから」

「ま、それもそうか」








    帰還
    
　次の日の昼、バーンズとレンハルトが自警団の本部に戻ってきていた。ちょうどそこに居合わせたエリルは二人を出迎えた。

「何も変わったことはなかったか？」

　バーンズにそう聞かれ、エリルは首を横に振った。

「何もないどころではありませんでした。自警団の責任者が魔族の力を得たり、それとは違う魔族が現れたり、他にも色々なことがありました」

「大変だったようだな。話は後で詳しく聞かせてもらうとして、とりあえずは休ませてもらおう」

「はい。では今晩に詳しく」

「わかった、頼むぞ」

　それからバーンズとレンハルトは宿に戻り、エリルは元エクサの部屋に戻ってレノールと一緒に雑事をこなしたりしてすごした。

　そして夕方になってエリルが宿に戻ると、昨日は調べがついてないので門前払いにしたロニーが宿の前に立っていた。

「あなたを雇う件なら、まだ時間がかかると言ったはずですが」

「いや、俺を知るなら直接のほうが早いと思うんだけどな。どうだい、明日あたり一日一緒に」

「必要ありませんね。あまりふざけたことを言ってると出入り禁止にしますよ」

「わかった、わかったよ。そいつは勘弁してくれ。できるだけ早く頼むぜ」

「まあ、アラン様から言われたことですからまともにはやりますよ。わかったらお引取りを」

「そういうことなら、俺には後ろめたいことはないし、よろしくな」

　そしてロニーはその場から去っていった。エリルがため息をつきながら宿に入ると、食堂にはバーンズとレンハルトだけがいた。

「アラン様はどうしているのですか？」

「日が落ちる前に出かけられたのだが」

「そうですか、それなら私は少し外を探してきます。バーンズ様達はここで待っていてください」

　そう言って外に出たエリルだったが、そこにはちょうど帰ってきたアランがいた。

「アラン様、どこに行っていたんですか？」

「ちょっと散歩してきたんだよ。それよりも夕食にしようか、バーンズ達の話も聞きたいし」

「そうですね、今はとりあえずそうしましょう」

　それから四人は食堂に集まった。まずはバーンズとレンハルトが自警団と共に行った確認のことについて話した。

　そっちであったことは、多少の魔物との戦闘をしたくらいで、後はアラン達が魔物と戦ったということの確認もできたので、予定通りすぐに帰ってくることができた、というそれだけの話だった。

　もちろんアランとエリルのほうはそれどころではない。だが、そこにティリスが現れて四人のほうに近づいてきた。

「なんだ、その二人があんたらの連れか。けっこう強そうじゃないか」

　バーンズはそれを見て、エリルに問うような視線を向ける。エリルはそれを受けてため息をついてから口を開いた。

「こちらはティリス、色々あって私が面倒を見ています」

「よろしくな、えーっと」

「こっちがバーンズでそっちがレンハルトだよ」

　アランが紹介すると、ティリスは手を差し出して、握られて手を勢いよく上下に振った。二人ともそれにたいして特に動じることもなく、落ち着いて対応した。ティリスは手を引いてから数回うなずき、近くの椅子に勢いよく座った。

「で、何の話をしてたんだ？」

「色々やっかい事が起きたという話です。あなたも含めて」

「あの野郎もだろ？　って来やがったな」

　ティリスの視線の先には入口から入ってきたレモスィドが立っていた。レモスィドはその位置からアラン達を見ると、バーンズのところで視線を止めた。

「ほう、これは中々できそうな男だな」

　そのつぶやきに反応してバーンズはレモスィドのことをまっすぐ見た。

「あなたは？」

「おっと、これは失礼。俺の名はレモスィド、まあお前達と同じように旅をしているといったところだ」

「なるほど。私はバーンズだ」

　バーンズはレモスィドに今にも食いつきそうな顔をしているティリスを見たが、とりあえず放っておくことにした。

「そのうち手合わせをしてもらおうか、バーンズ殿」

　それだけ言うとレモスィドは自分の部屋に向かった。

「あいつのことは後で話すよ」

　アランはレモスィドのことをその一言で片付けてから、エリルのほうに顔を向けた。エリルはうなずいてから話を始める。

「まず、自警団員のレノールから自警団内部で妙な動きがあるという話がありました。それから数日して、具体的に何かがありそうだという話になったので、私とアラン様で警戒していました。そして、まずは魔物が現れ、次には魔族の力を得たと思われる、自警団の責任者、エクサが姿を現しました」

「魔族の力、ですか？」

　レンハルトが首をかしげると、それにはバーンズが答える。

「人間でも魔族や悪魔の力を得ることができるのだ。もちろん、そうなったら人間とは言えないのだが」

「その通りです。それは私が片付けたのですが、そのあとにさっきのレモスィドという男が現れ、アラン様と戦闘になりました。ですが、そこにファスマイドと名乗る者が現れ、戦闘を止めました」

「ファスマイド、久しぶりに聞く名だな」

「やはり、バーンズ様はご存知でしたか」

「ああ、あの男はかつてタマキ様にも関わったことがある。何を考えているかはわからないが、特別に害のある存在でもないと思うが」

「はい、二人を止めた以外は特になにもしていません。そして翌日に、このティリスが現れました。レモスィドと戦ったようですが、ろくに相手にされなかったようで、非常に不本意ですが私が稽古をつけているような状況です」

　バーンズとレンハルトは、その話のあまりの盛り沢山さに少なからず驚いているようだった。それからバーンズが口を開く。

「アラン様、レモスィドという男はどの程度の力なのですか」

「強いよ、ちょっと底が見えない感じだね。まあとりあえず危険はないと思うから、気にしないで放っておけばいいよ」

　そこでティリスが舌打ちをしたが、他の四人はそれを流した。

「そんな者が私に興味を持ったとなると、これは大変なことですね」

　バーンズが苦笑いしながらそう言ってため息をついた。それを見てティリスは身を乗り出す。

「なあおっさん。あんたそんなに強いのか？」

「何を言っているんですか」

　エリルがあきれた表情でそれを遮った。

「バーンズ様は剣の達人ですよ、あなたでは相手になりません」

「そりゃいいな、明日あたり手を貸してくれ」

　ティリスは後半は聞いていないようだった。

「わかった。アラン様、よろしいですか？」

「別にいいよ、というかよろしく」








    第三の魔族
    
　翌日、バーンズはティリス、アランと一緒に町の外の空き地に来ていた。

「ここで色々とやっていたわけか」

　バーンズはつぶやきながら、所々穴が開いたりして地形が変わっている空き地を見回した。かなり激しいことをやらなければ、ここまでになるはずもなく、ティリスの力が桁外れのものであることはよくわかった。

「さあ、早く始めようぜ」

　ティリスは早速準備万端で構えをとっていた。バーンズは背中の剣を抜いて軽く構える。

「いつでもきなさい」

「言われなくても！」

　ティリスは後ろに大きく跳び、そこからさらに上空に跳び上がった。急降下しながら拳を突き出すティリスをバーンズは後ろにステップしてかわした。

　拳が直撃した地面は大きくえぐられた。バーンズはその力を見て、まずまともには受けられないものであることを察した。

　ティリスはさらにその場から斜め前方に大きく跳躍した。そうして勢いよく着地すると、その位置、バーンズの斜め後方から一直線に突進する。

　バーンズがその一撃を剣で逸らすと、ティリスはほとんどそのままの勢いで体勢を崩して地面を転がっていった。

　ティリスは土埃まみれになりながら立ち上がろうとしたが、そこに拍手の音が響いて、その動きは中断された。

「さすが、俺の見立て通りの腕だな」

　レモスィドがゆっくりとティリスの背後から姿を現した。そして、鞘付きの曲刀をゆっくりと抜いた。

「少し相手をしてもらおうか」

　バーンズは無言で剣のスロットにカードを挿し込むと、低い体勢になって構えた。

「ちょっと待て！」

　ティリスがレモスィドにつっかかろうとしたが、その前の地面がいきなり隆起した。

「今は手を出さないほうがいいよ」

　アランは大声でティリスに告げる。ティリスはバーンズとレモスィドを見ると舌打ちをして、後ろに下がった。

　邪魔がいなくなったレモスィドは、曲刀をぶら下げたまま無造作に歩いてバーンズに近づいていく。バーンズは構えたまま微動だにせず、それを見据えている。

　そして距離が詰まってくると、バーンズは剣を振り上げた。その軌道から氷の刃が発生してレモスィドに襲いかかった。

　レモスィドは曲刀を振ってそれを簡単に砕く。バーンズはさらに連続で剣を振って氷の刃を作り出すが、全て同じように砕かれてしまう。

　バーンズは前に走り出しながら素早くカードを入れ替える。そして今度は上段から剣を振り下ろした。レモスィドはそれを曲刀で受けたが、その瞬間に接触した部分で爆発が起こって曲刀が弾かれる。

　バーンズはその隙にもう一度剣を叩き込むが、レモスィドはそれを後方に宙返りしてかわした。そこでレモスィドは踏みとどまり、様子を見る。

「その剣は面白いな」

「勇者様から頂いたものだ。どんな手段であっても砕くことはできない」

「それは楽しみだ」

　今度はレモスィドが踏み込み、曲刀を袈裟切りに振るった。バーンズはそれを剣で受けるが、予想以上の力に押し込まれてしまう。

　だが、バーンズは身を引きながら受けていた曲刀を逸らし、レモスィドと間合いをとった。両者ともお互いの得物を構えなおす。

「まだ、その剣の力を全て出してはいないな」

「そうする状況でもないだろう」

「いい判断だ」

　レモスィドは曲刀を下げ、地面を削るようにそれを振り上げた。跳ね上げられた土がバーンズに降りかかるが、それは爆発で四散させられる。

　それに紛れてレモスィドはバーンズの横にまわり、そこから曲刀をその腹に叩きつけようとする。バーンズはそれに自分の剣を合わせると、その瞬間の爆発を利用して曲刀を弾いた。バーンズはすぐさまそこに踏み込み、横殴りに剣を振るった。だが、レモスィドはその上を跳んでかわす。

　バーンズはすぐにレモスィドを追い討ちをかけようとするが、その体は着地と同時にもう一度跳躍してそこからあっさり逃れた。

　そこでバーンズは剣のカードを入れ替え、それを振るおうとしたが、次の瞬間二人の間に何かが勢いよく落ちてきた。

「レモスィド、何を遊んでいる」

　高く澄んだ声が響き、土煙の中から豪奢な格好をした一人の細身の女が姿を現した。レモスィドはその姿を見てため息をつき、曲刀を収めた。

「フィエンダか。何の用だ」

「ファスマイドと貴様が集まっているようだから、見に来たのだ。で、何を遊んでいる」

　バーンズはその様子を見ながら、もう一度カードを入れ替え、油断なく構えた。だが、フィエンダはそちらに全く注意を払わない。レモスィドは首を横に振ってから口を開いた。

「何を言ってる。そもそもこの町の人間に力を与えたのはお前じゃないのか」

「力だと？　そんなことは知らないな。お前がやったわけでないのなら、ファスマイドは何もやらないだろうから、誰か他の奴の仕業だろう」

「どういうことか、説明してもらえないかな」

　そこに手ぶらのアランが割って入った。フィエンダは初めて気がついたような顔をしてその顔を見てから、レモスィドのほうに顔を向けた。

「この人間は何だ？」

「アランっていう人間だ。面白い奴だぞ」

「ほう」

　そこで初めてフィエンダはアランのことを見た。上から下まで観察してから、軽く指を鳴らした。その瞬間、アランが一歩後ろに下がると、その位置から巨大な刃のようなものが突き出た。

「これを感知して避けるとは、確かに人間にしてはよくやる」

「じゃあ、あなたの知ってることを教えてもらえるかな」

「さっきも言っただろう、私は何も知らん。力を与えるなど、このレモスィドでもないし、ファスマイドの奴もそんなことはしないだろう。他を当たるんだな」

　そしてフィエンダは二人に背を向けようとした。だが、その前の地面が隆起してそれを阻む。

「せっかく会えたんだし、そんなに急いでどっかに行くことはないじゃないか」

　アランの言葉にフィエンダは振り返った。その視線は剣を構えているバーンズにも注がれる。

「その剣を下ろせ。今は何もする気はない」

　アランがバーンズに向かってうなずくと、バーンズは剣からカードを抜いた。フィエンダはそれを確認してから、アランの目を見た。

「で、何の用だ。人間」

「色々教えてもらいたいことがあるんだ」

「なぜ私が」

　そこにレモスィドが割って入った。

「まあいいだろ、たまには人間につきあうのも悪くないぞ。それに、この連中は中々面白いし、あの勇者なんて呼ばれた人間とも関わりがあるらしいしな」

　それを聞いてフィエンダはいくらか興味をそそられたようで、髪をかきあげてからレモスィドをどかすと、アランの目の前まで歩いてきて、立ち止まった。

「少しだけつきあってやろう。せいぜい私を退屈させないことだ」








    大変な宿屋
    
　フィエンダはアラン達と共に、同じ宿に来ていた。フィエンダはなにしろ豪奢な格好なので、非常に目立ったが、本人はそんなことは気にせずに堂々としていた。

　そうして宿に入ったフィエンダは内部を無遠慮に見回した。その間にレモスィドは金を出してフィエンダの部屋を確保した。

「おい、お前の鍵だ」

　フィエンダはレモスィドが投げた鍵を受け取ったが、それを怪訝な表情で見つめた。

「なぜこんなものを渡す」

「お前もここに泊まったほうが面倒が少なくていいだろ」

「まあいい、たまにはいいだろう」

　そう言うとフィエンダはさっさと自分の部屋に行ってしまった。それを見送ったアランはすぐに宿を出た。バーンズはその後を追う。

「アラン様、これからどうされるのですか」

「とりあえず様子を見るよ。今のところ害があるわけでもなさそうだし」

「本当にそうでしょうか？」

「宿の二人は人間にはあまり興味がなさそうだし、あのファスマイドっていうのは特に害があるわけじゃないんでしょ」

「そうですね、以前も基本的にどこからか見ているだけの魔族でした。それだけでなく、若干協力をしてくるくらいでしたから」

「とにかく、あいつらがおとなしくしてる間にあれの原因を突き止めないといけないね。目を離さないように頼むよ」

「わかりました。大変そうですが、やってみます」

「それじゃ、僕はエリルに会ってくるから」

　アランはバーンズをその場に残して、自警団の本部に向かった。到着してみると、ロニーが中に入ろうとして止められているところだった。

「ロニー、何してるんだい？」

　アランが声をかけると、ロニーは首を横に振りながら振り向いた。

「エリルさんがここにいるって聞いて来たんだけどよ、なぜか足止めをくらってんだ」

「怪しいからだと思うよ。ああ、この人は僕の知り合いだから大丈夫だよ」

　アランがそう言うと、顔見知りの自警団員は道を開けた。そして二人は中に入って、エリルのいる部屋に入る。レノールと何か話していたエリルは、二人が入ってくると顔を上げてため息をついた。

「なにか用ですか、アラン様。おまけもついているようですが」

「ちょっと進展があったから、話をしにきたんだよ」

「なんでしょうか」

「あの宿に厄介事が一つ増えた感じかな」

「またですか、あの宿も災難ですね。それで、どうされるのですか？」

「様子を見るだけだよ。簡単にどうにかできる連中でもないしね」

「それはそうですね。しかし、何もしないわけにもいかないと思いますが」

「だからここに来たんだよ。この町にも関わりのあることだろうし、自警団の協力もあったほうがいいと思ってね」

　アランとエリルの視線がレノールに集まる。レノールは額に指を当ててから、ため息をついた。

「それはまあ、あんたらには借りもあるし、協力はするけど。あんまり期待しないでおいてもらいたいな」

「変な噂とかが広まらないようにしてくれればいいよ」

「それならあたしの一存でもできる。でも、あまり派手にやられると限界があるね」

「ありがとう、それはできるだけ気をつけるよ。でも、いざとなったらそうも言ってられないけど。ま、よろしく」

　アランは言うだけ言うと背を向けて部屋から出て行った。残ったロニーは後頭部に手をあてながら、エリルに近づいた。

「あのー、俺を雇う件はどうなってんのかな」

「あなたはそんな簡単に調べがつくほど中身がないんですか？」

　エリルの辛辣な一言にロニーは少し固まってから、苦笑いを浮かべた。

「わかった。俺もそこまで中身がないわけじゃないし、よろしく頼む」

「頼まれたくはありませんが、やることはやりますのでご心配なく」

「ああ、わかった」

　ロニーはそう言って部屋から出て行った。それを見送ったレノールはエリルに向かって軽く笑ってみせた。

「こっちまで手伝ってもらってるし、あんたも大変だな」

「これが私の仕事ですから。それに、やりがいはありますよ」

「まあ、わかるがね」

　二人は再び書類の整理などを再開した。





　その頃、宿の部屋の中で何をするでもなく立ったまま窓から外を見ていたフィエンダは、背後に気配を感じたがその体勢のまま口を開く。

「ファスマイドか」

「久しぶりだね、フィエンダ。君がこんなところにいるとは珍しいじゃないか」

「レモスィドが入れ込んでいるようだからだ。少し興味が出てきた」

「なるほどね。まあ、君達は知らないだろうが、あのアランっていう子には勇者、タマキ君とちょっと似たところがあるね」

「それは実力の話か？」

「実力ならタマキ君のほうがずっと上だと思うよ。まあ力の質は違うけどね。それに性格というものでもない。似てるのはなんとなく雰囲気だね、人間離れしたところというのかな」

「そうは見えないが」

「相変わらずの鈍さじゃないか。まあ、彼らの近くにいればそのうちわかるよ。せいぜい騒ぎを起こさないようにしておくことだね」

「大きなお世話だ」

「それじゃあ、僕はこれで失礼するよ」

　ファスマイドはその言葉を最後にその場から姿を消した。フィエンダはそれから椅子に座った。

「おい、いるか」

　そこにレモスィドがいきなりドアを開けて入ってきた。

「何の用だ。今ファスマイドが帰ったところだが」

「やっぱりあいつは来てたのか。で、何を言ってたんだ？」

「あのアランとかいうのが勇者に似ているそうだ」

「勇者にか。それでファスマイドが珍しく出てきたんだな。俺もいいところに居合わせたもんだ」

「お前はどうするつもりだ」

「俺はあいつらについておく。退屈しないですみそうだからな。それに、悪魔が関わっているような気もするんでな」

「悪魔？　最近は姿を現していないようだが」

「そうだな、たしか勇者が姿を消してから出なくなってからだったが。今になって悪魔が出てくるのなら面白いだろう」

「それもそうだな。だが、あの連中に悪魔の相手ができるのか？」

「俺はそのためにもここにいるんだ。お前はなんのためだ？」

「知らんな。用が済んだのならさっさと出て行け」

　レモスィドが部屋から出て行き、フィエンダはまた一人きりになった。レモスィドやファスマイドのように人間にはそれほど興味はないが、悪魔が関わっているというなら、ある程度はつきあってみてもいいと考えていた。








    でかい女の色々な時間
    
　ティリスは食堂でバーンズと向かい合って座っていた。その隣にはレンハルトも座っている。

「あんなクソ魔族はどうでもいいから、あたしになんか助言はないのか」

「そうだな。力はあるが、まだ私でもさばけないほどではない。いや、さばくだけなら、レンハルトでもできるだろうな」

　そう言われてティリスはレンハルトのことを睨みつけた。それにたいしてレンハルトは若干引き気味になっている。

「いえ、私にそれができるかはわかりませんが、大体ティリスさんの力もわかりませんし」

「じゃあ、今から試してみるか」

　ティリスは立ち上がろうとしたが、バーンズがそれを手で制した。

「いたずらに暴れまわっても駄目だ。並みの魔物相手ならそれでもなんとかなっただろうが、それ以上のものを相手にするなら、もっとうまく力を使うべきだ」

「そんなもん、正面から思い切り殴ればいいことだろ」

「それだけでは駄目なのはエリルや私と戦ってみてわかっただろう。ティリス、君は力はあるのだから、それを最大限有効に使う道を考えなくては駄目だ」

「力か」

　ティリスはつぶやいてから右手をぐっと握った。

「たしかにあたしは今まで正面からぶん殴るだけだった。戦い方なんて教わったことはなかったからな」

「だが、それで正解かもしれないな」

　バーンズがそう言うと、ティリスは軽く首をかしげた。

「どういうことだ？」

「その力を生かす戦い方は自分で考えるしかないだろうということだ。魔族にも匹敵するような力では、今は誰も教えられる者はいないだろうからな」

「今は？　どういうことだ」

「勇者様達なら、可能だったろうがな」

「勇者か。一度会ってみたいもんだ」

　ティリスは手を頭の後ろで組み、後ろにのけぞった。しかし、レモスィドが食堂に入ってくると、そのリラックスした姿勢をすぐにやめてしまう。だが、レモスィドはそれを意に介さず、バーンズに視線を向けた。

「さっきは邪魔が入って残念だったな」

「それはそっちの話だろう。私は別に残念だとは思っていない」

「そうか。だが、いずれその力は見せてもらうとしよう」

　それからレモスィドは宿の外に出て行ってしまった。ティリスはそれを歯を食いしばって見送る。バーンズはその様子を見ながら、レンハルトの肩に手を置いた。

「レンハルト、少し彼女につきあってやってくれ」

「私がですか？」

「そうだ。少し鍛冶屋でものぞいてくるといい、もしかしたら彼女に合う武器が見つかるかもしれない」

「わかりました」

　レンハルトは立ち上がると、ティリスに声をかけた。ティリスは渋々といった感じでうなずいてから、レンハルトと一緒に宿を出て行った。

　それからしばらくして、二人は鍛冶屋に入っていた。ティリスは店内に並べられている様々な武器や防具をいちいち手にとって見ている。

　だが、どれもしっくりこないようで、ティリスはいまいちつまらなそうな表情をしている。

「気に入ったものは見つかりましたか」

　レンハルトは声をかけてみるが、ティリスは首を横に振った。

「どれもまともに使ったことなんてないし、簡単に壊れちまいそうだな」

「それは使い方にもよると思いますけど」

「これならけっこういいかもな」

　ティリスは無骨なメイスを軽く持ち上げてみた。レンハルトはその様子を見て、うなずいてみせる。

「これは頑丈そうなメイスですね。重いのは難点でしょうが」

「この程度なら重かないぜ。でもなあ」

　そこでティリスはメイスの柄を両手で握って力を加えた。柄が歪み始めるのを見て、レンハルトは慌ててそれを止める。

「それは売り物ですよ」

「ああ、そうだったな」

　ティリスはメイスを元あった場所に戻した。

「ま、あたしが使うんならもっとぶっとくってでっかいものじゃないとな。なあおっさん、もっとすごいのはないのかよ」

　おっさんと呼ばれた店主は苦笑いを浮かべる。

「お客さん、そのメイスだって普通は重いんだ。それより大きいものなんて、作ったところで買い手なんてつきませんよ」

「そうか。あれの三倍くらいあったら、あたしにはちょうどいい武器になりそうなんだけどな」

　ティリスの言葉に、店主は笑うどころではなく、あっけにとられてしまったようだった。

「いや、いくらなんでもそれじゃあ誰も使えませんよ」

「あたしなら使えるさ、そうだな」

　そう言ってから、ティリスはさっきのメイスに加えて、そのまわりの剣や斧も両手でまとめてつかむと、それを軽々と持ち上げた。

「な？　大丈夫だろ」

　店主はその光景に驚き、しばらくの間言葉を失った。ティリスは持ち上げていた武器を置いてから軽く笑ってみせる。

「もしでかいのを作ってくれって言ったら、どうする？」

「いや、急には無理ですよ。そんなでかぶつは作ったこともありませんし、時間も資金もどれだけ必要か見当がつきませんね」

「金か、あいにくあたしは持ってないんだよな」

　それからティリスはレンハルトを見た。レンハルトは困惑したように首を横に振る。

「それは私の一存ではなんとも。アラン殿に相談してみてはどうですか」

「それもそうだな、ちょっと聞いてみてからにするか。じゃ、おっさんまた来るぜ」

　ティリスとレンハルトは鍛冶屋を後にした。それからティリスは町の広場に向かって適当な屋台で適当なものを買い食いし始めた。

「どうした、あんたも食えよ」

　ティリスは金を出す気は全くなさそうだが、レンハルトにも間食をすすめた。だが、レンハルトは手を横に振った。

「いえ、私は結構です」

　その返答にティリスは手に持った串から肉を一つ食べ、あきれたような表情を浮かべる。

「あんた硬いな。一緒にいると息が詰まるとか言われたことないか？」

「それならありますよ」

「で、なんであんたはあの連中と一緒にいるんだ？　一緒に旅に出たってわけじゃないんだろ」

「お互い旅の途中で出会ったんです、偶然ですね」

「偶然ねえ。あたしの勘だと、必ずしもそうじゃない気もするけど」

「まさか」

　レンハルトは笑って否定したが、ティリスはその言葉を信用していないようだった。

「まあいい、それよりあんたは盾を持ってるけど、それならあたしにも使えるかね」

「ティリス殿の力では、この盾では持ちませんよ。それに巨大な武器を使うのなら、同時に使うのはいくらんなんでも無理ですよ」

「そうだよな。まあどうせ使うんなら盾なんかよりも、でっかい棍棒みたいなほうが威力もあって使いやすそうだからな」

　ティリスは最後の肉を食べると、串を店頭のゴミ入れに放り投げた。

「宿に帰ろうぜ。アランもそのうち帰ってくるだろ」

　そう言ってティリスは宿に足を向けた。








    急転
    
　宿に戻る途中、ティリスは突然立ち止まって周囲を見回し始めた。

「どうしました？」

　レンハルトが聞くと、ティリスは手で黙るように制した。そしてしばらく立ち止まったままでいてから、おもむろに走り出す。

「ちょっと待ってください」

　レンハルトは慌ててその後を追った。ティリスは止まらずにそのまま南門まで到達した。そのままスピードを緩めずにティリスは門を強引に突破する。門番が困惑している隙にレンハルトもそれに続いた。

　外に出てしばらく進んだところで、やっとティリスは止まり、レンハルトはしばらくして追いついた。

「一体何があったんですか」

「黙って待ってりゃわかるさ」

　厳しい表情のティリスにそう言われて、レンハルトは念のために剣と盾を手にとった。

　それから数分後、二人の目の前に巨大な黒いものがいきなり出現した。それはまるで巨大なオーガのような形をとり、二人の前に立ちはだかる。

「これは、あの新種の！」

　レンハルトは剣と盾を構えるが、ティリスは腰に手を当てて笑みを浮かべた。

「そうか、こいつが噂の新種ってやつだな」

「気をつけてください、前に見たものとは違います」

「そうかい、それでこいつはそれよりも強いと思うか？」

「それはわかりませんよ」

　会話する二人に魔物の腕にあたる部分が伸び、真上から襲いかかった。二人はそれをそれぞれ左右にかわす。

　地面を打った腕が今度は横に動き、レンハルトに横薙ぎに襲いかかる。レンハルトはそれを盾で受け流したが、衝撃を殺しきれずによろめく。そして体勢を立て直す前に反対側からもう一度腕が襲いかかってきた。

「おらあ！」

　それはティリスの拳が弾き飛ばし、そこからティリスは地面を蹴って、影の本体に突っ込んでいった。しかし、魔物の体が揺らいで穴が開き、ティリスはそこをすり抜けてしまう。ティリスはなんとか着地するが、殴りかかった勢いで地面を大きく削る。

「これは前のとは違います！　注意してください！」

「つまり強いんだな、面白いじゃねえか！」　

　ティリスはもう一度影に飛びかかったが、また同じようにすり抜けさせられてしまう。その着地した場所に魔物の腕が真上から振られた。だが、レンハルトがそこに飛び込み、盾でそれを受ける。

「なんなんだよこいつ！」

　ティリスの大声の悪態に反応するように魔物の腕が引かれ、レンハルトは盾を構えなおした。

「攻撃は当るはずです！　落ち着いてください」

「落ち着けって、何が言いたいんだよ！」

「正面からでは駄目です！」

「んなこたぁわかってる！」

　叫んだティリスは地面を蹴って上空高く跳び上がると、そこから急降下して魔物の中心に蹴りを打ち込む。それも開いた穴を通り抜けてしまうが、その隙にレンハルトが魔物の足に切りかかった。

　剣は浅くはあったが魔物の体を切り裂いた。いくらかのダメージは受けたのか、魔物はレンハルト目がけて腕を振り下ろそうとした。だが、そこにティリスが横から強烈な一撃を食らわし、魔物の巨体は弾き飛ばされた。

　ティリスは構え、魔物が起き上がってくるのを待とうとしたが、そうしている間に魔物の体は萎んでいって消えてしまった。

「どうしたんだ？」

　ティリスは構えを解いて首を捻った。レンハルトはまだ警戒していたが、何もないのを確認すると剣を収めた。

「逃げられたみたいですね」

「チッ！　張り合いのない野郎だ」

「しかし、なぜあの魔物が出現するとわかったんですか？」

「臭いだよ。それより戻ろうぜ」

　ティリスは町のほうに足を向けた。





　その日の夕方、宿の食堂でティリスは魔物のことをアラン達に話した。

「それで、一人で暴走して魔物を取り逃がしたわけですか」

　エリルにそう言われて、ティリスは不機嫌そうな表情になった。

「けっこう手強い奴だったんだよ、なあレンハルト」

　話をふられたレンハルトは首を縦に振った。

「ティリス殿の言う通りです。例の新種の魔物でしたが、今までのものよりもかなり力が強いものでした」

「レンハルトさんがおっしゃるなら、その通りなのでしょうね」

　その扱いの違いにティリスはさらにむくれてしまう。

「まあまあ、さらに新しい魔物っていうことなら、二人の意見をちゃんと聞いたほうがいいよ」

　とりあえずアランがとりなしてその場はおさまる。

「で、その魔物はどこに逃げたんだと思う？」

「さあな、近くに出たんだから、この町に来ようとしてたんじゃないのか？」

　アランはうなずいて腕を組む。

「だろうね。でもなんでこの町なのかな。僕達が来てから色々とあったわけだけど」

「やはりあの魔族達が原因なのでしょうか」

　バーンズの意見にエリルは静かに首を横に振った。

「一因かもしれませんが、それだけが原因とは思えません。もしかしたら、何かもっとほかの、大きな目的の中の一つの動きにすぎないのかもしれません」

「でもそこまで大きな話になると、ここじゃなにもわからないんじゃないかな」

「確かにそうかもしれませんね。しかし、アラン様のおっしゃる通りだとしても、どうすればいいのか見当がつきません。私のほうでも決定的な手がかりはまだつかめていませんし」

　エリルがそこまで言うと、その場の全員がしばらくの間黙り込んだ。その沈黙を破ったのはティリスがテーブルを叩いた音だった。

「うじうじ考えててもしょうがねえだろ。どうせならもっとでかい町に行くとか、とにかく動かなきゃ駄目じゃねえか」

　エリルはそれにたいして眼鏡の位置を直してからため息をついた。

「そんな考えでどうにかなるとも思えませんが、この状況ではそれもいいかもしれませんね。あの魔族達も連れていければ、この一連の動きがどんなことなのかわかるかもしれません」

「つまり、お前は私達か、あの魔族達の誰かを目的として動いているものが黒幕だと、そう考えているのだな、エリル」

「はい、バーンズ様。この町の自警団に妙な動きが出てきたのは、ちょうど私達があの村に入ってからのことらしい、という情報もありますし。その後のことも考えれば偶然で片付けるわけにもいきません」

　そこでアランはうなずいてから口を開く。

「それは一種の賭けだよね。やってもいいと思うけど、この町を放っていって大丈夫かな？」

「確かに心配ですね。それは私がレノールと相談しておきましょう」

「別に、僕達のうちの誰かが残るのもありなんじゃないの？」

「いつまでもここに滞在するというわけにはいきませんし、戦力を減らすわけにもいかないと思います。そうですね、シェーラ様に連絡をして少し人を送ってもらうのがいいのではないでしょうか」

「ああ、それもいいか。父さんもシェーラになら任せるだろうからね」

「では、それは私が連絡をしておきます」

「じゃあ、出発するなら目的地を決めないとね。それより、そろそろ夕食にしよう」

　アランの言葉を合図に、とりあえず議論は打ち切られ、テーブルには食事が並べられていった。そんな中、アランはティリスの横に移動した。

「ところでティリス、君は僕たちと一緒に来るのかい？」

「ああ、お前がいいって言うんなら、一緒に行きたいな」

「もちろん、歓迎するよ」








    町から出発
    
　数日後、出発の準備を整えたアラン達は宿を引き払う準備をしていた。ちなみにティリスの武器の件はあっさりエリルに却下されている。

　アランは今まで放っておいたレモスィドの部屋を訪れていた。ドアをノックして開けると、レモスィドは椅子に座っていた。

「ちょっといいかな」

　アランが声をかけると、レモスィドは椅子に立てかけてあった曲刀を手に取り、ゆっくりと立ち上がった。

「出発の準備をしてるらしいな。どこに行くつもりだ？」

「ブレイテンロック共和国だよ、けっこう近いしね」

「なるほど、それなら俺も一緒に行ってやろう。何があるか楽しみだからな」

「まあ、大歓迎ってわけじゃないけど、来たいならどうぞ」

「そうさせてもらおう」

　楽しそうに笑うレモスィドをおいて、アランは今度はフィエンダの部屋に向かった。ドアをノックすると、開けるよりも早くドアが開かれ、フィエンダが顔を出してきた。

「なんだ」

「今日ここを発つんだ。一緒に来るかと思ってね」

「一緒になど行く気はないと言いたいところだが、もう少しお前達につきあってやろう」

「そうかい。それで、ファスマイドはどこにいるのかな？」

「知らんな。だが、あいつならどこかで見ているだろう」

「そういうことなら、別に放っておいてもいいのか。それじゃあ、また」

「待て」

　フィエンダはその場を立ち去ろうとしたアランを引き止めた。

「お前は、自分よりも強大な者が現れたらどうする」

「特にどうってことはないさ。僕には仲間もいるし、考える頭もある。それに相手が強くたって、あきらめるわけにはいかないんだから」

「なるほどな」

　それだけ言うとフィエンダはドアを閉めた。アランは軽く鼻の頭をかいてからその場を離れる。

　それから宿の外に出ると、そこにはバーンズとロニーがいた。エリルから特に問題なしと判断が出たロニーはアラン達と一緒に来ることになり、荷造りの仕上げに駆り出されているところだった。

「やってるね」

　アランが声をかけると、ロニーは汗を腕で拭って顔を上げた。

「雇ってくれたのはいいけどよ、いきなり重労働だな」

「まあ、そう言わずにさ」

　アランはロニーに布を渡してからバーンズに顔を向けた。

「準備はどうかな」

「大体完了しました。それと、荷物が増えたので馬を増やしましたから、今までよりも旅のペースは上げられます」

「それなら、目的地にもすぐに着きそうだね。ところで、ロニーは本当にこの町を離れていいのかい？」

「別に問題ないぜ。きっちり前金ももらってるし、俺の相棒の活躍を見せてやるよ」

　ロニーは背負ったポールアックスを親指で指した。

「楽しみにしてるよ。僕はちょっと野暮用を済ませてくるから」

　アランは二人と別れ、町の外に向かった。そして人気のない場所までくると、空を見上げ、口を開いた。

「見てるんだろ、ここなら人目もないから少し話をしよう」

「何の用かな」

　アランの背後から声がした。振り向くとそこにはファスマイドがリラックスした様子で立っている。

「あなたなら、何か僕達の知らないことを知ってるような気がするんだ。全て教えろとは言わないから、僕達がやってることが間違っていないかどうか、それだけでも教えてくれないかな」

「君達が間違っているかどうかね。それなら心配しなくても大丈夫だよ」

「それは、間違ってないってことでいいのかな」

　ファスマイドはそれには答えず、ただ笑顔だけを浮かべた。アランはその顔をしばらく見つめてから、うなずいた。

「わかった。間違ってはなさそうだね」

　アランはファスマイドに背を向け、その場から立ち去った。それを見送ったファスマイドはしばらくしてからおもむろに自分の右手に雷をまとわせ、それを空中に放った。その雷は空中にある何かを撃ち、蒸発させた。

「さて、どうなるか楽しみなことだね」





　一方、エリルはティリスとレンハルトを伴って主に食料の調達のために市場に来ていた。主に荷物を抱えているのはティリスで、本人はそのことに不満を持っているようだった。

「なあ、なんであたしが荷物持ちなんだよ。レンハルトは軽そうなもんばっかりじゃねえか」

「あなたが一番力があるでしょう。それにレンハルトさんが持っているもののほうが価値はあるものが多いですから、心労は大きいんですよ」

「チッ！　まあいい、あとは何を買うんだ」

「あとはあそこの店で終わりです」

「ああ、早く終わりにしてくれよ」

　賑やかで山のような荷物を抱えて注目を集めているティリスだったが、本人は気にせず、レンハルトもそれを穏やかに見ているだけだった。

　買物が終わると、一行は荷馬車の場所に戻り、荷物の積み込みを始めた。それが終わる頃になると、バーンズとロニーが荷物を持ってきた。

「アラン様はどうされたのです？」

　エリルが聞くとバーンズが首を横に振り、ロニーが口を開いた。

「少し用があるってどこかに行ったけどな」

「そうですか。それならアラン様が戻る前に出発の準備を済ませてしまいましょう」

　そうして荷積みと整理をしていると、アランが戻ってきた。だが、エリルはそれを見て眉をしかめる。

「アラン様、何か余計なものがついてきているように見えるのですが」

「え？　まあいいじゃないか、一人くらい」

「連れてくるなら、せめて人間にして頂きたいのですが」

「そう言うな。善良な人間のようにおとなしくしていてやろう」

　レモスィドはアランの背後から、エリルに向かってにやりと笑う。エリルはため息をついてから、荷馬車の胴体を一発叩いた。

「わかりました。そういうことなら、くれぐれもおとなしくしていてください。おかしなまねをしたら、容赦はしませんよ。それから、必要なものは自分で用意してください」

「それは楽しみだ。まあ、せいぜい気をつけておくようにしよう」

　レモスィドはまるで気にもとめない様子で笑ったままうなずいた。エリルはため息を一つついてから、再びアランに顔を向ける。

「まさか、これ以上増えるようなことはありませんよね」

「とりあえずはないはずだよ。あとの二人は僕達と一緒に行動するような性格でもないだろうから」

「それだと助かりますね。これ以上大所帯になったら無駄に目立ってしまいますから」

　それからレモスィドを除く全員で荷造りの仕上げをしていると、レノールがやってきた。

「はかどってるじゃないか。もう少しゆっくりしていって明日出発してもいいと思うけど」

「そうのんびりもしていられませんから」

　エリルはそう答えてから荷馬車の御者台に登った。

「では私たちはこれで。とりあえず手はうっておきましたが、あとはあなた達次第ですよ」

「ああ、わかってる。あんた達も気をつけてな」








    ブレイテンロック共和国
    
　今回の旅路はアカーナへの旅とは違い、穏やかで何事も起こらなかった。レモスィドも特に何もするようなことはなく、たまにティリスの相手もしてやったりしていた。

　国境を越えるのも問題なく済み、一行は共和国の首都に無事に入っていた。宿を確保してから、アランとバーンズはすぐに出かけていった。

「なあ、二人はどこに行ったんだ？」

　荷物の整理をしながら、ロニーはエリルに尋ねた。

「この国にはアラン様やバーンズ様の知り合いがいるんですよ。話を通しておくと色々と便利ですから」

「っていうことは、その知り合いはお偉いさんなのか」

「そうですね、そういうことになります」

「はー、そりゃすごいな」

　レンハルトは二人の会話を聞きながら、アランとバーンズが会いにいった人物が誰なのかを考えていた。レモスィドは特に何をするでもなく、その三人の様子を見ているだけだった。

　一方、アランとバーンズはこの都の高級住宅街に足を踏み入れていた。二人は並んだままゆっくり歩き、一際大きな敷地を持つ屋敷の前で足を止めた。それからバーンズが門番に近づく。

「私はノーデルシア王国から来たバーンズだ。主人に取り次いでもらいたい」

　バーンズは背中の剣を鞘ごと手に取り、それを門番に差し出した。

「この剣を見せればすぐにわかるはずだ。よろしく頼む」

「わかりました」

　門番の一人はバーンズの様子に気圧され、剣を受け取るとすぐに屋敷に入っていった。しばらくしてから剣を持った門番が戻ってくると、それをバーンズに返し、門を開けた。

「どうぞ」

　バーンズとアランが門をくぐると、中年の執事が二人に向かって頭を下げ、屋敷の中に迎え入れた。それから二人は屋敷の中にある一室に通され、ゆったりとした椅子に座って主人を待った。

　数分後、ドアを開けて現れたのは立派な身なりをした筋骨隆々の色黒な中年の男だった。その男はバーンズを見ると、いかつい顔面いっぱいに笑顔を浮かべた。

「久しぶりだな、バーンズ殿」

「はい、トルビン様。お久しぶりです」

　それからトルビンはアランに目を移し、愉快そうに目を細める。

「アラン様も立派になられましたな」

「相変わらず暑苦しいね、トルビン」

「ハッハッハッ！　いつもながらはっきりしたお方ですね」

　豪快に笑ってからトルビンは二人の向かい側に腰を下ろした。

「さて、アラン様のご事情は私も知っていますが、我が国にはどういったご用で？」

「どこから話せばいいのかな。まあ問題があるのはわかるんだけど、どうすればいいのかわからないってことがあるんだ。ちょっと詳しく言うと、魔族か悪魔の問題なんだけどね」

「魔族に悪魔とは、穏やかではありませんな。しかし、最近その手の話はあまり聞きませんでしたが」

「トルビン様、新種の魔物の噂はご存知ですね」

　バーンズが答えるとトルビンはうなずいた。

「ああ、それなら知っている。我が国でも報告されているしな」

「もしかすると、その魔物が魔族か悪魔と深く関わりがある可能性があります。私たちはそれを調べるためにここまで来たのです」

「そういうことか。だが、なぜ我が国に？」

「いや、近かったし、知らないところでもないからね。それに、僕の勘ではここに何かあると思えるんだ」

「勘？　いや、全くアラン様らしいですな。しかし、あなたの勘ならば無視するわけにもいきませんな」

　トルビンは腕を組み、目を閉じて少し考えこんだ。数十秒後、目を開けたトルビンは穏やかな表情になってから深くうなずいてみせる。

「そういうことなら、協力させてもらいましょう。執政には私から伝えておきます。何が起こるかわからないのならば、連絡は絶やさないようにしておきましょう」

「そうだね。宿は教えておくから、誰か連絡役を寄越してくれればいいよ」

「わかりました、そうさせてもらいます。ところで」

　トルビンはそこで言葉を切り、二人の顔を見つめると、にやりと笑った。

「少し手合わせを願えますかな」

　それを聞いたアランは立ち上がった。

「いいよ。とは言っても、そっちが手合わせしたいのはバーンズのほうかな」

「それは確かにそうですな。よろしいかな、バーンズ殿」

　バーンズは立ち上がり軽く頭を下げる。

「わかりました。よろしくお願いします」

「じゃ、僕は先に帰らせてもらうよ。着いたばっかりだしね」

　アランはそう言ってさっさと一人で帰ってしまった。それを見送ったトルビンは大きく息を吐き出した。

「アラン様をこうして旅に出されるとは、エバンス王は思い切ったことをするものだな」

「それだけアラン様に期待し、信頼しているということです」

「個人的にはどう思うかな？　バーンズ殿」

「アラン様の力はこうした状況のほうが生かされると思います。あの方には王子という地位も、王宮も束縛にしかならないでしょうから」

「同感だ。アラン様は以前よりも生き生きしているように見える。それよりバーンズ殿、早く我が家の道場に行こうではないか」

　それから二人は一緒に部屋を出ていった。

　一方、トルビンの屋敷を出たアランは、町を見物しながらふらふらと宿を目指していた。ノーデルシア王国ほどの華やかさはないが、このブレイテンロック共和国の首都は穏やかな雰囲気で美しい都市だと言えた。

　アランは広い公園に来ると、ベンチに座ってそこにいる人々を眺め始めた。公園には要所要所、武装した警備兵が立っているが物々しい雰囲気はなく、老若男女様々な人々がいて、思い思いに時間を過ごしているように見えた。

「ま、いいところだよね」

　そうつぶやき、アランは立ち上がった。それから足を宿に向け歩き始める。そして数十歩進んだ時、後方から爆発音が響いた。

　アランはすぐに振り返り走り出す。さっきまでいた公園からは爆発の名残の煙が立ち上り、突然のことにかなり混乱した様相を呈していた。

　その中心地から巨大な黒いものがいきなり立ち上がり、あっという間に人間の三倍くらいのサイズになって二本の腕のようなものが生えた。そして、その腕が爆発にうずくまっていた若い男女に振り下ろされる。

「水よ！」

　アランの気合と共に逆手で抜き打ちした右手のナイフから水の刃が走り、それを真っ二つにし、消滅させる。巨大な黒いものはそれに怯んだ様子を見せず、間髪入れずに反対の腕を振りかぶった。だが、アランは素早く狙われていた男女の前に入り、右手のナイフを構える。

　そして襲いかかってきた腕を切り裂くと、そのまま前方に走り、左の掌を斜め上に向け、黒いものに突きつけた。

「バースト！」

　爆発が黒いものを撃ち抜くと、それはそこを中心として霧散していった。アランは他に何も出てこないのを確認してからナイフを収め、うずくまっていた二人を助け起こした。

　二人は突然のことに言葉もないようだったが、とにかくアランに礼を言って、近くのベンチに支えあいながら歩いていった。それと入れ違いのように警備兵がアランに近づいてきた。とりあえずアランは先手を取って口を開くことにする。

「僕は旅の者でね。話なら宿に来てくれればするから、とりあえずここはよろしく」

　それだけ言って宿の名前を告げると、逃げるようにその場から立ち去った。








    計画と相談
    
　アランが宿に戻ってくると、ちょうどエリルが下に降りてきているところだった。

「ああエリル、ちょっといいかな」

「なんですか？」

「今、街中で一騒動あったんだけど」

「何か騒がしいと思ったら、そういうことですか。それで、何をやってきたんですか？」

「魔物の相手をしてきただけだよ。まあ、ちょっと目立ったとは思うけど」

「ちょっとですか、本当にその通りならいいのですが、まさか一人で魔物に立ち向かった後、さっさと立ち去ってきた、ということではありませんよね」

「まるで見てきたみたいだね」

「やっぱりそういうことでしたか」

　エリルはわざとらしく額に手を当ててため息をついてみせた。

「このまま知らないふりをしているわけにもいかないでしょうね」

「まあ宿の場所は教えてきたから、向こうから接触してくるはずだよ。それに、トルビンにちょっと手を貸してもらうことになると思うけどね」

「来て早々に迷惑をかけることになるんですね。大事にならなければいいのですが」

「なんにせよ、何もしないよりはマシだと思うよ。まあすぐにトルビンのところから連絡係が来ると思うから、その時に相談してみよう」

「その前にアラン様の身元がばれなければいいですね」

「そうだね。それより、部屋は？」

「それなら、もう大丈夫ですよ。アラン様の部屋は一番角でロニーさんと一緒です」

「じゃあ、ちょっと一休みさせてもらうよ」

　アランはそれから二階に上って教えられた部屋に入った。室内ではロニーがベッドに腰かけて自分のポールアックスを磨いているところだった。アランが入ってきたのを見て、手を止めてポールアックスをベッドの上に置く。

「思ったより遅かったじゃないか」

「まあね、ちょっと寄り道してたし」

　そう言ってから、アランは自分のベッドに身を投げ出した。

「これからちょっと忙しくなるかもね」

「どういうことだ？　何があったんだよ」

「すぐにわかるよ。ちょっと休むから、夕食に起こしてくれないかな」

「ああ、わかった」

　アランはろくに着替えることもせず、そのまま目を閉じた。

　そのまま時間は経過して、アランがロニーに起こされた時には夕食の時間になっていた。二人で下に行くと、すでにバーンズも帰って来ていて食卓についていた。

「おかえり、あっちのほうはどうだったかな」

　アランが椅子に座りながらそう聞くと、バーンズは多少疲れたような様子で口を開く。

「さんざんつき合わされました。それより、街中で魔物が出たようですが、ご存知ですか？」

「それなら、アラン様が詳しいことをご存知です。なにしろその魔物を相手にしてきたのですから」

　エリルの言葉に一行の視線がアランに集まった。アランはそれを受け、お茶を一杯飲んでからその場の全員を見回した。

「公園でいきなりあの黒いだけの魔物が突然出てきたんだ。それが人を襲おうとしたから、ちょっと止めて来たんだよ」

「チッ！　そうことならあたしも一緒に行ってりゃよかったな。今度こそ逃がしゃしなかったのに！」

　ティリスが悔しがるが、エリルはそれをしらけた目で見る。

「街中ではあなたの戦い方では駄目ですよ。魔物よりも被害が大きくなりますからね」

　ティリスはむくれて黙ってしまう。そこで今度はレンハルトが問いを発した。

「魔物は我々がここに来る前は出現していたのでしょうか？」

　その問いにはバーンズが首を横に振った。

「いいや、少なくとも街中に魔物が出現したということはなかったようだ。もしかしたら我々がそのきっかけになったのかもしれない」

「それじゃあ、俺達はまるで疫病神みたいじゃないか」

　ロニーは何か釈然としていない様子だった。だが、アランは特にそれを気にしない様子で、皿の料理を一つ取って口に放り込む。

「別にそういう話でもないさ。目的がなかったらなかったで、好きに暴れるかもしれないんだし、むしろ僕達の前に現れてくれるのは都合がいいくらいだよ」

「そういう考え方もあるか。確かに、倒そうっていうんなら、近くに出てきてくれたほうがやりやすいよな」

「そういうこと。それに、ここならある程度の協力だって見込めるんだ」

「協力？　そういえば誰かお偉いさんに会ってきたんだっけな。そんなすごいのと話をつけてきたのかよ」

「まあね。いずれわかるから楽しみにしておいてくれればいいよ」

　そこで、それまで黙っていたレモスィドがにやりと笑った。

「さすがに面白いな」

　アランはレモスィドに顔を向ける。

「できれば協力してもらえると嬉しいんだけどね」

「気が向いたらな。それまではお前達がどうするか見物させてもらおう」

「まったく、使えませんね」

　エリルが毒づいたが、レモスィドはそれを軽く聞き流した。

「姿は見えないがファスマイドもフィエンダも近くにいるだろう。あいつらもおもしろくなってくれば介入してくるかもな」

「ご期待に沿えるように頑張るよ」

　その後、夕食は何事もなく進み、アランは自分の部屋に戻らず、散歩に出発した。

　夜の街はそれなりに明かりがあったが、さっきの魔物の出現のせいか人通りは少なかった。だが、警備兵はそれなりにいて、治安が悪化している雰囲気はない。

　そうしてしばらく歩いてから、アランはおもむろに狭い路地に入っていった。そうすると、突然その背後に人影が現れた。

　だが、アランが振り返らずに足を止めると同時に、さらにその人影の後ろからエリルが姿を現し、人影の首筋に手をそえた。

「まず、あなたの身元を教えて頂きましょう」

　人影はおとなしく両手を上げた。

「ご安心ください。私はトルビン様の使いです」

　アランはゆっくりと振り返ると、腕を後ろで組んで、エリルに目配せをする。エリルは手を引いてから一歩下がった。

「宿じゃ人目も多いし、僕が外に出るまで待っていてくれてよかったよ」

　その一言に、トルビンの使いはその場に片膝をついた。

「トルビン様からご連絡をお伝えします。まず、公園でのことは手をまわしておいたので、警備からアラン様に接触することはありません」

「なるほどね、それは助かるよ。それで、当然それは取引なんだと思うけど？」

「はい。それにつきましては、明日トルビン様の屋敷に来て頂きたいのですが」

「わかった。それについては明日ゆっくり聞かせてもらうよ。昼頃に行けばいいのかな」

「はい。お待ちしております」

　そう言ってトルビンの使いはその場から姿を消した。アランはしばらくその先を見つめてから、足を動かし始める。

「ところでエリル、トルビンはどんな取引を持ちかけてくると思う？」

「強かな方ですから、かなり思い切ったことをするかもしれませんね。本当に大丈夫なのですか？」

「まあ、考えすぎてもしょうがないよ。明日になればわかるさ」

　二人は宿への道を戻りだした。








    執政
    
　ブレイテンロック共和国の現在の元首である執政、上品な白髪のマグダレンは執務室でトルビンの部下からの報告を聞いていた。話を聞き終わると一人になり、机の上に肘をついた。

　公式には地位を廃され、旅に出たというノーデルシア王国の王子、アラン。だが、マグダレンはその本当の目的をエバンス王から知らされている数少ない人物だった。

　そのアランがこの国に来たその日に、街の公園で魔物が現れ、それをアランが撃退した。それをただの偶然と片付けるわけにもいかない。

　とりあえず当面のところはトルビンが手をうったようだが、このまま任せきりにしておくわけにもいかない。それに、魔族や悪魔が絡んでいるのなら、国として何も対応策をとらないわけにもいかなかった。

「さて、これは私の一存では決めかねますね」

　それからマグダレンは机の上のベルを鳴らした。すると、ドアが開かれ髪が長い、一人の若い感じの女性が部屋に入ってきた。

「お呼びでしょうか」

「アンネット、今日のことで知恵を借りたいのですが、状況はわかっていますね？」

「はい。私としましては、ここはアラン様に骨を折って頂くのがいいのではないかと思います」

「それはどういうことです？」

「アラン様の存在を公表し、魔物との戦いの前線に立って頂きます。ノーデルシア王国は我が国とは長く友好関係にありますし、従者のバーンズ様は騎士として名高い方ですので、人々の不安を払拭するのに役立つと思われます」

「なるほど、それはいい手です。それならば表立ってアラン様を私たちで支援できますから、あまり強力な戦力がない我々にとっても都合がいいですね。では、その方向でお願いしますよ」

「はい」

　アンネットは頭を下げると退室していった。





　翌朝、アランは枕元に立つ気配で目を覚ました。頭を動かしてみると、ファスマイドが枕元で椅子に座っていた。

「やあ、おはよう」

　アランはその挨拶に上体を起こした。ロニーのほうを見てみると、ぐっすり眠っているようで、まったく起きる気配はない。

「彼には少し魔法をかけさせてもらったよ。少し君と話をしたかったからね」

「一体何の用かな？　僕はもう少し寝たいんだけど」

「まあそう言わずに、耳寄りな情報を持ってきたんだよ」

　アランは黙ってうなずいてみせた。

「さて、昨日の君の戦いは当然この国の中枢に伝わって、早速どういった対応をするかが決められたわけだけど、知りたいよね？」

「それはまあ、知っておいて損はないかな」

「そう言うと思ったよ。まず、君の存在は公表され、魔物との戦いの最前線に立つことになる。もちろん、強制はされないけど、君なら受けるだろう？」

「もちろん。それは僕達にも都合がいいからね」

　その返答を聞いたファスマイドは満足そうにうなずく。

「まあ面白そうなことをやってくれるんだから、君には少し協力してあげよう。もっとも、この件に関してはどうやら僕が最初に考えていたよりも根が深くて、まだわからないことが多くてね。今はまだ君達に教えて上げられることはない」

「そういうことなら、別に焦っていないからまた後でいいよ。それより、まだ寝たいから出て行って欲しいんだけど」

「それじゃ、また会おう」

　そうしてファスマイドは最初からその場に最初からいなかったかのように姿を消した。アランはそれから目を閉じて二度寝に入った。

　だが、それはすぐに部屋のドアが開けられた音で遮られてしまう。

「アラン様、今日は忙しいんですから、いつまでも寝ていてもらっては困ります」

　エリルの大声にアランは仕方ないといった様子でベッドから起き上がった。ロニーも目をこすりながら上体を起こす。

「エリル、僕だけじゃないんだから、突然入ってきてもらっちゃ困るよ」

「私はかまいません。さあ、二人とも早く起きて下に来てください」

　それからエリルは二人が起き上がるまで待ち、それを見届けてから部屋を出て行った。

「嬉しいような、そうじゃないような気分だぜ」

「そうかい？　そのわりにはけっこう嬉しそうに見えるけど」

「まあな、俺みたいな稼業だとこんな風に起こしてもらえるなんて中々ないんだよ」

「なるほどね」

　二人は手早く着替えると下に降りていった。すでにレモスィド以外のメンバーはそこにいたが、ティリスだけは今にも眠りに落ちそうに見える。

　朝食はすぐに済み、そのまま昼までは自由時間として、アランは思う存分二度寝できた。

　そして昼頃になると、アランはバーンズとエリルを伴ってトルビンの屋敷に向かう。三人は今度はすぐに通されると、トルビンの私室に案内された。その部屋の主はすでにそこで待っていて、三人を迎えた。

「さて、今日は私の他にも重要な人物が来ていましてな」

　トルビンが手を叩くと、執事がドアを開けて一人の男を部屋に招きいれる。その男、マグダレンは優雅にアランに向かって一礼をしてから微笑みを浮かべた。

「お久しぶりですね、アラン様」

「そうだね、久しぶり。前よりも白髪が増えたんじゃないの？」

「そうですね、今の立場ですと色々と気苦労が多いものですから。しかし、私には優秀な助手がいますので、苦労も半分と言ったところです。せっかくいい機会ですから、紹介しておきましょう。入りなさい」

　再び執事がドアを開けると、今度はアンネットが部屋に入ってきた。なぜわざわざ別々に入ってきたのかということに関して、エリルは気にしないことにしておいた。

「お初にお目にかかります。私はアンネット、マグダレン様のお側に仕えている者です」

　アランはなんとなくエリルの顔を見てから、アンネットのほうに再び顔を向けた。

「さしずめ知恵袋ってとこかな。それで、どんな案が出てきたのかな？」

　アンネットが伺いを立てるようにマグダレンを見ると、それにはうなずきが返される。

「私としましては、アラン様の存在を公表し、我が国の総力を持ってその援護をするという方向で進めていきたいと思っております」

「つまり、アラン様が先頭に立って脅威に立ち向かう、ということですか」

　エリルが尋ねると、アンネットは穏やかにうなずく。

「はい。残念ながら我が国にはアラン様やあなた方のような強力な戦力となる方はいません。対魔族においては多くの戦力よりも、少数精鋭で当るのが有効だというのは、過去の事例からも明らかです」

「なるほどね、それは僕達にとっても願ってもないことだ。だって、好きにやってもそのフォローをしてもらえるってことだよね」

「はい。もちろん全力でバックアップいたします」

　それを聞いたアランは笑顔で手を叩いた。

「よし！　そういうことなら、派手にやらせてもらおうかな」

　マグダレンはそのアランの一言に穏やかな笑顔を浮かべる。

「できるだけお手柔らかにお願いしますよ」

「まあできるだけ頑張ってみるよ」

　それからも六人の会議は続き、様々なことが語られていった。








    囮作戦
    
「とりあえず今回の騒動はアラン様を狙ったものだと仮定して、行動を起こそうと思います」

　その日の夜、宿の一室で一行に事情を説明したエリルはそこまで言ってから、一行を見回した。アランの正体を知ったロニーとティリスは驚いていたが、二人ともそれはとりあえずおいといて話に集中している。

「まずはアラン様とあと一人が街のある地点で散歩でも昼寝でも好きなように行動しておいてもらいます。誰かは知りませんが相手の狙いがアラン様ならば、うまく誘い出すことができる可能性があります」

「で、誰が一緒に行くんだ？」

　ティリスがそう言うと、エリルはそれを受けてその顔をまっすぐ見た。

「あなたですよ。あの黒い魔物を察知できるようですし、それに、アラン様のいない場所であの魔物と遭遇したと、はっきり言えるのはあなただけですからね」

「ん？　つまりあたしも狙われてるってのか？」

「その可能性もあるということです」

「そうか、そんならやってやるぜ。出てきたらすぐにぶっ潰せばいいんだろ」

「違います。アラン様とあなたが行く場所は魔物が出てもすぐ対応できるように手配されていますが、それでも避難まではしていませんから、できれば魔物を街から引き離すのが先決です」

「どうやってやるんだ？」

「それはアラン様ができますから、それまでは余計なことはしないでいてください」

「わかったわかった。せっかくだからそういうことにしておいてやるよ」

　ティリスはそれからアランのほうを向いた。

「どんな手を使うのか楽しみにさせてもらうぜ」

「期待に応えられるように頑張るよ。じゃあ、早速出発しようか」

「早速って、こんな時間からかよ」

「そうだよ、夜だからって魔物は待ってくれないからね」

　アランが立ち上がると、ティリスもそれにつられて立ち上がり、二人は一緒に部屋を出て行った。それを見送ったレンハルトは一つの問いを発する。

「エリル殿、残った私達はどうすればいいのでしょうか」

「私たちは交代で決まった場所に待機することになります。とりあえず今日は」

　そこでロニーが勢いよく立ち上がった。

「俺に任せてくれ」

　エリルは立ち上がったロニーのことをしげしげと見てから、うなずいて見せる。

「わかりました。では、今日は私と一緒に待機してもらいましょう」

　エリルは立ち上がり部屋を出て、ロニーもポールアックスをかついでそれを追う。部屋に残されたバーンズは立ち上がり、椅子に立てかけていた自分の剣を手に取った。

「レンハルト、我々は休もう。明日から忙しくなりそうだからな」

「わかりました」

　それから二人は自分達の部屋に戻って行った。





　宿を出たアランとティリスは夜の街を歩いていた。指定された場所は比較的建物の密度が低く、いざという時も避難の経路などは確保しやすそうだった。夜ということもあって、通りに人気は無く静かなもので、響くのは二人の足音と虫の声しかない。

「しかし驚いたな、お前が王子様だったなんて」

「そうかい？　まあらしくないと言われたことはあるけどね。今はもう違うんだし、別に気にしなくていいよ」

「ああ、そうさせてもらうぜ、そんなことにあんま興味もないしな。それより、魔物が出てきたらどうするつもりなんだよ」

「それは僕の持っている精霊の力を使うんだよ。ティリス、君の持っているのと同じね」

「あたしの力？　精霊の力ってやつなのか」

「気づいてなかったのかい？　まあ僕と違って周囲に働きかけるんじゃなくて、ほとんど一体化して自分の力だけを強化しているみたいだからね」

「ふーん、まあいいや。あたしにもあんたと同じようにできたら、便利かもな」

「無理にそうする必要はないと思うよ。精霊の力を自分の体に取り込むっていうのは、一人しかできる人は知らないし、その人はすごく強いからね。何しろ伝説の勇者の弟子で、共に戦ったっていう人だから」

「そりゃ心強いこった。まあ魔物をぶっ潰すのはあたしに任せときな」

「よろしく頼むよ」

　そんな調子で二人が雑談しながら歩いていたが、いきなりティリスが足を止めた。

「近いぞ」

　そのつぶやきにアランは右手でナイフを抜く。

「方向は？」

「こっちだ！」

　ティリスが走り出し、アランはその後を追う。そして狭い路地の入口で立ち止まった。

「この奥だ」

「人の気配はないね。じゃあ、ちょっと下がってて」

　アランは路地に一歩入り、地面に左手をついた。

「大地の精霊よ！」

　声と同時に、路地全体の地面から岩の槍が突出し、一瞬で路地は槍衾のような状態になる。そして、貫かれた黒いものが蠢いているのが見えた。

　だが、その黒いものはそこから跳ぶと、アランとティリスの背後に着地し、その場で人のような形をとった。

「見た目は小物だな」

　ティリスは構えもせずに、その魔物を眺めている。アランはその前に立つと、左のナイフも抜いて姿勢を低くした。

「どうするんだ？」

　ティリスが聞くと、アランは魔物を見据えたまま答える。

「倒さずに捕らえるつもりだよ。ここならあまり人もいないみたいだし、この場でなんとかできるかもね」

　魔物は両手にあたる部分を剣のような形に変えると、一気に踏み込み、アランに向かってそれを同時に振り下ろしてきた。アランは左右のナイフでそれを受けると、間髪入れずに魔物の足を払う。そして体勢を崩した魔物の体の中心に右手のナイフの柄を叩き込んだ。

　その隙にアランは一歩下がり、左のナイフを地面に勢いよく突き立てた。それと同時に、魔物の周囲の地面がそれを囲むような形で隆起し、魔物を幽閉する檻を作り出した。

　数秒の沈黙。だが、その檻は内部から崩れる音がすると、一気に崩れ落ちていった。その中から姿を現した魔物は一見さっきまでと同じ姿だったが、一瞬後、その体は膨張して二倍くらいのサイズにまで膨張した。

「こりゃ捕らえるなんていってる場合じゃないぜ！」

「そうみたいだね」

　ティリスに同意したアランは地面に突き立てていた左のナイフを引き抜く。そのナイフは固められた土で巨大な剣になっていた。

　アランは力強く踏み込むと、その巨大な剣を魔物に正面から叩きつけた。アランの剣は魔物に強烈な一撃を与えたが、魔物はそれに耐え切ってアランに襲いかかろうとする。

「潰れやがれええええええ！」

　だが、そこに空高く跳んだティリスが降ってきて上空から強烈な拳を叩き込んだ。魔物はその拳に潰され、弾けるようにして霧散していった。

　ティリスは体勢を崩しながらも着地して周囲を素早く見回す。だが、魔物の姿も気配も全く感じられなくなっていた。

「チッ！　逃がしたな」

　ティリスは悪態をつき、アランはナイフを元に戻して鞘に収めた。

「なんとかなるかと思ってたんだけど、駄目だったね。とりあえず今日のところはもう戻ったほうがいいね」

「それでいいのかよ」

「たぶん大丈夫だよ。この調子で僕を狙ってくるなら、それに対応すればいいだけだから」

「まあ、そうだな」

　二人はその場を離れるべく歩き出した。








    ラッシュ
    
　その少し前、エリルとロニーは警備塔から街を見下ろしていた。

「なあ、ここからじゃ何かあってもすぐには駆けつけられないんじゃないのか？」

「大丈夫ですよ。私の魔法でそれはなんとかなります」

　そして二人は黙って街を見張っていた。しばらくすると、アランとティリスが魔物に遭遇して戦っているのがそこから確認できた。

「行きますよ、じっとしていてください」

　エリルはいきなりロニーの腰に手をまわすと、止める間もなく警備塔から飛び降りた。そして着地寸前に足の裏から爆発を起こして勢いを殺し、強引に着地をした。それからエリルが手を放すと、ロニーはよろめきながらもなんとか転ばずに踏ん張ってみせる。

「飛び降りるんならそう言ってくれよ」

「言ってから怖気づかれては面倒ですから。それより、早く行きますよ」

　二人は走り出したが、途中で引き上げてきたアランとティリスに会うことになった。

「アラン様、もう終わったのですか」

「まあね。捕らえるのはできなかったし、たぶん逃げられたと思うよ。だから、今日はもう引き揚げようと思ったわけだけど」

「そうですか。長くなるかもしれませんから、無理はしないほうがいいかもしれませんね」

「じゃあ、宿に戻ろうか」

「いえ、私は残って監視を続けようと思います」

「それなら俺も付き合うぜ」

　ロニーが名乗り出ると、エリルはうなずいてみせた。

「ではアラン様、後のことは私達に任せて頂けますか」

「それじゃ頼むよ。何かあったら知らせてくれればすぐに行くから」

「はい」

　エリルとロニー、アランとティリスはそこで別れた。それからエリルは歩き出し、ロニーはその後を少し慌てた様子で追う。

「これからどうするんだよ」

「また塔に戻ります。しかし、二人でいても仕方がありませんから、どちらかは街を巡回しておくべきでしょう」

「よしわかった。それならまずは俺が行ってくる」

「そうですか、では」

　エリルは腰のベルトのホルダーから三枚のカードを取り出した。

「左が合図用、真ん中が防御用、右は攻撃用のカードです」

「へえ、これがインスタントスペルカードってやつか。聞いたことはあるけど、初めて見るな」

「それはそうです、多少は一般にも出回っていますが、まだまだ高価ですから。使い方はわかりますか？」

「手で持って発動って言えばいいんだろ。それにしても太っ腹だな」

「それは私のお手製ですから。カードの説明をしますと、まず合図用は光を出します。攻撃用カードの狙いはあなた次第なので、使うときは落ち着いて使ってください。最後に、防御用は特に気を使う必要はありません」

「わかった。じゃあ、見張りはしっかり頼むぜ」

　エリルはさきほどまでの警備塔、ロニーは夜の街に向かった。それからロニーはポールアックスを担いで街を巡回していた。特に変わった様子はなく、ただの退屈なパトロールでしかない。

　だが、突然ロニーの目の前の地面が盛り上がり、何かの足のようなものが突き出てきた。ロニーはとっさに一歩下がり、背中のポールアックスを手に取る。

　そうしてじっと盛り上がった地面を見ていると、そこからは人の胴体と同じくらいのサイズの鋭い牙を持った蜘蛛のような何かが一匹姿を現した。

　明らかにそれは普通の生物ではなく、ロニーは慎重に距離を保ちながらそれを観察する。しかし、背後、左右からも地面が盛り上がる音がした。

　そこでゆっくり観察している暇はないと判断したロニーは前方の蜘蛛に向かって踏み出し、ポールアックスを横に薙いだ。それは蜘蛛がジャンプしてかわされたが、ロニーはそこにできた隙間を一気に走りぬけ、包囲から脱した。

　それからロニーは振り返り、再びポールアックスを構える。蜘蛛のようなものは全部で五体。鋭い牙を振りかざし、威嚇しているようだった。

「こいつは、まずは報せたほうがいいか」

　ロニーは一枚のスペルカードを取り出すと、それを目の前にかざした。

「発動！」

　するとカードが一瞬強い光を発し、その場の蜘蛛をひるませてから消失した。事前に顔をそらし目をつぶっていたロニーはその隙に踏み込み、一番近くの蜘蛛にポールアックスを振り下ろした。

　蜘蛛のような何かはそれで両断され、すぐにただの土塊になった。ロニーは後ろに下がり、再びポールアックスを構え、残りの四体と対峙した。

　そこで一拍おき、左右の蜘蛛が同時に飛びかかってくる。その二体はロニーが横に薙いだポールアックスで弾かれるが、その手は予想以上の重さに痺れる。

　そこにさらに残りの二体が正面から上下で突進してくる。ロニーはポールアックスを縦に構えてそれを受けるが、その突進力にロニーの体は後方に弾き飛ばされた。

　衝撃を殺すためにみずから後ろに跳んでいたロニーはなんとか膝をついて踏みとどまった。蜘蛛達との間合いは開いていたが、それらがすぐにも跳びかかってきそうなのは明らかだった。ロニーは素早くカードを取り出すと、意識を蜘蛛達に集中させる。

「発動！」

　その一言と同時にカードから雷がほとばしり、四体の蜘蛛を直撃した。その一撃で蜘蛛のような何かは全て土塊に変わった。

　ロニーは立ち上がり、その土塊に近づいていって足でそれを崩してみた。見た目通り、それはただの土のようで、あっさり崩れてしまう。

　そこにエリルが走ってきたが、その光景を見ていたようで、力を抜いて大きく息を吐き出した。

「もう終わっていましたか。一体何が出てきたんですか？」

「なんかでかい蜘蛛みたいな奴だった。倒したらこの通り、ただの土になったんだよ」

「それは妙ですね。何かが使役しているものでしょうか」

　エリルも土塊を蹴っ飛ばしてみるが、何も手がかりのようなものは得られない。

「では、とりあえず交代しますか」

　ロニーはそれにうなずいたが、その時、その背後の地面が大きく隆起して小さな丘のようになった。エリルはロニーをいきなり突き飛ばし、魔法槍を即座に組み上げた。

「あなたは宿に戻ってアラン様達にこのことを報せてください。ここは私が引き受けます」

　ロニーはほんの一瞬だけ躊躇したが、すぐにうなずく。

「わかった。すぐに戻るからな！」

　ロニーは走り去り、その場にはエリルだけが残された。そして、隆起した丘からは、次々に蜘蛛のような何かが這い出してくる。

　エリルはそれが全て出てくるのを待つことはせずに魔法槍を構えると、その先端に雷を収束させる。そのまま丘に向かって突進すると、一撃でそれを砕いて見せた。

　だが、すでに這い出していた蜘蛛はその影響を受けずにエリルに牙をむいた。さらに、砕いた丘のあった穴から、大量に蜘蛛が湧いて出てきた。

「これは、簡単にはいきそうにありませんね」

　つぶやくエリルの前には無数の巨大な蜘蛛。

　一見したところ打開策などなさそうな状況だが、エリルは眼鏡を外してから魔法槍を構えなおす。その表情には余裕ともとれる笑みさえ浮かんでいた。








    聖剣の使い手
    
　エリルは魔法槍を構え、その先端に炎をまとわせた。そして蜘蛛の集団に一気に突っ込み、槍を振り回す。無駄のない動きで、確実に蜘蛛を土塊に変えていった。

　そうして蜘蛛の数がどんどん減っていくが、それを補充するかのように地面が盛り上がり、そこから新しい蜘蛛が這い出してくる。

　エリルは周囲の蜘蛛を片付けてから、新たに湧いて出てきた蜘蛛と一旦距離をとった。それから魔法槍を振って、炎を振り払ったエリルはただの棒になった魔法槍を振りかぶった。

　その前で蜘蛛は集まって小さな山のようになり、一瞬大きな土の塊になったと思うと、いきなり巨大なサイズ、人間の二倍は高さがある蜘蛛のような何かになった。もちろん、体のサイズはそれ以上で、牙も恐ろしく巨大になっている。

　だが、エリルは動じることなく魔法槍を地面に叩きつける。そこから爆発が起こり、まるで煙幕のようにその場の視界がなくなった。

　一瞬後、エリルはその蜘蛛の上にその姿を現していた。そして魔法槍を蜘蛛の頭に突きつける。それを握る手に軽く力が込められると、魔法槍の先端から氷の穂先が伸び、蜘蛛の頭を貫いた。

　エリルはそのまま蜘蛛の頭に着地して、さらに魔法槍を抉るように動かす。蜘蛛は激しく頭を揺らしエリルを振り落とそうとするが、エリルは魔法槍から右手を放すと、その手に氷をまとわせて頭に突きたてた。

　だが、その瞬間蜘蛛の頭は無数の小さな蜘蛛に分裂し、エリルは足場を失い下に落ちる。そして蜘蛛は再びまとまって巨大な姿を取り戻し、すぐにエリルを押しつぶそうとした。

　エリルは素早く横に跳んで転がりそれをかわす。さらに蜘蛛は足を振り上げて潰しにかかるが、エリルは機敏なステップでそれをかわしながら後ろに下がり、間合いをとっていく。

　そして、十分に距離をとると双方動きを止めた。





　一方、宿に駆け込んできたロニーの報せを受けたアランはレンハルトとティリス、ロニーを伴って動き出していた。バーンズはトルビンへの連絡のために走っている。

「しかしまあ、次から次へと色々な魔物が出てくるものだね」

　走りながらもアランは暢気な感じの口調でしゃべる。ロニーはそれに呆れとも感心ともつかないような顔をした。

「あれは一体一体は弱いけど、まとまると厄介そうだぞ」

「でもエリルなら大丈夫さ、最悪でもやられるようなことはないから」

　そこで、四人の前に突然何かが落ちてきた。四人は足を止めたが、アランはその姿を認める前に、口を開いた。

「みんな先に行ってくれないかな。なんだかは知らないけど、ここは僕がやるよ」

　いまだ土煙が充満し、敵の姿は見えないが、アランはすでに両手にナイフを持って油断なく構えていた。

　ロニーは躊躇したが、ティリスはすぐにうなずく。

「任せたぜ！」

　そしてすぐに走り出した。レンハルトもそれに続き、ロニーも慌ててそれを追う。

「気をつけろよ！」

　三人が走り去ったのを確認してから、アランは土煙が完全に晴れるまでそのままの体勢で待っていた。そして見えてきたものは、人の形をしたものだった。

「何か、今までのとは違うらしいね」

「その通りだ」

　アランのつぶやきに返ってきたのは、低い、奇妙にかすれたような声だった。声の主はそれからゆっくりとアランに向かってくる。

　その姿の右半分は今まで遭遇したような黒い何か、そして左半分は一見したところ人間のような姿をしていた。

「つまり、君は今までの魔物を操っていた黒幕、なのかな」

「そうだ」

「じゃあその目的でも聞かせてもらいたいところだけど、どうだろう」

「目的は教えられないが、名前だけは教えてやろう。お前達人間は私のことをオメガデーモンと呼んでいたな」

「なるほどね、聞いたことがあるよ。確か、悪魔の中でも特に性質の悪いって奴だったっけ。勇者に倒されたって聞いてたけどな」

「そんな簡単に倒されるわけがあるまい」

　そう言うと、オメガデーモンは左手をアランに向けて伸ばした。

「おしゃべりはここまでだ」

　その左手が振るわれ、三日月形のエネルギーの塊がアランに向かって放たれた。アランは両手のナイフを交差させてそれをなんとか受けるが、押さえきれずに押し込まれる。だが、そのアランはナイフに精霊の力を込め、それをなんとか打ち砕いた。

　しかし、オメガデーモンはその隙にアランの横にまわっている。

「その程度か」

　その左腕が振るわれ、アランは吹き飛ばされて地面を転がった。オメガデーモンさらにそこに向けて三日月形のエネルギーの塊を放つ。

　だが、それは横からの剣の一閃に阻まれた。

「まさか、またあんたと会うことになるとは思わなかったね」

　落ち着き払った声を発したのは、皮の鎧に身を包んだ、まだ若さを感じさせる短髪の女性だった。その剣は強い輝きを発し、その姿は落ち着きを感じさせながらも、強さと激しさを併せ持っている雰囲気だった。

　その女性が振り返ると、アランはその見覚えのある顔に思わず息を呑んだ。

「ミラさん、なんでここに」

「それは色々ありましてね。まあそれはさておき、こいつは一人でどうこうできる相手ではありませんよ」

「それは確かにそうみたいだね」

　アランは立ち上がり、ミラの隣に並んだ。オメガデーモンはとりあえずミラだけに注目して口を開く。

「貴様は確か聖剣とかいうものの使い手だったか」

「覚えていてくれて嬉しいね。でも、十五年前と同じだと思ったら大怪我するよ。それに、その半分だけのところを見ると、あんたのほとんどは師匠に消されたまんまなんだろう？」

　ミラはにやりと笑うと、アランに目配せをして左前方に走り出した。アランはその意を察すると自分は右前方に走る。

　オメガデーモンはミラに狙いを定め、腕を振って先ほどまでと同じようにエネルギーの塊を放つ。だが、ミラが剣を握る手に力を込め、走りながら振るうとそれは軌道を変えられ、空に消えていく。さらに連続で攻撃されるが、ミラはその全てを弾き飛ばした。

「水の精霊よ！」

　そこに反対側から迫っていたアランが右のナイフを振り、水の刃がオメガデーモンに襲いかかった。しかしそれはわずかに体を反らされ、かわされてしまう。

　だが、そこでできた隙にアランは一気に距離を詰め、左のナイフを振るう。オメガデーモンはその一撃をバックステップでかわしてみせるが、逆方向からミラが駆け込んでくるのが見えた。

　一見したところまだ余裕のある距離だったが、ミラの踏み切る足に力が込められ、地面が陥没した。そして、ミラの体が矢のような勢いで放たれた。

「ハアッ！」

　気合の一閃はオメガデーモンの右半身の胴を切り裂いた。ミラは踏ん張って強引に体を止めると、すぐに振り返り、もう一度跳ぶ。アランもそれに合わせるようにナイフを投げた。

「消えろっ！」

　ミラの剣がオメガデーモンの右半身に袈裟切りに食い込んでいく。しかし、いきなりその半身が霧散すると、残りの左半身は急上昇をしていって、剣とナイフをかわした。

「聖剣の使い手よ！　この借りは必ず返してやろう！」

　オメガデーモンはそれだけ言い残し、空の彼方に消えていった。








    剣士の実力
    
「こっちだ！」

　ロニーが角を曲がると、そこには巨大な蜘蛛と向かい合っているエリルがいた。傷を負っている様子はないが、膠着状態にあるのは見てとれた。

「エリル！　助っ人に来たぜ！」

　ティリスが叫ぶと、エリルはなぜか少し嫌そうな表情を浮かべた。

「アラン様はどうされたんですか？」

「アランなら途中で出てきた奴の相手をしてる！　それより、苦戦してるみたいだな」

「ええ、街に被害を出すわけにはいきませんから」

　そう言っている間にも、蜘蛛はエリルに攻撃し、それをかわされている。それからエリルはティリス達のところまで一旦下がってきた。

「あれは大した力はないようですが、いつでも小さく分裂するので厄介です。街中では大技は使いにくいですから、片付けることができません」

「じゃあまずは街の外に出さないと駄目なのか」

　ロニーがそう言ったが、レンハルトは少し考え込むような仕草をしてから、空を見上げた。

「あの魔物を空に上げられたら、どうでしょうか」

「空にですか。確かにそれなら大丈夫でしょうが、誰がどうするんですか？」

「それは私がやりますので、あれの注意を引き付けてください。止めはエリルさんがお願いします」

　レンハルトは静かに言ったが、その様子には不安そうな様子は微塵もない。エリルはその自信を感じ、うなずいてから前に出た。

「では、私が正面と止めを引き受けます。ティリスさんとロニーさんは横からサポートしてください」

　返事を待たずにエリルは蜘蛛の目の前に走った。ロニーとティリスもそれに続く。レンハルトは一人でその場に残り、盾を両手で前方に突き出すという変わった構えをとった。

　エリルは一瞬だけそれに目をやったが、すぐに蜘蛛に意識を集中させた。蜘蛛は足を振り上げて襲いかかるが、エリルはそれを軽くさばいてみせる。

　さらに左からロニーがポールアックスで切りかかった。それは蜘蛛の足を切るが、浅く足を両断するまでにはいたらない。蜘蛛は足でロニーを攻撃しようとするが、そこに反対側からティリスが殴りかかって、蜘蛛の動きを邪魔する。

　しかし、殴りかかった箇所は小さな蜘蛛に分裂し、決定打は与えられない。ティリスは蜘蛛の攻撃を受けそうになるが、それはエリルの攻撃で防がれ、ティリスはそこから離脱する。

　エリルはその位置、蜘蛛の直下から、炎をまとわせた魔法槍を突き上げた。しかし、蜘蛛は後方に跳んでそれをかわす。

「行きます！」

　そこにレンハルトが盾だけを持って走りこんだ。そしてエリルの横を抜けると蜘蛛の真下に潜り込み、盾を上に突き上げる。

「破！」

　凄まじい気合と同時に、魔法とはまた違う力が盾から発して蜘蛛の腹を撃った。その力によって蜘蛛の体はさらに上空に打ち上げられた。

　エリルは驚くより前に魔法槍を横向きに構えてから、それを上に投げた。すると魔法槍は空中で止まり、炎を発して回転を始める。

「ファイア！　サイクロン！」

　エリルはその中心目がけて火の玉を放った。それは魔法槍に巻き込まれ、そこから炎の竜巻が生まれていく。その炎の渦は見る間に大きくなり、蜘蛛の巨体を飲み込んでいった。数秒間その炎の渦は燃え盛り、それが消えると蜘蛛は跡形もなく、黒い煤だけが落ちてきた。

　そして魔法槍の炎が消えると、それは自然に落下してエリルの手の中に収まった。エリルは周囲を見回したが、これ以上蜘蛛が出現する様子はない。

「どうやら、これで終わりらしいですね。では、アラン様のところに向かいましょうか」

　エリルはそれだけ言うと、すぐに歩きだした。ロニーはその後に続いたレンハルトを見て、何か言うべきか悩んでいる様子だった。

「何悩んでるんだよ」

　ティリスはその肩を叩いていった。ロニーは首を傾げながらその後を追うが、ふとエリルが振り向いているのに気がついた。

「話は後ですよ。それより、早くアラン様のところに案内してください。私は場所がわからないんですから」

「あ、ああ」

　ロニーは返事をしてから、走って三人の前に出た。

　それからしばらくして、エリル達がアランのいる場所に到着する。そこにいるミラの姿を見たエリルは、さすがに驚きの表情を浮かべた。

「ミラ様、なぜここに」

　ミラはそれに笑顔で手を振る。

「いいや、色々あってね。それより、初めて見る顔も沢山あるじゃないか」

　ミラはそう言って三人の顔を眺める。だが、その視線はティリスのところで止まりしばらくの間その顔を見つめた。

「名前は？」

「あ、えーっと、ティリスだ」

「よろしく。どうやら精霊の力を持っているらしいけど、どうも変な感じがするな」

「妙？」

「まあ私の弟が精霊使いだから、ちょっとわかるんだ。力が安定してないというか、乱れているというか、まあ後でじっくり見せてもらうとしようか」

　そこまで言ってから、ミラは何かに気づいたようで、改めてその場の全員を見回した。

「そういえば自己紹介がまだだったか。私はミラ、勇者様達の弟子で、アラン様のことは生まれたてのころから知ってる。で、この聖剣の使い手だ」

　ミラが腰の剣を軽く叩くと、そこに大きな足音が響いてきた。ミラが振り返ると、そこにはレモスィドが立っていた。

「聖剣とやらのことは知っているぞ、その上、勇者の弟子ということなら、これは期待できそうだな」

　エリルはその光景を見てため息をついた。ミラはとりあえずエリルに近づく。

「なんだあれ」

「おかしな魔族です。実は一緒に旅をしているのですけど、アラン様やバーンズ様にも勝負をふっかけていました。おそらくミラ様も目をつけられたのだと思います」

「ふーん、変わった魔族は一人じゃないってわけか。そういうことなら、さっさと済ませたほうがいいか」

　そしてミラはレモスィドのほうに近づいていく。

「あんた、名前は」

「レモスィドだ。お前はミラだったか」

「そうだ。相手をしてほしいんなら、今すぐでもいいけど」

「それは話が早いな」

　レモスィドはにやりと笑った。

「今から街の外に行くか」

「わかった」

　ミラも笑い、二人は歩き出した。アランとティリスはそれについていったが、他はエリルが止める。

「私たちは事後処理にあたりましょう。ミラ様ならあれと戦ってもまず大丈夫ですから。ところでレンハルトさん、あなたのことは後でしっかり聞かせてもらいますよ」

「ええ、わかっています。私もそのうち話そうとは思っていましたから」

「そういうことなら、よろしくお願いしますよ」

　そうしているうちに、兵士を引き連れたバーンズがこちらに向かってきているのが見えた。

　ロニーはその光景と、アラン達が行った先を見て、思わずぼやく。

「聖剣使いで勇者の弟子とか、レンハルトは妙にすごいことやるとか、何がどうなってるんだよ」

　エリルにそのぼやきは聞こえていたが、とりあえず無視していた。








    魔剣ティンガー
    
「さて、そのおかしな剣は抜かなくていいのかな」

　ミラは鞘のままの曲刀を携えるレモスィドに聞く。だが、レモスィドはただ笑った。

「それはお前の力次第だ。これを抜くような状況にしてもらいたいものだな」

「面白い。なにかいわくつきみたいだし、抜かせてやろうじゃないか」

　ミラは聖剣を抜き、その刀身を強く輝かせる。レモスィドもそれに応じて鞘をつけたままの曲刀を構えた。

「おい、聖剣ってなんなんだよ」

　ティリスがアランを突っついたが、アランは振り返りもせずに口を開いた。

「見てればわかるよ。それにあの人は僕より強いから、参考になるんじゃないかな」

　そう言っている間にも、ミラは地面を蹴った。勢いにのった一撃がレモスィドの構えた曲刀を打ち、ミラはそのままその背後に駆け抜ける。

　レモスィドはミラの一撃をなんとか受け流していたが、その力強さは十分に実感できたようで、その表情は実に楽しそうだった。

「いいぞ！　人間にしてこの力とはな！」

「今のを受け流すなんて、あんたもやるじゃないか」

　二人は最初とは位置を入れ替えた状態で、今度は同時に地面を蹴った。互いの剣がぶつかり合い、その場に衝撃が広がる。

　ミラはすぐに後ろにステップし、間合いをとると、じりじりと横に動き始めた。レモスィドもミラとは逆方向に動きだし、二人は円を描いた。

　その位置がちょうど入れ替わるタイミングで、今度はレモスィドが仕掛ける。ミラは上段から振り下ろされた曲刀を右足を軸にして回転してかわすと、そのままの勢いで剣を横に薙いだ。

　だが、レモスィドはそれを後ろにステップしてかわすと、すぐに踏み込みながら逆袈裟に曲刀を振り上げる。ミラはそれを自分の剣で受け止めた。

　そして、二人はそのまま膠着状態に陥る。

「変わった光景だな」

　いつの間にかアランの隣に現れていたフィエンダがそうつぶやく。

「あの人間、レモスィドと互角か。私の知らないうちに人間も強くなったものだ」

「そうかな。でもあの人は特別だからね」

「そうなのか。お前達もそれなりの実力があるようだが」

「僕達も特別だよ」

「ほう」

　フィエンダはそれだけ答えると、ミラとレモスィドの方に意識を集中させた。そこで膠着状態だった二人は同時に離れる。

　レモスィドはフィエンダのことを見て笑みを浮かべると、無造作に曲刀を横向きにして体の前に突き出した。

「ちょうど見物も増えたことだし、この剣の真の姿を見せてやろう」

　柄を握る手に力が込められると、その根元の竜の口が開いた。

「魔剣ティンガーよ！　真の姿を現せ！」

　その瞬間、鞘が弾け飛び、その中から黒い炎のようなものがほとばしった。数秒後、その黒い炎は元の鞘と同じような曲刀の形になっていた。

「どうだ、なかなかのものだろう。魔剣というにふさわしいと思わないか？」

　レモスィドは黒い炎の魔剣の後ろからミラに問いかける。

「いい剣じゃないか」

　そう言ったミラの表情には驚きも恐れもなかった。レモスィドはその様子に満足そうにうなずく。

「いいぞ、その様子ならこの魔剣の力を存分に試すことができそうだ」

「よく動く口だな」

　ミラは聖剣を上段に構えた。レモスィドは魔剣を片手で中段に構えると、ゆっくりと前進していく。ミラはそれにかまわず一気に前に出ると、剣を真っ向から振り下ろした。

　だが、それはレモスィドの魔剣でしっかり受け止められる。そのまま魔剣の黒い炎が先端から枝分かれし、ミラに向かって伸びる。

　ミラは後ろにステップしてから剣でその炎を振り払った。そこにレモスィドが踏み込み、片手で小振りの斬撃を連続で繰り出す。

　一見なんということはない攻撃に見えるが、魔剣からは黒い炎が伸び、それも攻撃に加わる。それでもミラはその攻撃全てを受け、かわす。そして足元に攻撃が来た瞬間に跳び上がり、レモスィドの頭上を越えた。

　ミラが着地してすぐに振り向くと、レモスィドもすでに振り返って魔剣を構えていた。

「なんとも性質の悪い剣じゃないか」

「そうだろう、俺の最高傑作だからな。しかし、この力をここまで使える相手が人間とは驚きだ」

「それなら、もっと使えるようにしてやろうか」

　ミラは体勢を低くすると、その足元から風が巻き起こり始める。そして、ミラの体は一瞬で加速してレモスィドに迫った。

　最初の一撃以上の勢いで突進するミラに、レモスィドは魔剣の黒い炎をより一層燃え上がらせて迎え撃つ。

　だが、風をまとったミラの一撃は黒い炎を打ち払い、そのまま肩からレモスィドに体当たりをくらわした。レモスィドはよろめくが、それでもなんとか直撃は避けていて、ミラにそのまま倒されることだけは避けていた。

　体当たりをかすらせたミラは、すぐに踏ん張って無理矢理勢いを殺すと、もう一度姿勢を低くして構える。レモスィドも体勢を立て直し、魔剣を構えるが、今度は黒い炎を収束させて、さらに鋭い黒い刃を作り上げた。

「お前のそれは精霊の力か」

「そう、ちょっと預かってきたんでね。でも、私もここまでこの力を使わされるとは思ってなかったよ」

「それは嬉しいことだ」

　そこでレモスィドは口を閉じ、二人の間には研ぎ澄まされた雰囲気が充満した。

　そして、二人は同時に地面を蹴った。アラン達も思わず息を呑んでそれを見つめたが、二人の刃が互いを傷つけることはなかった。

「やはり気がついていたか」

「そっちこそな」

　ミラの聖剣はレモスィドの背後の影を、レモスィドの魔剣はミラの背後の影を貫いていた。聖剣と魔剣に貫かれた影はその場で霧散する。

　それから二人は離れると、まずはミラが剣を鞘に収めた。レモスィドも魔剣を握る手から力を抜く。すると弾け飛んだ鞘が戻ってきて、柄の竜の口が閉じると、再び鞘が形成された。

　ティリスは驚いていたが、アランとフィエンダはあまりそういう様子は見せない。

「やっぱりミラさんはすごいな、いまだに勝てる気がしないよ」

「確かに、人間離れした強さだというのはよくわかった。だが、あの影はなんだ」

「あれは悪魔が使ってるものだよ。さっき本体が出てきたんだけど、ミラさんに追い払われたんだ」

「ほう、悪魔か。しかし、そういうことならまだ近くにいるのではないか？　例えば」

　そこでフィエンダが腕を振ると、少し離れた場所の地面から土の槍が突き出し、何かを貫いた。だが、その貫かれたものは、それをすり抜けて空中に浮かぶ。

「魔族や人間の分際で目障りな連中だ」

　ミラにやられた半身をすでに回復させているオメガデーモンだった。レモスィドはその不完全な姿を見ると楽しそうな表情になる。

「いい姿だな悪魔。お前は果たしてこの魔剣に見合うだけの力があるか、今すぐ確かめてやろうか？」

　オメガデーモンはその挑発的な言葉をあからさまに無視した。

「今はお前たちの相手をしている暇はない」

　そう言うとその場を去ろうとしたが、それは見えない壁に阻まれ、動きが止められる。

「せっかく来たのに、そんな焦ることはないと思うんだけど」

　ファスマイドの声がその場に響いた。

「貴様！」

　オメガデーモンの激しい一言に、その上に現れたファスマイドは穏やかな表情をしている。

「まあ、せっかく来たんだから、少しゆっくりしていってくれてもいいじゃないか。せっかく僕が呼んだゲストもいるんだから」

　そう言うファスマイドの視線の先にはミラがいる。ミラは軽く肩をすくめてため息をついた。








    物好きな逸脱者
    
「さて、どうする？　僕の張った結界でここからは逃げられない。不完全な状態じゃ、いくら悪名高いオメガデーモンといえど、この面子の前ではいささか不利じゃないかな」

　ファスマイドは実に楽しそうな様子で語る。しかしそれだけで、これ以上手を出すような様子はない。

　一方、剣を収めたミラとレモスィドは距離をとって並んで立ち、油断なくオメガデーモンを見つめている。アランも同じようにしていたが、ティリスだけはいまにも飛びかかりそうな顔をしている。

　オメガデーモンはその四人から目を放さずに地面に降りた。そして、自分の右の半身である黒い何かを左手でつかむと、そこから魔力の波動が広がり、黒い何かはまるで生身の体のように変化していった。それは左半身と奇妙なまでに左右対称に出来上がっている。

「この体でも貴様らを相手にするくらいは簡単だ」

「見せてもらおうじゃねえか！」

　ティリスが叫びながら飛び出し、オメガデーモンに殴りかかった。

「甘いな」

　しかし、その拳はオメガデーモンの片手で止められてしまう。もちろん、オメガデーモンの体は後退はしているが、それでも姿勢は崩れていない。オメガデーモンはその拳をつかむと、ティリスを振り回して放り投げた。

　放り投げられたティリスは空中で体勢を立て直してなんとか着地してみせる。ティリスはもう一度飛びかかろうとするが、いきなり目の前の地面が隆起してそれは阻まれた。

「何をするんだよ！」

　ティリスはアランに向かって叫んだ。地面に手をついていたアランは首を横に振る。

「ティリス、今の君じゃ無理だよ。ここは」

「俺に任せてもらおうか」

　レモスィドが魔剣を構えて一歩踏み出した。オメガデーモンはそれを見て鼻で笑う。

「下等な魔族が。おとなしく我らの器になっていればいいものを」

「そんなことは知らんなあ。俺は悪魔とかいう連中は嫌いなんだ」

　そして、レモスィドはその場の全員を見回した。

「お前達、手を出すなよ」

　ミラは黙って後ろに下がり、アランはティリスに駆け寄ると、その肩に手を置いて押さえる。フィエンダは無表情でいるだけ、ファスマイドは楽しそうな表情を浮かべているだけだった。

「魔剣ティンガーよ！　真の姿を現せ！」

　竜の口が開くと鞘が弾け飛び、黒い炎の刃が姿を現した。レモスィドはその魔剣を無造作にぶら下げてオメガデーモンに近づいていく。

　そして、あと数歩のところまで近づいた時、魔剣をオメガデーモンに突きつけた。

「もう一度言っておくが、俺は悪魔なんてのは嫌いなんだ」

「それがどうした。だが、貴様の体は中々に強靭そうだな、使うにはちょうどいい」

「それは断る」

　レモスィドは黒い炎を燃え上がらせると、魔剣を振ってそれを飛ばした。炎はオメガデーモンの目の前まで到達すると、八方に分散して全方位から襲いかかっていく。

　オメガデーモンはその一発を手で弾こうとしたが、その直前でその手を止め、そのまま前に突っ込んだ。

　一発の炎がオメガデーモンの腕を焼いたが、大したダメージもなく炎の弾幕を潜り抜けた。だが、そこにはレモスィドが魔剣を横薙ぎに振るっている。

　オメガデーモンはその一撃をかわしきれず、右腕を切り落とされた。しかし、まるでダメージがないかのように残った左腕でレモスィドを殴り飛ばすと、追い討ちはかけずにその場に急停止した。

「その剣は中々の力だ。だが、この程度」

　そして、オメガデーモンは切り落とされた左腕を再生した、かのように見えた。

「グッ！　なに！」

　だが、その左腕の根元には黒い炎があり、傷口を焼いていく。レモスィドは立ち上がってから、その光景を見て口元に笑みを浮かべる。

「どうだ？　俺の作った魔剣の味は。その炎は簡単には消えないぞ」

「ふざけるなよ」

　静かにそう言ったオメガデーモンは自分の左肩を切り落とし、炎から開放された。そして、すぐに切り落とした部分全て再生させる。レモスィドはそれを見ても全く動じない。

「悪魔は悪趣味だな。俺はお前らのそういうところが嫌いなんだよ」

　レモスィドはそれから魔剣の黒い炎を増大させ、それを軽く振ってから構えた。

「お前らと一緒になるくらいなら人間とつるむほうがずっとましだ」

「下賎な存在が」

　オメガデーモンは吐き捨ててから、右手を突き出し、その先端にエネルギーを集中させた。レモスィドはそれにかまわず、地面を蹴って突進する。

　魔剣とエネルギーの塊が激突し、その場に衝撃が走った。レモスィドはその勢いを利用して大きく後ろに飛び退き、地面に片手をついて体を止めた。一方オメガデーモンは上空に飛んでその衝撃から逃れている。

　レモスィドは立ち上がると、フィエンダのほうを振り向いて笑った。

「どうだ？　俺の魔剣は悪魔にも通用するぞ」

「全力を出せない不完全な悪魔に、だがな。それより、まだまだ決着はついていないぞ」

　楽しそうなレモスィドと違い、フィエンダは無表情で抑揚なく答えただけだった。

「相変わらずな奴だ。まあそこで見てろ」

　レモスィドは再び魔剣を構えた。だが、オメガデーモンは空中に静止したまま構えもしない。

「どうした？　逃げ腰か？」

　レモスィドが大声を出すが、オメガデーモンは空に向けて左手を上げた。ファスマイドはそれを見て小さくため息をつく。

「思ったより早かったか」

　その言葉と同時に、その場の空気が変わった。オメガデーモンは左手を下げると、その場の全員をゆっくりと見回した。

「これ以上貴様らなどを相手にしている暇はない。だが、時が来たらまた相手をしてやろう」

　そしてオメガデーモンはその場から飛び去っていった。レモスィドは舌打ちをしてそれを見送ると、魔剣の鞘を戻した。

「ファスマイド、どういうことだ」

「別に、結界を破られただけさ。急ごしらえだし、こんなもんだね」

「そうか、それは残念だ」

　レモスィドは魔剣を収めるとさっさと街に向かって歩き出した。フィエンダもそれに続き、その場から立ち去る。

「さて、今日は色々大変だったようだね」

　一人残ったファスマイドはアラン達三人に語りかける。まずはミラが一歩前に出た。

「さて、なんで私をここに呼んだのか、理由を聞かせてもらおうじゃないか」

「そうしたほうが面白くなるだろう？」

　ミラはその答えを予想していたようで、軽く首を横に振った。

「それなら、ソラもさっさと連れてきてもらおうか。そのほうが面白くなるだろう？」

「もちろん、君の弟の力があればもっと面白くなるからね。宿屋で待っていてくれれば、すぐに連れて来てあげよう」

　そしてファスマイドの姿はいきなり消えてしまった。ミラはそれからアランとティリスのほうに向き直る。

「では戻りましょうか、アラン様。それからティリス、あんたには後で話がある」

「そうだね、ティリス戻ろう」

　何か言いたそうなティリスの手をつかむと、アランは歩き出した。








    今後の相談
    
　宿に戻った三人を迎えたのは残っていた一行の全員だった。その中のバーンズはミラの姿を見て多少驚いた表情を浮かべた。

「ミラ、久しぶりだな。だが、なぜここに」

「それは色々あって、それより、バーンズさんもお久しぶりです。それからエリルも」

「はい、ミラ様」

　エリルは頭を下げた。そして、後ろにいるレンハルトとロニーに視線を向ける。

「こちらはレンハルトさんにロニーさんです。旅の仲間ですね」

「そうか、私はミラだ、よろしくな」

「レンハルトです、よろしくお願いします」

「俺はロニーだ、よろしく」

　ミラは二人にうなずいてみせてから、アランに顔を向ける。

「アラン様、どこか落ち着いて話せる場所はありますか？」

「それなら、ここの食堂でも借り切ろうか。時間も遅いし大丈夫だと思うよ」

　それからアラン達は食堂を借り切り集まっていた。そこにはなぜかアンネットも同席している。とりあえずエリルは椅子に座らずに立ったままで口を開いた。

「今夜は色々ありすぎましたので、とりあえず私が仕切らせていただきます。まずはレンハルトさん、あなたの正体から、教えていただけますか？」

「わかりました。私が修行中の身であるのは嘘ではありません。しかし、私はある方の命を受けて旅をしているのです」

「それは、かなり有力な方とお見受けしますが」

「はい、ロベイル王国の女王、キアン様です。そして私に下された命令は勇者の捜索」

　それを聞いて、バーンズとミラはため息をついた。エリルは特に表情を変えない。

「つまり、あなたはロベイル王国に仕えているわけですね」

「そうです。しかし、私は勇者の捜索という目的以外は全て自由に行動することを許されています。それに、時間の制限もありません」

「それはまた、寛大と言いますか、思い切ったことですね。さて、それではあの魔物を空中に弾き飛ばしたのは、どういった術なのでしょうか？」

「あれは気導術というもので、私が旅の途中で学んだものです。魔法とは違う力ですが、それほど便利なものではなく、ああいった使い方くらいしかできません」

「なるほど。では、レンハルトさんに関してはこのくらいにして、今夜の襲撃についての話を始めましょう」

　エリルがそこまで言うと、ドアが開かれ、レモスィドが入ってきた。

「その話なら、俺も加わってやろう」

　それにアランがうなずくと、レモスィドはてきとうな椅子に腰かけた。エリルはやはり表情を変えずに、続けて口を開く。

「まずは今夜の襲撃について整理します。アラン様とティリスさんが例の魔物に遭遇したのが最初で、次に蜘蛛のような魔物がロニーさんの前に現れました。私が相手をすることにしましたが、数が多い上に、一つにまとまって巨大化したりなどで厄介なものでした。ですが、それはレンハルトさんの協力で撃退することができました」

　エリルはそこで言葉を切った。そして、今度はアランが口を開く。

「その続きは僕が話したほうがいいだろうね。まあその魔物をエリル達が片付けてる間に、僕はオメガデーモンと遭遇していたんだ。まあ強かったんだけど、ミラさんが来てくれたおかげで撃退できた。で、その後はそこのレモスィドがミラさんと立ち合っていたんだけど、そこにまたオメガデーモンが出てきたわけだね」

「それは俺が追い詰めたんだがな、逃げられた」

　口を挟んだレモスィドにアランはうなずいた。

「まあ、深追いしなくてよかったと思うよ。あいつはまだ何か隠しているものがあると思うし。というわけで、これで今夜のことは全部かな」

「ありがとうございます、アラン様。では、これからのことですが、アンネット様、まずご意見を伺いたいのですが」

　話を振られたアンネットは座ったまま目を閉じ、しばらくしてから静かに声を出した。

「そうですね。今回オメガデーモンを撃退したとは言っても、そのダメージを回復させたならまた行動を起こすのは確実だと考えられます。今回の件を見る限り、それなりの攻撃を仕掛けてくるだけの力はあるようなので、しばらくは油断ができないと思われます。ですから、こちらとしましても、手段を選ばず、対策を立てなくてはなりません」

　そう言ったアンネットの目はレモスィドに注がれている。レモスィドはそれにニヤリと笑った。

「俺の力が欲しいか？」

「もちろん、お願いします」

「それは、俺が何者か知っていて聞いているのか？」

「はい。だからこそお願いします」

　アンネットの言葉にレモスィドは笑い、そこにかけられた言葉にさらに笑った。

「いいだろう、それなら協力してやる。俺も悪魔は嫌いだからな」

　それからレモスィドは自分の魔剣を外し、目の高さまで持ち上げた。

「また会ったら、今度こそこの魔剣の力を存分に味あわせてやろう」

「それは心強いことですね」

　エリルが皮肉っぽく言うが、レモスィドは特に意に介する様子はなく、アランに視線を固定して口を開いた。

「で、アンネットとか言ったか。お前はあの悪魔の目的はこのアランだと思っているのか？」

「そう考えてはいましたが、今夜の件で間違いはないと確信できました。できれば我が国からも護衛をつけて差し上げたいのですが、残念ながら今ここにいる方々よりも腕の立つ人材もいませんので、周辺のサポートをすることしかできません」

「それで十分助かります」

　エリルはそう言ってアンネットに軽く頭を下げた。

「しかしアンネット殿、今夜は街に被害を出さずに対応できましたが、これからもそうできるとは限りません」

　バーンズの言葉に、アンネットは首を横に振った。

「マグダレン様はそのことに関しては覚悟の上です。悪魔の矛先がいつどこに向くかはわかりませんし、それならば狙いのはっきりしている今こそ、その問題を解決すべきだと思います」

「なるほど、そういうことであれば、私達も全力で戦いましょう」

　バーンズは力強く言い切った。アランやエリルもうなずく。そして、ティリスは勢いよく立ち上った。

「よし！　次は逃がさないぜ！」

「いいや、あんたのことは少し預からせてもらう」

　気合の入っているティリスに、ミラが静かに言った。

「預かるって、どういうことだよ」

「そのままの意味だ。あんたは素質はあるようだけど、力の使い方がまるでなってない。だから、しばらく鍛えてやろうっていう話だよ」

「それはいい話だね。ティリス、是非お願いすべきだよ」

「確かに、すごく強かったな。わかった、よろしく頼む！」

　ティリスはアランの言葉に同意して力強く宣言した。ミラは笑顔でうなずく。

「それなら、明日から早速始めよう。時間もないことだし、厳しくいくから、覚悟しておくように」

　そこで話は打ち切りといった雰囲気になった。








    修行の身
    
　オメガデーモンの襲撃から二週間。何事も起こらなかったが、アラン一行はその存在を公表されてから、宿からトルビンの屋敷に居所を移していた。ミラの弟であるソラも、ファスマイドの転移能力で連れてこられて一行に合流している。

　だが、ティリスだけはミラとソラの兄弟に鍛えられるために、ずっと街の外に出ていた。

「うわ！」

　ティリスの体が吹き飛ばされた。だが、それをやったミラは息も乱さずに済ました様子で立っている。

「どうした、まだまだ力の集中ができていないぞ」

　ミラは厳しい声を出した。

「そうだね。もっと君の中にある精霊の力を生かさないといけない」

　それに続けて、ミラの弟、ローブを着て杖を持ったソラも穏やかに言った。

「でも、そんなこと言ってもよ。いまいちよくわからないんだ」

「何度も言ったけど、自分の中の精霊の力を感じ取るんだ。君はまだ精霊の力を感じ取れていないようだけど、それでもそれだけの力が使えるんだから、しっかり意識できればもっと大きな力が使えるはずだよ。練習を思い出すんだ」

「意識か、意識意識」

　ソラの言葉に従い、ティリスはぶつぶつ言いながら目を閉じたりしていたが、特に変化はない。ミラはそれを黙って見ていたが、ソラはそこに歩み寄っていく。

「見ててごらん」

　そして手を軽く動かすとその軌道に炎が現れ、消えずに残ったままになった。

「僕の力は君と違ってこうやって外界に働きかけるものだけど、基本は変わらない。集中できれば、瞬間的でなく、こうやって安定して力を使うことができる。そして」

　ソラは今度は指をまわした。炎はそれに従うように勢いよく空に登っていき、派手に爆発をした。

「こうやって瞬間的に力を発揮させることもできる。君がやるのはこれなんだ」

「そんなこと言っても、あたしにあんたみたいな芸当はできないぜ」

「いいや、君は精霊の力がほぼ身体能力の強化だけに現れるというかなり特殊な事例だ。だから、こうすることは難しいわけだけど、それを体の中にイメージするんだよ。さっき姉さんも言ったけど大事なのは力をしっかり集中させることなんだ」

「体の中に集中か。じゃあ、この右腕に！」

　ティリスは右の拳を握り締め、それを突き上げた。すると、その握られた拳から炎がほとばしった。それを見たミラは聖剣を抜く。

「さあ、それでかかってくるんだ」

「よっしゃ！」

　ミラは気合を入れると、右の拳で地面を殴りつけた。そこから地割れが発生し、炎がミラに向かって走っていく。

　ミラがそれに向かって輝く聖剣を振るうと炎はその圧力にかき消された。

「やっと私に剣を抜かせたな、その調子だ。次は足に力を集中させてみるんだ」

「足、足だな」

　ティリスはそうつぶやき、今度は足を踏みしめる。一瞬そこから炎がほとばしったかと思うと、ティリスの体は弾かれたように飛び出した。

　だが、あまりの勢いにティリスは方向を定められずに、ミラの立っている位置からはずれた方向にそれていってしまった。そのまま着地失敗して地面を勢いよく転がるが、それでもティリスはしっかりと立ち上がった。

「できるじゃないか」

　ミラは笑顔を向けた。だが、ティリスは歯を食いしばってもう一度構えた。それを見たミラは笑顔を消し、聖剣を構えた。

「その調子だ。さあ来い！」

「おう！」

　再びティリスの足元から炎がほとばしり、今度は一瞬の溜めの後、飛び出した。今度は一直線にミラに向かって突進し、右の拳を叩き込んだ。ミラは聖剣を握っていない左手でそれを受けたが、その体は一気に後ろに後退させられた。

　そして、それが止まってから、二人はその体勢のまま、互いに笑った。

「だいぶこつをつかめたぜ、これならいけそうだ」

「そうだ、こんなものじゃ、まだまだ。でも、やっと成果が出てきたじゃないか」

　そしてミラはつかんでいたティリスの拳を離し、聖剣を鞘に収めた。

「今日はこれくらいにしておこう。いいかげん、悪魔がまた動き出してもおかしくない」

　そう言って、ミラは街に戻り始めた。ティリスはそれを見送って立ち止まっていたが、その肩が後ろから叩かれる。

「さあ、戻るよ。姉さんの言う通りだから、力は温存しておいたほうがいい」

「そうだよな」

「そう、それに精霊の力のコントロールの練習ならいつでもできるんだ。君はそれさえできれば、もっと強くなれるよ」

「ああ、それにしてもあんたはすごいな」

「いいや、僕よりもアラン様のほうがすごいよ。アラン様の力は僕よりもずっと強い。もっとも、その力が使われたことはないんだけどね」

「そうなのか。それは見てみたいもんだぜ」

「できればそんなことになって欲しくはないものだけどね」





　トルビンの屋敷に戻った三人を迎えたのはアンネットだった。

「アンネットか、一体どうしたんだ？」

「ミラ様、ソラ様、重要なお話があります」

「わかった、すぐに行こう。ティリス、あんたは戻ってるんだ」

「ああ、わかった」

　ティリスは多少戸惑った様子を見せたが、すぐに屋敷の中に入っていった。ミラとソラはアンネットの先導で用意されていた馬車に乗り込んでいった。

　馬車の中でアンネットと向かい合ったミラはすぐに口を開く。

「それで、なんで私達だけに用があるんだ」

「はい。お二人にはアラン様達とは別に行動していただいたほうがよいというのが、マグダレン様のお考えです」

「執政のお考えはわかりました。しかし、狙われているのがアラン様ならば一緒に行動していたほうがいいと思いますが」

　ソラがそう言うと、アンネットは首を横に振った。

「直接的にアラン様を狙うのではなく、周囲から攻めてくる可能性もあります。そうなった場合被害が周囲に及び可能性もありますので、お二人にはそれに対応していただきたいのです」

「つまり私達は遊撃隊か。でも二人だけじゃな」

「そういうことでしたら、もちろんバックアップいたします。それに勇者の弟子たるお二人なら、たいていてのことには対応できると思いますが」

「それならある程度はできる。でも、悪魔相手だと、簡単にはいかないな」

「しかし、例えばアラン様達やあるいはミラ様達が合流するまで、足止めをすることはできると思えますが」

「それなら大丈夫じゃないか？　まあファスマイドの奴が手を貸せばいいんだろうけど、どうせ何もしないだろうし」

「では、私の案を実行していただけるということでよろしいのでしょうか」

　ミラはうなずき、ソラのほうを見た。

「僕もそれでいいと思いますよ。一緒に行動するのもリスクがあるでしょうし、あえて分散して行動するのもいいですね。それに、身分を明かしたので、現実にアラン様達の行動は制限されていますから、そのぶんは僕達がやらないといけないでしょうからね」

　アンネットはソラの言葉に深々とうなずいた。

「おっしゃる通りです。では、詳しいことはマグダレン様のもとでご相談ということでよろしいでしょうか」

「じゃあ、それまでゆっくりさせてもらうとしようか」

　ミラはくつろいだ姿勢になり、馬車はゆっくりと進んでいった。








    私人だけど公務とか色々
    
　一方その頃、アランはトルビン邸の一室でエリルにスケジュールの説明を受けていた。

「本日はこれから面会の申し込みが三件」

「ちょっと待った。改めて聞くんだけど、なんで僕がこんなに忙しいのかな」

「私も改めて言いますが、アラン様とつながりを持ちたいと思う人は多いのですよ。それに、講演や治療なんていうものも引き受けるからです」

「僕は一般人なんだからお偉いさんと会わなくてもいいと思うんだけどな。講演と治療はまあ、この街の人達には迷惑かけるだろうから、その埋め合わせみたいなものだけどさ」

「残念ながら、アラン様のことを一般人と思う人はいません。それはおわかりになっていると思いましたが」

「ああ、それはわかってるよ。でもなあ、ティリスはずっとミラさんやソラさんと修行してるし、正直羨ましいよ」

「ティリスさんはまだまだ未熟ですから、戦力になってもらうためには必要なことですよ。それにミラ様やソラ様になら、アラン様はさんざん稽古をつけられたと思いますが」

「まあそうだけどね。ロニーもレンハルトを引っ張りだしてなんかやってるし、ちょっとね」

「気導術の応用を考えているようですが、うまくいきますかどうか。それはさておき、バーンズ様はもっと忙しくされているんですから、アラン様もしっかりしてください」

「バーンズも少しは歳相応になればいいのにな」

「そうでないおかげでアラン様の仕事が減っているんですから、大変素晴らしいことだと思いますが」

「そうだね、わかったよ。じゃあ手配のほうは頼むから」

「はい。すぐに取りかかります」

「僕は少し散歩してくるよ」

　アランは部屋を出ると、広大な庭に向かった。そこではロニーとレンハルトがなにやら身振り手振りを交えて真剣に話をしていた。

「ずいぶん熱心だね」

　声をかけられたロニーは手を止めて顔を上げた。

「よおアラン。色々忙しいんじゃないのか？」

「まあそうだけど、今はちょっと休憩だよ。それより、気導術のほうはどうなのかな」

「それは中々難しくてな。まあ廃れた理由はわかる気がする」

「しかし、ロニーさんは筋がいいですよ。私よりはるかに飲み込みが早い」

　レンハルトの言葉にアランは感心したようにうなずいた。

「それは楽しみだね。じゃあ、しばらく見学させてもらおうかな」

　アランは手近な岩に腰かけた。そして、ロニーは近くに置いていたポールアックスを手に取ると、それを構えた。レンハルトはその横にまわって腕を組む。

「では、またそのポールアックスに意識を集中して下さい。ゆっくり、静かに」

「ゆっくり、ゆっくりだよな」

　ロニーはゆっくりと腰を落としていった。そして数秒、その姿勢を維持してから、一気に力を入れた。

「おらぁ！」

　ポールアックスが振るわれ、その衝撃が周囲の空気を動かした。だが、ロニーは軽く舌打ちをした。

「これじゃまだまだだな」

「いや、かなりよくなってます。これならあと少しで完成でしょう」

　ロニーはまだ物足りない様子だが、レンハルトはいい評価を与えているようだった。

「僕にも今のは悪くないように見えたね。かなりの威力があったじゃないか」

　アランも悪い顔はしなかったが、ロニーは納得いってないようだった。

「でもな、これじゃレンハルトみたいな威力は出せてないし、あの魔物やら何やらには通用しないと思うぜ」

　ロニーはポールアックスをもてあそびながらつぶやくように言った。アランはそれにうなずく。

「それは確かにそうかもね。でも君の武器なら、レンハルトとはまた違ったことができるだろうし、今の段階でもそれなりに効果はあるんじゃないかな」

「いや、レンハルトのは盾から強烈な衝撃波だけど、俺はもっとシャープに使いたいんだ。今のままじゃまだ鋭さが全然足りないんだよ」

「なるほどね。まあ頑張ってよ」

「ああ、お前のほうも色々頑張れよ」

「そうだね、頑張るよ」

「お気をつけて」

　レンハルトとロニーに見送られ、アランは再び歩き出した。入口付近まで来ると、ちょうど帰ってきたティリスが歩いているのが見えたので、アランは手を振ってみた。

「おーい」

　さらに声をかけると、ティリスはアランに気がついて足を止めた。

「今日は早いね」

「ああ、そろそろ悪魔が来るかもしれないからってさ。でも、二人ともアンネットと一緒にどこかに行っちまったよ」

「アンネットと？　そうか、多分僕が忙しいからそっちで手をうっておこうってわけだろうね。それなら僕達にも余裕ができそうだ」

「なあ、それより早く切り上げられて物足りないんだ。暇ならちょっとつきあってくれ」

「まあ、少しだけなら時間はあるけど。あいにく僕もこれからまた忙しいね」

「それでいい。やっとコツがつかめてきたから、見て欲しいんだ」

「それじゃ、あっちでロニーとレンハルトが色々やってるから、そこを借りようか」

　それから二人はロニー達のところに戻った。二人はアランとティリスの姿を認めると手を止めた。

「二人とも、ちょっといいかな。ティリスが力の使い方のコツを覚えたらしいから、見ていて欲しいんだけど」

「わかりました」

　レンハルトはうなずいて下がり、ロニーも同じようにした。そして、ティリスとアランは距離をとって向かい合う。

　だが、ティリスは手ぶらのアランを見て顔をしかめた。

「ナイフを抜けよ」

「いいや、精霊の力をしっかり使えるようになったのなら、僕も精霊の力だけを使って見させてもらうよ。気を抜かないで全力でこないと、怪我をするかもね」

「わかった、それなら遠慮なしでいくぜ」

　ティリスが腰を落とすと同時に、後ろに下げた右足から炎がほとばしった。そして、次の瞬間にはティリスはアランの目の前まで到達していた。

「オオオラアアアア！」

　そして拳がアランに襲いかかる。しかし、その前に土の壁が出現しティリスの拳はそれを打ち砕いた。

「なに！？」

　だが、その壁の向こうにアランの姿はない。

「こっちだよ」

　上からの声にティリスが反応すると、アランが上空を舞っていた。二人はその勢いのまま互いの位置を入れ替えて、着地する。

　ティリスはそこで踏ん張って反転し、右の拳を突き上げた。

「いくぜ！」

　突き上げた拳が炎をまとい、それが地面に叩きつけられた。そこから地割れと同時に炎がアランに向かって走る。

　しかし、アランが両手を地面につくと同時に、その地割れから水が噴出して炎を消した。その水は地割れから飛び出してティリスの体を倒した。

「さて、こんなものかな」

　アランは立ち上がって手を軽く叩いた。ティリスもずぶ濡れになりながら立ち上がり、悔しそうに腕を振った。

「クソッ！　まだお前は本気じゃないんだよな」

「いや、今のはけっこう危なかったよ。攻撃がくるのがわかってなかったら防げなかったかな。まあ不意をつくよりも、もっと威力そのものを高めるべきかもね」

「威力か。そうだよな、もっと威力が必要だ」

「アラン様」

　そこにエリルが姿を現した。

「そろそろ出発の時間です。運動もできたようですし、出発いたしましょう」

「ああ、わかったよ。じゃあティリス、僕は出かけるけど大丈夫かい？」

「必要なことはわかってるから、やってみるだけだ。見てろよ、お前たちみんな驚かせてやるからよ」

「楽しみにしてるよ。でもその前に着替えたほうがいいよ」

　そう言うと、アランはエリルと一緒にその場を離れた。








    白昼の襲撃
    
　トルビン邸で、エリルは事務室として借りている部屋に一人で残ってなにやら仕事をしていた。しばらくは何も邪魔が入らなかったが、そこにロニーノックをして入ってきた。

「あれ、アランはいないのか」

「アラン様なら出かけていますが、何かご用ですか？」

「いや、大した用じゃない。でもちょっといいか」

「少しならかまいませんが」

　ロニーは手近な椅子を引き寄せて座った。

「今まで聞く機会がなかったんだけど、なんていうか、アランはずっとあんな感じだったのか？」

「いいえ、旅に出てからアラン様は変わりましたよ。まあ雰囲気は変わりませんが、当然王宮ではあのほうが変わっていますから、今のほうが自由に楽しんでおられるのは間違いありません。それは確かにアラン様は一見気さくな方ですが、何も屈託のない方ではありませんので」

「そうなのか、色々あるんだな」

「ええ、傭兵とはまた違った苦労があるのですよ。しかし、私の個人的な見解を述べさせてもらえば、アラン様が今こうして自由にしているのは喜ばしいことですね。それには一応あなたも役に立っていると思いますよ、ロニーさん。まあティリスさんほどではないと思いますが」

「ティリスと？　そういうふうには見えないぜ」

「私はアラン様とは長いので、大体わかります」

「そうか。じゃあ俺が特になんか特別にやったほうがいいこととかはないよな」

「ええ、そうですね。今のままでいていただければそれでいいと思います」

　エリルの言葉にロニーは立ち上がった。

「わかった。そういうことなら、今まで通り気楽にやらせてもらうぜ。なんとなくあいつは危なっかしいところもあるしな」

　それだけ言うとロニーは部屋を出て行った。

「意外と鋭いところもありますね」

　エリルはつぶやくと自分の仕事に戻った。





　その頃、アランは街の集会所に到着していた。そこにはすでに多くの人が集まっていて、兵士によってしっかり整理されているが、野次馬も多かった。

　人々がアランの姿を見つけると、ざわめきが起こり自然と通り道が空けられる。アランは手を振ったりしながらその中心を通って集会所に入った。

　集会所の中、入ってすぐのホールには何人かの医者や兵士がいた。その中の一人の医者がアランに近づいてくる。

「アラン様ですね。初めまして、私はパウロスと言います」

「ああ、初めまして。見たところ医者なのかな」

「そうです。この国で最大の医療院を任せて頂いています」

「なるほどね。でも、僕が使うのは精霊の力だし、あまり参考にはならないと思うけど」

「いえ、精霊の力を間近で見る機会はなかなかあるものではありませんし、もしかしたら応用できる発見があるかもしれません」

「まあ、そうかもね。じゃあ、早速始めようか」

　アランは用意された椅子に座り、軽く手を叩いた。パウロスが医者や兵士達に指示を出し、並んでいた人々のなかの数人が屋内に入れられた。

　その中の一人の中年の女性が緊張した様子でアランの前に座る。アランは軽く笑いかけると、軽く右手を上げた。

「緊張しないで、体からを抜いて」

　そう言ったアランの背後に、水の影のようなものが現れた。それが中年の女性を包むと、その女性は一気に緊張がほぐれたらしく、表情が穏やかになった。

「水の精霊よ」

　アランがつぶやくと、女性を包んでいたものが淡い光を発した。数秒すると、その光は消え、影も引いていく。すると、女性は表情が明るくなり、突然立ち上がった。

「すごい！　ありがとうございます！」

　そして喜びに満ちた声で言うと、勢いよく頭を下げた。パウロス達はその女性を奥に案内する。それからパウロスは戻ってきてアランに耳打ちする。

「アラン様、あの方はどこが悪かったのでしょうか」

「喉が悪かったみたいだね。とりあえずは問題なくなったと思うけど、あまり悪い空気を吸わせると再発するんじゃないかな」

「そこまでわかるのですか。しかもあの短時間でとは、やはり精霊の力というのは偉大なものですね」

「まあそうだね。特に水の精霊は癒しの力を持っているし、希少だからね」

　それから十人が同じようにアランによって治癒されていった。そして、十一人目の少年がアランの前に立った時、アランはいきなり右手を前方に突き出した。

「伏せるんだ！」

　アランの叫びと同時に少年は手を突き上げ、そこに火の玉を形成した。

「プロテクション！」

　アランの突き出した手から魔法の盾が展開し少年が放った火の玉を遮る。だが、その爆風は押さえきれず、室内の小物は吹き飛ばされた。

　初動と同じように、アランの動きは素早く、立ち上がると同時に今度は左手を前方に突き出した。だが、その手は少年が後ろに下がったことで空を切る。

　そして少年は口を大きく開けると、そこから雷の矢をアランに向かって吐き出した。しかし、さらに踏み込んだアランが左手を開くと魔法の盾が展開し、それを打ち消す。

　アランはそのまま右手でナイフを逆手で抜き、少年に向かって振った。が、それは当る直前で止められる。その体勢で二人は動きを止めた。

「誰だか知らないけど、その子の体を開放してもらいたいね」

　数秒後、少年の口が開き、低い声が聞こえた。

「なるほど、確かに中々やるな。この体では無理だったか」

　それと同時に、少年の背から赤い霧のようなものが立ち上り、その体は崩れ落ちた。そして現れたのは、真紅の長い髪と真紅の瞳を持った、一見すると若い女だった。

「オメガ様のおっしゃる通り、あなどれない人間だ」

　アランはその女から目を離さず、左手でもナイフを逆手で抜く。

「初めて見る顔だね。名前は」

「我が名はフラウトゥーバ。オメガ様に仕えている」

　それからフラウトゥーバは両手を広げ、どちらにも火の玉を出現させた。

「さて、お前はこれをどう防ぐ？」

　その両手が上げられると同時に、アランは両手のナイフを床に突き刺した。

「水の精霊よ！」

　次の瞬間、フラウトゥーバの足元の床が割れ、水が勢いよく噴出した。直撃をくらったフラウトゥーバはその勢いのまま天井を突き破って外に出る。

「早くこのあたりの人達を非難させて！」

　アランはそれだけ叫ぶと、すぐにその噴出する水の中に飛び込み、その勢いに乗って外に飛び出していった。

　そして先に屋根の上に着地していたフラウトゥーバの反対側に降り立つ。フラウトゥーバはアランをじっと見つめながら、真紅の瞳を輝かせて濡れた体から湯気を立ち上らせている。

「なるほど」

　それだけつぶやくと、腰に手を当てた。

「お前の力をもっと見てみたくなってきたな。私の火とお前の水、試してみるか」

「悪いけど、そんなつもりはないよ。」

　アランは両手のナイフを順手に持ち替え、それを構えた。








    追い詰められた結果
    
　屋根の上でアランとフラウトゥーバは静かに対峙していた。下では兵士達が集会所に集まった人々を避難させている。

　フラウトゥーバはそれをちらりと見てから、アランに向かって笑った。

「人間は弱いな。ほとんどはただ、ああして逃げることしかできない」

「それがなんだって言うんだい？　力なんていうのはほんの一面でしかないよ」

「ほう」

「戦うのはそれができる人間がすればいいことなんだ。まあ君のような存在にはわからないことかもしれないけどね」

「わからなくてけっこうだ。私が興味があるのはお前だからな」

　そしてフラウトゥーバは右手を突き出し、そこに火の玉を出現させる。

「さあ、始めようじゃないか」

　そこで先にしかけたのはアランだった。屋根がへこむほどの踏み切りをすると、フラウトゥーバに正面から突進していった。

「甘い攻撃だな」

　フラウトゥーバが右手を握ると、火の玉が爆発して、炎の壁を作った。だが、アランは全く躊躇せずにそこに飛び込んでいく。

「水の精霊よ！」

　声と共に右のナイフが振るわれ、水の刃が炎を切り裂いた。アランはその隙間を潜りぬけてフラウトゥーバの目の前まで到達する。

　そこでさらに左のナイフを振るうが、フラウトゥーバは素早く左に回っててそれをかわす。そして左手に炎をまとわせると、それをアランに向かって振った。

　だが、アランはそれを身を屈めてかわすと、フラウトゥーバに低い体勢から体当たりをした。それは空を切ってアランの体はそのまま屋根から飛び出していく。

　それを予測していたか、アランは空中で姿勢を崩さすに、着地と同時に前転して受身をとりながら着地した。フラウトゥーバはすぐに追い討ちをかけようとせず、屋根の上からアランを見下ろしている。

「周りを見てみろ、ほとんどの人間は逃げているようだぞ。これならお前も何も心配することはないだろう」

「そうらしいね」

　アランは立ち上がると、フラウトゥーバを見上げた。フラウトゥーバは屋根のふちに足をかけて身を乗り出す。

「さて、ここで提案だ」

　フラウトゥーバの突然の一言に、アランは表情を変えずに口だけ動かした。

「聞こうじゃないか」

　その返答にフラウトゥーバは満足そうにうなずく。

「今から一撃、強力な攻撃をしてやる。お前がそれを防げれば、この場は退いてやろう」

「僕の返事がどうだって攻撃はするつもりだろう？　まあ、本当に退くっていうなら受けるよ」

「それなら、行くぞ」

　フラウトゥーバが右手を空に向かって掲げた。火の玉が発生し、どんどん大きくなっていく。

「伝説の勇者ならこれくらい簡単に使ったと言うが、おそらく防ぐこともできたのだろうな。お前はどうかな？」

　そしてその右手が振り下ろされると、巨大な火の玉がアランに向かってゆっくりと落ちていった。アランは落ち着いた様子でナイフを地面に突き立てると、両手を体の脇に下げた状態でそれを見上げた。

「やらないわけにはいかないね」

　アランは両手を体の前で組み合わせた。

「大地の精霊よ」

　アランの目の前の地面が盛り上がり、火の玉にたいして壁のようになった。それに火の玉がぶつかる直前、アランは目をつぶり、組んだ手に力を入れた。

「大地と水の精霊よ！」

　その瞬間、火の玉を囲むように左右と後ろに土の壁が出現し、続けてその周囲から水が噴き出し、火の玉は水と土の壁に包まれた。

　そして、火の玉は正面の壁にぶつかった瞬間、激しく爆発した。だが、その爆炎はアランが作り上げた水と土の壁に阻まれ、上にだけ抜けていく。

「その程度でいつまで防げるかな？」

　フラウトゥーバの言葉通り、爆炎はおさまるどころか徐々にアランの作り出した壁を押し広げていく。アランはそれを押さえようとするが、むしろ爆炎はさらに勢いを増していった。

「さあ、弾けるぞ！」

　水と土の壁が割れ、中の火の玉が全方位に弾け飛ぼうとし、爆炎の光が周囲を照らした。しかし、その光が引いた時には焼かれた地面と砕けた壁しかなく、周囲への被害は全くなかった。

「ほう、なんとか防ぎきったか」

　それだけつぶやくと、フラウトゥーバは屋根の反対側に飛び降りていって姿を消した。アランは地面に突き立てていたナイフを手に取ると、それを鞘に収めた。

　それからアランは周囲を見回したが、何も見つけられずにその場に立ち尽くした。





　その夜、アランはトルビン邸の食卓でその出来事を仲間達に話していた。話が終わると、まずはエリルが口を開く。

「アラン様が攻撃を防いだわけではない、というのは本当に間違いないのでしょうか？」

「それは間違いないよ、僕が作った防壁は間違いなく破られていたはずなんだ。だけど、何かがあの爆発を防いだ。それが何かはわからなかったけどね」

「ファスマイドの奴のおせっかいってことはないんでしょうか」

　ミラがそう言うが、アランは首を横に振った。

「たぶん違うかな。もっと大きな、何か得たいのしれないものを感じたんだ」

「そうですか。しかし、それが何にせよ、敵ではないのならそれほど気にすることもないと思います」

　エリルがそう言うと、アランはうなずいた。

「まあそうだね。今は気にしないことにしよう。でも新しい強力な敵が出てきたんだから、それの対策は考えないとね。あれは一人でどうこうできる相手じゃないよ」

「そうですね。ところで、ミラ様とソラ様はこれからどのように行動されるのでしょうか」

「一応アンネットのアイデアで遊撃隊として動くことになってる。今回はまだ動いてなかったから対応できなかったけど、次は大丈夫になるんじゃないか」

　ミラの言葉にエリルはうなずいてから口を開く。

「そういうことでしたら安心ですね。そういうことでしたら、私たちも一人にならないように行動したほうがいいでしょう。少々相手を侮っていましたね」

「それは確かにそうだね。最低でも必ず二人一組になって行動することにしよう。それで、ミラさんとソラさんが到着するまでは戦うよりも街に被害を出さないように時間を稼ぐことに集中したほうがいいかな」

「私もそれがいいと思います」

　バーンズが真っ先に反応して、口を開いた。

「ミラ殿やソラ殿と協力すれば、悪魔や魔族でも撃退することは可能でしょう。とにかくその体勢でしばらくは様子を見るのがよいでしょうね」

　一同はそれにうなずくが、ミラだけは笑顔で手を振った。

「バーンズさん、殿なんてやめてくださいよ。昔みたいに呼び捨てでいいですから」

　だが、バーンズは微笑を浮かべて首を横に振る。

「いいや、ミラ殿もソラ殿も今では私よりもはるかに強いのだ。その実力に見合った敬意を表しているまで」

「またまた、調子がいいんだから」

　ミラは笑って水をぐっと飲み干した。だが、むせてしまう。ソラはその背中を叩きながら口を開く。

「姉さん、バーンズさんはそういう人なんだから、諦めたほうがいいよ」

　なんとなく、それから食卓はなごやかな雰囲気が支配していった。








    嵐の前の
    
　翌日、アランはバーンズと共に街に出ていた。

「アラン様、今日はこれからどうされるのですか」

「昨日ので予定がなくなっちゃったからね、まあ散歩かな」

「しかし、落ち着いて散歩というわけにもいかないようですね」

　バーンズの言う通り、街の人々はアランを見ると話しかけようとしたり、注目したりで、落ち着いた雰囲気とは程遠い。

「まあそうだね。でも、これくらいなら問題はないよ」

「そうですね。マグダレン様もしっかり手をうっていただいいるようです」

「あとは悪魔達がどう動いてくるかだけど、無差別に攻撃してきたらどうしたもんかな」

「そうなりますと、我々だけでは間に合わない可能性もありますね」

「そうかもしれない。でも、もし魔物の大群が攻めてきたら手段は選んでいられないから、この街にも多少は被害が出るかもしれないね」

「アラン様、そこまでやるおつもりですか」

「そうなったらだよ、できるだけやらないつもりだから」

　そして、また街の違う場所では、エリルとティリスが歩いていた。

「しかし、魔族とかそういう連中も一気に来てくれりゃ楽なのにな」

「そんなことが起きたら大変なことになりますよ。少し考えればわかると思いますが」

「そうか？　まとめて片付けられれば楽じゃないか」

「いいですか、そうなったら街に被害が及ぶでしょうし、簡単なことではないんです。私達の力にも限界がありますからね」

「それもそうか。じゃあ、こっちから探し出して叩くのがいいよな」

「それができればいいのですけどね。相手も簡単には姿を現してくれません。だからこうして見回っているんです」

「でもな、こんな街中にいるもんなのか？」

「おとなしくしていれば、普通の人には魔族と人間の区別はつきません。ティリスさんはわかるようですけどね」

「まあ、あたしは鼻が利くからな」

「だといいですね。しかし、魔族を見つけたとしても、あまり先走った行動はとらないでください。あなたの力は以前よりも強力になっているんですから」

「それもそうだな。まあ見とけよ、しっかりやってやるから」

　エリルは何も言わずにティリスの顔を少しの間見てから、やはり黙って前を向いた。

　そして、ロニーとレンハルトはトルビン邸に残り、中庭で互いの武器を構えていた。

「俺達はここに残ってていいのかな」

　構えたままロニーは口を開いた。

「今はとにかく、この技を完成させましょう。私もロニーさんのおかげで新しい気導術の使い方が見えてきたところですから」

　レンハルトも構えを解かずに答える。

「そうだな、それができれば俺ももっと戦力になれるか。今のままじゃ、ちょっと居づらいところもあるしな」

「それは私も同じですから、集中してやりましょう」

「ああ」

　ロニーはポールアックスをまっすぐ振り上げた。レンハルトはそれに応じるように盾を前面に突き出す。

「オラアッ！」

　ロニーがポールアックスを勢いよく振り下ろすと、そこから細い縦の衝撃波が発生し、レンハルトに迫る。

「破！」

　だがレンハルトはそれに合わせて盾を突き出し、広範囲の衝撃波を発生させた。二人の放った衝撃波が空中で激突し、それが渦を作りながら一つにまとまっていく。しかし、それはしばらくして勢いを弱めると、消えてしまった。

　ロニーはそれを見てため息をついた。

「また駄目か。俺のほうがうまくできてないのか？」

「いや、タイミングがうまくいってないみたいですね。もう一度やってみましょう」

「ああ、そうだな」

　二人は再び構えをとった。

　その頃、ミラとソラの二人は街の見張り塔に立っていた。

「今のところ、おかしなことが起きる様子はないみたいだね」

「それは昨日もそうだったから、気は抜けないじゃないか」

「わかってるよ。でも、もし師匠達がいたらどうするかなと思うんだけど」

「今はいないんだから、私たちで何とかするしかないってことくらいわかってるでしょうが。何を今さら」

「そうなんだけど、なんとなく感じるんだよ。これから何か想像を超えたことが起こりそうな気がしてしょうがないんだ」

「何かか。まあ、それは私も感じてる。師匠達から逃れたあの残りかす悪魔が出てきてるんだ。それにおかしな魔族が三人も関わってる。これで何も起こらないほうがおかしい」

「それに、アラン様もいるわけだし」

「そうだな。あんたと同じ二つの精霊の加護を受けていると言っても、その潜在能力はずっと大きいんだよな」

「完全に力を解放したら天災級だと思うな。でも、アラン様の性格だと、よほどのことがない限りその力を使うことはないだろうね。安心していいのか、心配すべきなのか」

「それは大丈夫じゃないか、多分。今は一人じゃないんだから」

　ソラは黙ってうなずいた。





「全員、心構えはしっかりできているみたいだね。これなら楽しめそうだ」

　ファスマイドは街の上空に浮かびながらつぶやいた。

「何が楽しみなのだ」

「完全には程遠い悪魔といっても、それなりに強いし、その配下というか、まあ活きの良さそうな若い魔族も絡んでいるようだし、面白くなると思うよ。フィエンダ、君もよく見ておくといい、きっと君が研究しているものにとっても、参考になるだろうからね」

　フィエンダはファスマイドの言葉に眉だけ動かした。

「なぜ貴様がそれを知っている」

「楽しそうなことはなんでも知るのが僕の趣味だからね。君が精霊の力を研究していることは知っているよ」

「ほう」

「そのためには、今最高の力を持ってるアラン君の力を見ておきたいだろうね。力を使うような状況に追い込まれるのは、君にとっては嬉しいことじゃないか？」

「それが見るに値するものならばな」

　それだけ言うとフィエンダは黙りこんだ。そのまま二人は黙っていたが、ファスマイドがその沈黙を破る。

「ところで、レモスィドはどうしてるのかな」

「知らんな。余計なことをしなければそれでいいが」

「僕と違って彼は直接手を出すのが好きだから、そうはいかないかもね。どうしてもというならフィエンダ、君が止めればいい」

「ほう、だがそれでいいのか？　あれが何もしなくても問題がないと思っているのか」

「そう思うのなら、よく見ておくといいよ。人間の強さをね」

「勇者とやらもいないのにか」

「勇者と言っても、彼だって人間だったんだ。一人で強かったわけじゃない」

「わからん話だな」

「見ていればわかるよ。ああ、レモスィドがあんなところにいた」

　ファスマイドはレモスィドの姿を一際高い屋根の上に見つけた。フィエンダもその視線を追ってレモスィドを見つける。

「何を考えているんだろうね」

　ファスマイドはつぶやくが、フィエンダは黙ったまま目を逸らした。








    さらなる敵
    
　結局それから三日は何も起こらずに過ぎていった。そして四日目の朝、アランがバーンズと一緒にトルビン邸を出ると、門の前にマントに全身を包んだ妙な男が立っていた。

「誰だ」

　バーンズは背中の剣に手をかけてアランの前に出た。妙な男もそれに応じるように一歩を踏み出す。

「お前達がオメガ様の邪魔をしているものか」

「それならどうだっていうのかな」

　アランがそう言うと、妙な男は一歩後ろに下がった。

「顔を見に来ただけだ。我が名はエリオンダーラ、また会おう」

　それだけ言うと、エリオンダーラと名乗った男は足早に立ち去っていった。それを見送ったアランはしばらくして口を開く。

「あれも魔族かな」

「おそらくそうだと思います。敵が増えましたね」

「そうだね、中々大変なことになりそうだ」

「一度戻って相談をしたほうが良さそうですね」

「そうしよう」

　二人はトルビン邸に引き返していった。

　そして、仲間達全員が集まって、アランとバーンズの話を聞いた。話を聞き終わると、ティリスが立ち上がった。

「それならぐずぐずしてる暇はないだろ。むしろこっちから攻撃してやるべきじゃねえか」

「相手がどこにいるかわかっていないんですよ、焦ってもいいことはありません」

　エリルがたしなめると、ティリスはむくれて座った。

「それはそうだけど、何もしないわけにもいかないね」

　アランがそう言うと、エリルもそれにはうなずいた。

「確かにそうですね。さらに強力な敵が増えたとなれば我々も無策でいるわけにもいきません。もちろんティリスさんのように先走るのはいい手ではありませんが」

「それならどうするんだよ」

　ティリスがそう反応すると、アランが腕を組んで口を開いた。

「僕達が囮になるのが手っ取り早いかな。街の外でキャンプでもするのがいいかもね」

「それはいいかもしれませんね。しかし、我々全員でそうするのは危険なような気がしますが」

「それなら、ミラさんやソラさんが独自に動いているようだし、大丈夫なんじゃないかな。僕達は僕達でやればいいと思うよ」

　アランの意見にはレンハルトやロニーもうなずいた。

「それはいいんじゃないか。俺達だってそのほうが思い切ったことができるしな」

　ロニーの言葉にエリルも賛同するように口を開いた。

「確かにそうかもしれませんね。ではすぐに出発しましょうか、物資は後から運んでもらえばいいわけですからね」

「よし、じゃあさっさと出発しようぜ」

　ティリスはもう一度立ち上がった。今度はエリルもたしなめたりせず、立ち上がった。

「そうですね。そうと決まれば急ぎましょうか」

　それから一行はすぐに出発の準備を整えると、街を離れた。





　その日の夕方、街の外には小規模なキャンプが設営されていた。その中心で、アランは焚き火をいじりながら、食事の用意をしているエリルと向かい合って座っていた。

「さて、これからあいつらはどう動いてくるかな」

「おそらく私達の動きは見ているでしょうから、すぐに動き出すかもしれませんね」

「だからっていきなり攻めてこられても困るかな」

「なんだよ、そのほうが面倒がなくていいじゃねえか」

　後ろからティリスが口を出してきたが、エリルは首を横に振る。

「できれば各個撃破といきたいところですね、無駄に苦しい状況になりたくはありませんし。ですが、ティリスさんの期待している通りになる可能性は高そうだと思いますが」

「そうか、じゃあ歓迎してやんないとな」

　ティリスは自分の拳を合わせるとその場から離れた。アランはそれからロニーとレンハルト、バーンズのほうに視線を移した。

「あの二人も頑張ってるね」

「そうですね。見たところ成果も出ているようですし、あの調子なら何かあっても大丈夫でしょうね」

「そうだね、頼りになりそうだ」

　二人はしばらく黙っていたが、いきなりティリスが騒ぎ出してそれは中断された。

「あいつらだ！　近くにいるぞ！」

　アランとエリルはすぐに手を止めて立ち上がった。それとほぼ同時に、キャンプの周囲に火柱が立った。

「みんな伏せろ！」

　アランが叫びながら両手を地面につけると、その背後から水が噴出し、火柱に向かって降り注いだ。それによって火は鎮火したが、一行は誰も気を抜かない。

「さすがだな」

　フラウトゥーバの声が響くと、いきなりアランの数歩先に降り立った。そして、そのアランの背後にはエリオンダーラが降り立つ。アランとエリルは背中合わせに立った。

「今日は君達二人だけかな」

　アランが聞くと、フラウトゥーバとエリオンダーラは同時に空を見上げた。そこには右半身も生身のようになっていて、前回よりも力を蓄えた様子のオメガデーモンの姿があった。

「今終わりにしてやろう」

　オメガデーモンが手を上げると同時に、二人の魔族はその場から飛び退いた。次の瞬間、オメガデーモンの頭上に巨大なエネルギーの球体が発生し、それがアラン達に落とされる。

「エリル！」

「わかっています！」

　まずはアランが地面に手をつき、球体に向けて数本の柱のようなものを伸ばす。それは球体に衝突するとすぐに消滅していくが、多少は勢いを弱めることに成功した。

　さらに、魔法槍を組み上げたエリルは数秒構えてから、それを頭上に投げた。アランはそれを確認すると柱を伸ばすのをやめる。

「プロテクションドーム！」

　魔法槍が空中で静止し、そこを中心として仲間達全員を覆う大きな魔法の盾のドームが出現した。数秒後、球体がそれに激突する。

　魔法の盾は球体を受け止めたように見えたが、すぐにそれは動き出し、ドームは押しつぶされていく。エリルは歯を食いしばってそれを維持しようとするが、魔法の盾のドームは砕かれ、霧散してしまった。

　そして、エネルギーの球体はアランたちに向かって落ちた。

　しかし、その球体はいきなり砕け散り、空に向かってその破片を散らした。

「なに！？」

　オメガデーモンは思わず似合わない驚愕の声を出した。そして、エネルギー球の破片をさけながら、下に注意を集中する。

　球体が砕け散った衝撃で土煙が立ち昇るなか、そこにはマントらしきものを手に持った一人の男のシルエットがあった。

「久しぶりだな、とは言っても覚えてないかもしれないか」

「貴様、貴様は！」

「そうだ、久しぶりだな、って言えばいいのか？　分身のお前にあっちの記憶はないはずだしな」

　男のシルエットが手に持ったマントを振ると、土煙が全て吹き飛び、シルエットではなく、その姿が明らかになった。

　そこにあったのは、マントを手に持ち、皮のジャケットを身にまとう、不適な笑みを浮かべた若い男の姿だった。一見したところ変わったところもないが、その体は地面に足をつけずに空中に浮いている。

「タマキ様！」

　バーンズが普段の様子に似合わない驚愕が入り混じった声を上げた。








    勇者再臨
    
　アランはバーンズが呼んだ名前を咀嚼していた。それは両親から何度も聞いた、伝説となっている勇者の名前だった。だが、その勇者は明らかに若すぎる。

「エリル、勇者を見たことがあるかい？」

「遠くからならあります。しかし、あれではまるでその時と変わっていません。十五年前と」

　エリルの声には珍しく驚きが含まれていた。

「消えた時と同じ姿で現れたわけだ」

　それだけ言うと、アランは口を閉じてタマキのことをじっと見つめた。その視線を感じたのか、タマキはオメガデーモンを無視して振り返ると、まずはバーンズに向かって手を上げた。

「久しぶり。けっこう老けたんじゃないの」

「いえ、それよりタマキ様は以前と変わっていませんね」

「まあ、それは色々あってさ。それより、そっちにいるのがエバンスとヨウコさんの息子か」

　タマキはアランのことをじっと見る。

「確かに、あの二人の子どもっていう感じだな。ああ、俺はタマキだ、よろしくな」

　背後にオメガデーモンがいるにも関わらず、タマキはリラックスした様子で手を上げた。アランもなんとなく同じようにする。

「俺のことは、まあ聞いてるか。実はここに来る前にお前の両親のところには顔を出してきたから、大体のことは聞いてる。なかなか大変そうだな」

「まあそれは大変なこともあるけど」

「だろうな。でもまあ、とりあえずこの悪魔は俺が相手をするから、とりあえず見ててくれ」

　タマキはそれからまたオメガデーモンを見上げた。

「待たせたな。これからお前の相手をしてやるよ」

　そう言うと、タマキはマントを羽織った。それはすぐに漆黒に染まって、風もないのにはためていみせる。

「それより、さっきの攻撃は穴があったな。おおかた、アランに止めを刺さないようにしておいたんだろ。体を奪うためにな」

「ふん、その通りだ。人間にしては強い力を持っているからな」

「だけど、それはさせない。お前にはこの世界から退場してもらうからな」

　タマキが右拳を握ると、強烈な魔力の波動がその場に満ちる。その力にアラン達は圧倒され、後ろに下がる。

「いくぜ！」

　タマキは一直線にオメガデーモンに向かって飛びたった。オメガデーモンはとっさに障壁を展開するが、それは一瞬だけタマキの突撃を止めただけで、あっさりと打ち砕かれる。

「十倍！　バースト！」

　オメガデーモンが強力な爆発に巻き込まれる。だが、その姿はいきなりタマキの背後に現れた。

「わかってるぜ！」

　タマキは体を反転させながら、その勢いで回し蹴りを放つ。オメガデーモンはそれを腕で防御するが、衝撃で体が流れる。タマキはそれから右手に雷をまとわせた。

「ライトニングブレード！」

　雷が刃のような形になり、それがオメガデーモンに振り下ろされた。雷の刃はオメガデーモンの腕を切り落とすが、なんとか距離をとったオメガデーモンはすぐにその腕を再生させてしまう。

「外したか」

　タマキがつぶやいて腕を軽くふると、雷の刃は放電して消えた。それからタマキは両手を腰にあてて、軽く笑ってみせる。

「さて、今のお前が俺に勝てる要素はないと思うけど、おとなしくやられてくれる気はないのか？」

「断る。貴様など今ここで葬ってやろう」

　オメガデーモンは体中から濃く粘度のありそうな闇を滲ませた。その体は少しずつその闇に侵食され始める。タマキはそれを見て笑顔を引っ込めた。

「やっぱりおとなしくはしてくれないか。そりゃそうかもな」

　そう言うと、タマキは左の手のひらを上に向け、火の玉を発生させた。それを下から見上げていたアランは小さくつぶやく。

「あれは次元が違う感じだね」

　そのつぶやきにエリルはうなずく。

「そうですね、伝説の勇者の力がこれほどとは思いませんでした。これでは私たちの介入する余地はありませんね」

「あっちの魔族もおとなしくしてるみたいだし、今は見ているだけが良さそうだね。それより、さっきのライトニングブレードっていうやつ、あれってあのライトニングの応用だよね」

「そうだと思います。おそらく、より力を集中させることで、周囲を巻き込むことを避けているのでしょう。しかし、それを体の一部のように使うというのは、体にかかる負担を考えるとなかなかできることではないですね」

「なるほどね」

　その間にも、タマキは自分で発生させた火の玉を握りつぶした。左手に炎が燃え移るが、タマキは特にそれを気にした様子はない。

「いくぜ、メテオフィスト！」

　声と共に左の拳から燃え盛る岩のようなものが発生し、左腕全体を覆っていく。

「くらいやがれ！」

　タマキはオメガデーモンにその燃え盛る腕で殴りかかる。オメガデーモンはそれをかわすが、タマキはそれにかまわず連続で攻撃を繰り出していく。

「あれはメテオストライクの応用だね」

「はい。勇者様は魔法を使った格闘戦が得意なのですね」

　アランとエリルは下からそれを見ながら会話をしている。その間にも、ガードの上からだが、タマキの左腕がオメガデーモンにヒットした。

「ぐおお！」

　うめき声を上げながらオメガデーモンは地面にまっすぐ落ちていく。だが、タマキはそれより早く降下して今度は左腕でそれを打ち上げた。

　タマキはそのまま地面に降り、上空でなんとか静止したオメガデーモンを見上げた。それから、左腕を振って燃え盛る岩を地面に落とした。

「さて、まだまだいくぜ」

　そしてタマキは一瞬でオメガデーモンよりも上空まで飛び上がると、今度は両手を広げた。

「ブリザードストーム！」

　タマキを中心として小さな竜巻が発生し、その体をさらに上昇させながら高速回転させる。

「トルネードクラッーシュ！」

　超高速できりもみ状態のキックがオメガデーモンを貫いた。タマキは地面に激突するまえに回転を止めて、多少は地面を掘って止まってみせる。

「お、おのれ、これでは私の悲願が」

　体に大穴を空けられたオメガデーモンは、まだなんとか空中で静止しながら地面のタマキを見下ろした。タマキはそれにたいして、振り向きもせずに口を開く。

「お前は生きたかったんだろ。何もない世界を漂う純粋な力じゃなく、しっかりとした存在としてな」

　それから、タマキは首から下げている狼の形をしたアミュレットを取り出す。

「お前らは体は持てないかもしれないけど、誰かと一緒にいることはできるんだ。何も人のものを奪うようなおかしなこだわりは持たなくてもいいんだぞ」

　そこで、タマキの取り出したアミュレットが生きているかのように口を動かした。

「タマキの言う通りだ。我のようにしても生きることはできるのだぞ」

「ほら、お前の同類のサモンもこう言ってる」

　だが、オメガデーモンは体の穴を再生させてから首と手を強く振った。

「貴様らなど、この私から見ればゴミだ！　同じ道など存在しない！」

　タマキはそれを聞いてため息をついた。

「たくっ、わからずやだな」








    いるべき世界
    
　タマキは人差し指でオメガデーモンのことを指差す。

「お前はこの世界にいるべき存在じゃないんだ。俺と同じようにな」

「黙れ！」

　オメガデーモンは三日月形のエネルギーの塊をタマキに向かって撃った。だが、タマキはそれを正面からの拳で砕いた。

「まだわからないか」

　そうつぶやいたタマキはアミュレットを握る。

「仕方がない、行くぞサモン」

　タマキの体から漆黒のオーラが立ち上った。次の瞬間、タマキはオメガデーモンの目の前に現れる。

「！」

　何の反応もする間もなく、オメガデーモンは顔面を殴られ、さらに腕をつかまれると振り回されて地面に叩きつけられた。

「よいしょ！」

　タマキはそれを追って、一直線に両足で踏みつけを狙う。だが、それはオメガデーモンが横に転がったことでぎりぎり外れた。

「マシンガンアイスバイト！」

　タマキが腕を一振りすると、その軌道から無数の小さな氷の牙がオメガデーモンに向かって放たれる。オメガデーモンは腕の力だけで体を跳ね上げると、それをかわしてタマキとの距離をとった。

「もうわかっただろ。お前は俺に勝てないし、俺は何もお前を消したいわけじゃないんだ。おとなしく俺と一緒に来るんだ」

「なにを」

　何かを言いかけたオメガデーモンに横から火の玉が襲いかかった。そしてフラウトゥーバがその背後に立って、その手がオメガデーモンの首筋をつかむ。


「この程度とは、実に残念なことだ」


　次の瞬間には、フラウトゥーバの手から炎が発生し、オメガデーモンの体を包んだ。そしてその炎はフラウトゥーバの手から吸収されていく。だが、それが終わる前にフラウトゥーバは手を放して、大きく後ろに飛び退いた。


　そして、オメガデーモンの背中辺りの空間から剣が突き出し、空間を切り裂いた。


「外しましたか」


　落ち着いた声と同時に、皮の鎧に身を包み、眼鏡をかけた一人の女性が空間の裂け目から姿を現した。

「カレン、遅かったじゃないか」

「少し手間取ってしまいまして」

　そう言ってからカレンは膝を地面についていたオメガデーモンの肩に手を置いた。

「話は向こうで聞きましょう」

　それからカレンは自分が作った空間の裂け目に顔を向ける。

「お願いします」

　声をかけると空間の裂け目からチェーンが飛び出してきて、オメガデーモンの体に巻きつくと、その体を強引に裂け目に引っ張りこんでしまった。それから空間の裂け目は内側から閉じられた。

　それを確認してから、カレンは自分の剣を鞘に収めた。

「本当は早めに説得しておきたかったんだけどな」

　タマキはそう言ってからカレンに歩み寄っていた。だが、それよりも早くエリルがカレンに向けて走った。

「カレン様、カレン様ですね」

　普段とは違い、いささか興奮気味の様子でエリルは勢いよく話しかける。

「私はエリルです。以前お目にかかったことがあります」

　カレンはそのエリルを見て、すぐに穏やかな微笑を浮かべてうなずく。

「ええ、覚えていますよ。あなたが初めて城に来た頃に会いましたね。確かその時は眼鏡はしていなかったと思いますが」

「いえ、これはカレン様に憧れて」

「そうですか、伊達でも眼鏡をしておくと少しは素顔を隠せますからね。あなたの仕事には役に立つでしょう。さて、それよりも」

　カレンはそれからフラウトゥーバとエリオンダーラに鋭い視線を向けた。フラウトゥーバはその場から去り、エリオンダーラもそれを見て姿を消す。

「とりあえず一段落か」

　タマキはそう言ってからアランの方を向いた。

「とりあえず、落ち着いて話をしようか」





　それからしばらくして、タマキとカレン、アラン一行は焚き火を囲んでいた。

「さて、どこから話したもんかな」

　タマキは顎に手を当ててつぶやくように言った。そこでまずバーンズが口を開く。

「まずはお二人の話を聞かせてもらいたいのですが。これまでどうしていたのですか？　それにあの時から全く歳をとっていないように見えるのですが」

「ああ、まあそれは話すと色々あるんだけど。この世界とはまた違うところで次元の管理人とかいうのに会って、それに協力してるんだ」

「次元の管理人？」

　アランが聞くと、タマキは顎に当てていた手を放した。

「まあ、例えばこの世界と俺の世界みたいに色んな世界の管理をしてる存在だ。とりあえず今は関係ないから気にしなくていい。で、俺とカレンが歳をとってないのは、この世界とは時間の流れが違うところにいたからなんだ」

「不思議な話ですが、タマキ様からお聞きすると納得できますね」

　バーンズはとりあえず納得したようだった。

「師匠！」

　そこにミラの大きな声が響き、ソラを後ろに連れて勢いよく走ってきた。

「おお、久しぶりだな」

　タマキは何気ない調子で立ち上がり、それを迎える。ミラはその目の前で立ち止まると、ずっと走ってきたらしく、タマキとカレンの顔を交互に見ながら肩で息をした。

「やっぱり戻ってきてくれたんですね！」

「ああ、こっちではだいぶ時間が経ってるみたいだけどな」

「そんなことは関係ありませんよ！」

「姉さん、とりあえず落ち着いて」

　ソラに言われ、ミラも落ち着いたらしく、一歩下がった。

「それより、今はアラン達と話をしている途中だったんだ。お前たちも適当に座ってくれ」

　それから、ミラとソラもアラン達一行と同じように焚き火を囲んだ。そこで立ったままのカレンが口を開いた。

「では、私から説明させて頂きます。まず、最初に言っておかねばならないのですが、私とタマキさんはあまり長くはここにいることはできません」

「それは、どういうことですか」

　真っ先にソラが反応してもっともなことを問いかけた。

「簡単に言いますと、すでにこの世界は私やタマキさんのいるべき世界ではないのです。次元の管理人という方によると、私たちの力は大きすぎて、一つの世界に納まるものではない、ということらしいです」

「力が大きすぎる。それはわかりますけど、それならいつまでここにいることができるんですか？」

　ミラが尋ねると、カレンは眼鏡の位置を少し直した。

「オメガデーモンはすでにこの世界から除くことができましたので、私達の用はほぼ済みました。ですが、まだ少しだけやり残したことがあります」

　カレンがタマキを見ると、それに応じてタマキはうなずく。

「そう、俺達はもうすぐここを去らなきゃいけない。でも、その前に」

　そう言ってタマキはアランの顔を見た。アランはなんとなく首をかしげてみせる。

「アラン、お前のことはエバンスからも頼まれたから、明日はちょっとつきあってもらうぞ」

「そういうことなら」

　アランがうなずくと、今度はエリルがカレンに向かって身を乗り出した。

「カレン様、私からお願いがあるのですが」

「はい、なんですか」

「魔族と戦う術を教えて頂きたいのです。私はまだ未熟なので」

「もちろんいいですよ。私があなたに教えられることがあるかはわかりませんが」








    限られた時間
    
　翌日、ミラとソラが街の巡回に出かけてから、アランはタマキと向かい合って立っていた。

「さて、最初に言っておくと、俺は精霊のことはよくわからないから、まあそっちの方面では力になれない。だから」

　そこでタマキが指を鳴らすと、二枚のカードが空中に現れてそのまま静止した。

「こいつは俺が作った魔法だ。一つはマッハって名づけた、高速移動ができるようになる効果で、もう一つは本当は飛行魔法と言いたいところだけど、違う」

「それじゃあ、一体それはなんです？」

「ジャンプだ。マッハと組み合わせれば飛ぶ相手にだってけっこう戦えるようになるはずだ」

　それからタマキは空中のカードをつかんで、アランに投げた。それを受け取ったアランは二枚のカードをじっと見つめる。

「契約してみればわかる。使いこなせるかどうかは、お前次第だけどな」

　アランはうなずき、二枚のカードを天にかざす。

「契約！　マッハ！　ジャンプ！」

　カードが光になり、アランの体に吸い込まれていったように見えた。

「さて、とりあえずそれで使えるようにはなったよな。使ってみてくれ」

「それじゃあ」

　アランは腰を落として構えた。

「マッハ！」

　そして一歩踏み出すと、アランの体は一気に加速し、そのせいで体勢を崩してしまった。

「うわっと！」

　それでもアランはなんとか転ばずに膝をついてなんとか止まってみせる。

「よく転ばなかったな。でも中々のもんだろ」

「確かにこれは使えそうですね」

「ジャンプのほうも試してみろよ。本当はマッハと組み合わせて使うといいんだけど、とりあえずは単体で慣れないとな」

　アランは黙ってうなずくと再び腰を落とした。

「ジャンプ！」

　そしてアランが踏み切ると、その体は大きく空中に跳び上がったが、体勢を崩しながらもなんとか着地した。

「どうだ、着地までのサポートつきだから、怪我をするようなことはないぞ」

「確かに、これはなかなか」

　そう言ってからアランはもう一度ジャンプしてみる。今度は体勢を崩さずにうまく着地してみせた。

「おお、さすがに飲み込みが早いな」

「そうですか？」

「いやまあ、他人に使わせるのは初めてなんだけどな」

　そこから少し離れたところでは、カレンがエリルの魔法槍を手にとってよく見ていた。

「なるほど、確かにこれは変わった武器ですね。私ではあまりうまく使えそうにありませんが」

「いえ、そうしてその形態を維持するだけでも普通は難しいんです。なので、ほとんど私の専用武器になってしまっているんですが」

「エリル、あなたは魔法の才能に優れていますね。しかしやはりこれでは私が教えられるようなことはないようですが」

「いえ、一度私と立ち合っていただきたいのです」

「それはかまいませんが、どの程度の力を出しましょうか」

「できれば魔族程度の力でお願いします」

「そうですか、では」

　カレンは魔法槍をエリルに返した。それから目を閉じて眼鏡を外すと、それを腰のホルダーに入れ、腰のショートソードを抜いた。

「いきますよ」

　カレンが目を開くと同時に、その瞳は金色に輝き、その身を包むように生み出された漆黒のローブのようなものが二つに割れ、翼のように広がった。そして、その手のショートソードは闇に包まれて漆黒のロングソードに変わる。

　エリルはその迫力に気圧され、思わず一歩後ずさった。

「これでちょうどそれなりの魔族と同程度の力です」

「それなら、遠慮なく行きます」

　エリルは気を取り直してから魔法槍を構えた。そして、雷を自分の手から発生させ、魔法槍の先端に集中させていく。

「ハァッ！」

　エリルが突進すると同時に周囲に閃光が走った。だが、その閃光が消えた時、カレンの剣がその魔法槍をがっちりと押さえつけていた。

「いい攻撃です」

「まだです！」

　エリルは魔法槍を中心で二つに割ると、押さえつけられた状態から先端のほうを引き抜くと同時に、後ろにステップして距離をとった。

「ファントム！」

　二つに分かれた魔法槍から青い光が発生し、二本のロングソードのようになる。エリルはその二本でカレンに斬りかかった。

　だが、カレンは漆黒の剣でその二刀流の攻撃をことこどくさばき、隙をついてエリルの足を払う。エリルは一瞬バランスを崩すが、すぐに立ち直ってカレンの追撃をかわした。

「いい身のこなしです。ですが」

　カレンは地面を蹴って空に飛び上がった。そしてエリルの真上で一旦静止すると、そこから一直線に急降下する。

　エリルはそれを前転してかわすが、カレンは再び上昇して同じような位置をとった。エリルは膝をついた状態で見上げながら、魔法槍を再び一つにした。そして、それを空中に放り投げる。魔法槍は炎を発しながら空中で静止して回転を始める。

「ファイア！　サイクロン！」

　エリルの放った火の玉が回転する魔法槍に直撃し、そこから炎の竜巻が発生した。それはカレンを一気に飲み込んだが、数秒後、カレンのいた位置を中心として弾けた。

「これはかなり強力な魔法ですね」

　そう言うカレンは、さっきまでとは違い、白銀の髪と瞳、翼を持ち、同じように輝く剣を持っていた。

「カレン様、それは」

「思わず力が入ってしまいました。見事な攻撃でしたよ」

　カレンは地面に降り立つと剣を収め、元の状態に戻った。エリルも落ちてきた魔法槍をつかむと分解して腰に収める。

「いえ、まるで通用している気がしませんでした。さすがカレン様です」

「私はいささかイレギュラーですからね。しかしそれがなければあなたに勝てる気がしません。それだけの力があるのなら、仲間と力をあわせれば魔族も魔物も恐れることはありません」

「はい。必ずアラン様や他の皆を守ってみせます」

　エリルの言葉を聞き、カレンは微笑んだ。

「あまり無理をしないようにしてくださいね。あなたは一人ではないんですから」

「わかっています」

　二人は同時にうなずいた。

「すごいのがいるんだな」

　ティリスはそんな二組を見ながらつぶやいていた。

「あのお二人が伝説なのがわかるだろう」

　バーンズがそう言うと、ロニーはため息をつく。

「どうせなら残りの魔族を相手にするのにも手を貸してくれりゃいいのにな」

「何か我々にはわからない事情があるようですから、仕方がありませんよ。こうして時間を割いてくれているだけでもありがたいことだと思います」

　レンハルトの言葉にバーンズはうなずく。

「そうだ。あの方達にはやらねばならないことがあるんだ。だから、今ここは私達が何とかしないといけない」

　それを聞いたティリスは勢いよく自分の右の拳で左の手のひらを打った。

「そうだよな。すぐどっかに行っちまうんなら、今のうちに稽古でもつけてもらうとするか！」

　ティリスはカレンとエリルに向かって走っていった。ロニーも大きく息を吐き出して歩き出す。

「行こうぜレンハルト。俺たちもやることがあるよな」

「そうですね。あの方達に見てもらえれば何かヒントが貰えるかもしれませんし」

　そしてロニーとレンハルトもその場から歩いていった。一人残されたバーンズは、少しだけ寂しそうな笑みを浮かべる。

「もっと若ければ、私もあそこに加われたな」








    立ち去る二人
    
　その晩、昨日のメンバーにトルビンとアンネットを加えて焚き火を囲んでいた。

「いや、しかしこうして伝説の勇者様に会えるとは驚きですね。実に光栄なことです」

　トルビンは満面の笑みでタマキとカレンのことを見ている。

「まあ、この国には一応来たことはあるけど、特に何もなかったから。俺達の話は残ってないだろうな」

「しかし今日、我が国にも勇者の伝説ができましたな」

「でも、誰も信じないかもしれないね」

　アランの一言でトルビンの熱も若干冷めたらしかった。

「ふむ、それはそうですな。アンネット、そのことはよく考えておいてくれ」

「わかりました」

　アンネットはうなずいてから、タマキとカレンの顔を交互に見た。

「ところで勇者様達はいつ出発されるのでしょうか」

「まあ今晩はこっちで休んで、明日の朝一でさよならだ。俺達のやることは終わったし、後はアラン、お前達でなんとかできるさ」

　タマキの気楽な物言いだったが、なぜかアラン達一行には、その言葉は心強いものに聞こえた。バーンズは笑みを浮かべて口を開く。

「タマキ様がそうおっしゃるなら、問題はありませんね。カレン殿はどう思いますか？」

「あの魔族はいくらか悪魔の力を吸収したようですが、問題になるほどではないと思います。エリル、あなたには何か渡しておきたいのですが、剣は役に立たないでしょうし」

「それでしたら、眼鏡を交換していただけませんか？」

　エリルがそう言うとカレンは微笑んで自分の眼鏡を外す。

「役に立つものではありませんが、いいかもしれませんね」

　それからカレンとエリルは互いの眼鏡を交換した。エリルは受け取った眼鏡をかけると、気合が入った表情になった。

「後は私達に任せてください」

「頼みましたよ」

　それからしばらくして、タマキとカレンは立ち上がった。

「じゃあ、そろそろ休むとするか」

　そう言って、タマキとカレンは一緒のテントに入っていった。それを見送ってから、ティリス立ち上がった。

「ごく自然に同じテントに入るんだな」

「まあ僕の聞いてた通りだけどね」

　アランはそれだけ言って、焚き火をかき回した。

「とりあえず、最初の見張りは僕がやるから、みんなは休むといいよ。エリルはそっちの二人を送っていってくれないかな」

「わかりました。ではタマキ様にカレン様、ごゆっくりお休みください」

　そして、何事も起こらずに翌朝。タマキとカレンはまだ誰も起きていない時間に起き出していた。

「おはようございます、バーンズ様」

　カレンが見張りをしているバーンズに挨拶をした。

「早いですね。もうお帰りですか？」

「まあ、あっちに戻ってやらないといけないこともあるし。こっちは大丈夫そうだし」

「はい、アラン様ならば大丈夫なです。私も全力を尽くしてお助けしますから」

「それなら本当に安心だ」

　それから、タマキはバーンズに手を差し出した。

「これでお別れになるかもしれないけど、また何かあれば助けにくるから」

「タマキ様の助けが必要にならないように力を尽くします」

　バーンズはタマキの手を握り返し、力強く言った。数秒の間、二人はそのままの体勢でいてから、ゆっくりと手を放した。

「じゃあ、俺達はもう行くよ」

「はい、お達者で」

　タマキがカレンにうなずいてみせると、カレンは剣を抜いてその場で真っ向から振り下ろした。すると、空間が裂け、人間が通れるほどの大きさになる。

　タマキとカレンがそこに入ろうとしたが、二人は足を止めて空を見上げた。

「そういえば、お前もいたなファスマイド」

「やっぱり気づかれちゃったみたいだね」

　その言葉と共に、上空でファスマイドが姿を現した。

「相変わらず何かちょっかいを出してるようだけど、あまりおかしなことはするなよ」

「なに、僕は人間を追い込むようなことはしないよ。そんなことをしたら僕の楽しみがなくなってしまうからね。まあ、僕のほかにも二人ほど変わり者がいるけど、そっちも心配しなくていいよ。アラン君のおかげで、彼らも人間に興味を持ち始めたようだからね」

「あなたの周りには変わった魔族がいますね。混沌の力の負の側面に支配されないならば、かなり人間に近いと言っていいと思いますが」

　カレンの言葉にファスマイドは笑顔の前で手を横に振った。

「僕みたいなのが人間だったら面白いだろうね。でも違う。だから僕はあまり手を出さないのさ。他の二人がこれからどうするかはわからないけど、人間にとって悪いことにはならないだろうね」

「まあいいさ。この世界の人達はそんなに弱い存在じゃないし、これからは悪魔も俺みたいな存在も出現はしなくなるからな」

「なぜそれを僕に言うのかな？」

「エバンスには話して来たからな。お前からは魔族の連中に悪魔はもういないって教えてやればいい」

「なるほどね。ある意味それは僕達が開放されるってことだ。僕にとってはうれしい話だよ」

「そうか。じゃあな、まあまたお前とは会うことがあるかもしれないけど」

　それから、まずはカレン空間の裂け目に入り、続けてタマキが入っていった。それから空間の裂け目は小さくなっていき、二人の姿は虚空に消えた。

　ファスマイドはそれを見届けると、音もなくその場から姿を消した。

　バーンズは静かに焚き火の前に腰を下ろした。

「これから、どう変わっていくのだろうな」

　そのつぶやきは誰も聞くものはなく、虚空に消えていった。





「勇者様はもう行ってしまわれたのですか」

　馬車でキャンプまで来たマグダレンはがっくりと肩を落としていた。

「こんなことなら仕事を中断しておくべきでしたね」

「マグダレン様、そうするわけにもいきませんし、勇者様達には私やアラン様達もお会いしていますから、お話ならばできます」

「しかし、しかしなあ」

　マグダレンはしきりにため息をついていた。ティリスはそれを見て、アランに耳打ちをする。

「なあ、あのおっさんずいぶんしょげてるなあ」

「よほど勇者に会いたかったんだろうね。でも、この国の最高責任者だから、中々時間が作れなかったんだよ」

「偉いさんは面倒くせえな。別のおっさんは来てたけどな」

「トルビンは特に公的な地位についてないからね。影の実力者ってやつかな」

「ふーん。まあ、あれだけすごいのが見らんなかったのは残念だな。落ち込むのもわかるぜ」

「そうだね。でも、すぐにそれどころじゃなくなるだろうけど」

　それからアランはマグダレンのほうに歩いていって、その肩に手を置いた。マグダレンはそれで我にかえったらしかった。

「アラン様、何でしょうか？」

「これから大変になるから、できれば街のほうはいつでも避難できるようにしていて欲しいんだ。大事になるかもしれないから。それに、僕は勇者から魔法をもらったからね、特別な魔法だよ」

「勇者様の魔法ですか、それは楽しみですね。街のほうはすぐに取りかかりましょう」

「よろしく。じゃあ、詳しいことはもうちょっと落ち着ける場所で話そう。エリル、一緒に来てくれるかな」

「はい、わかりました」

　それから、アランとエリル、マグダレンとアンネットはその場を離れた。








    強大な敵
    
　アランとエリルがキャンプから離れてから数十分後、座っていたティリスが突然立ち上がった。

「何か来るな」

　それを聞いたバーンズは何も言わずに剣を抜く。

「どこからだ」

「まだ遠い、でもこっちに向かってきてるぞ。数は、一体だ」

「魔族は二体のはずだろ、残りは」

　ロニーはそう言うが、ティリスはそれを無視して空を見上げた。

「来るぞ！」

　次の瞬間、少し離れた場所に何かが落下してきた。土煙が舞い、その中から一筋の炎が飛び出してくる。

「クソッ！」

　ティリスはその炎に拳をぶつけて砕いた。土煙が晴れると、そこには炎を身にまとっているフラウトゥーバの姿があった。

「ほう、私の炎を砕くか」

「この程度ででかい面してくれるじゃないか」

　ティリスは素早く身構えたが、バーンズがその前に出る。

「ティリス、ここは我々に任せてこの魔族のことをアラン様達とミラやソラに報せてくるんだ」

「三人で大丈夫なのかよ」

「平気だから行ってこいよ！」

　ロニーが力強く宣言し、レンハルトも無言でうなずいた。ティリスはそれを見てすぐに走り出す。

「無理すんなよ！」

　そして、その場にはバーンズとロニー、レンハルトの三人と、フラウトゥーバの一人が残った。

「三人で相手がつとまると思っているのか」

「足止めくらいならばな」

　バーンズは剣のスロットに一枚のカードを入れた。ロニーとレンハルトも自分の武器を構える。

「正面は私が引き受ける。攻撃は頼んだぞ」

「わかりました」

「任せといてくれ」

　それからレンハルトとロニーは左右に散開した。フラウトゥーバはそれを余裕の表情で見ながらバーンズに向かって無数の小さな火の玉を飛ばす。

　だが、バーンズはそれを気にしないかのように走り出した。

「ハァッ！」

　バーンズが剣を振り上げると、その軌道から爆発が起こり火の玉を吹き飛ばす。さらにもう一度振り下ろし、残りの火の玉も消し飛ばした。

「ほう」

　フラウトゥーバはそう息を吐き出してから右手を上げた。バーンズは何かを感じたのか、勢いを止めて素早くカードを入れ替えた。

「これはどうだ？」

　フラウトゥーバが腕を振り下ろすと同時に、そこからまるで鞭のようだが、太い炎がバーンズに向かって伸びていく。

「トルネードスラッシュ！」

　横殴りに剣が振るわれて竜巻が発生した。炎の鞭はその竜巻に遮られて上空に巻き上げられる。バーンズはその隙にさらにもう一度カードを入れ替えた。

　だが、竜巻が消えると、そこにはフラウトゥーバが空中で静止していた。その両手が広げられ、そこに二つの人間の頭ほどのサイズの火の玉が発生する。

「オラァ！」

　そこに衝撃波が襲い片手の火の玉を消し飛ばした。フラウトゥーバはその攻撃を放ったロニーのほうに顔を向ける。

「ほう、面白い技を使う」

　そしてフラウトゥーバは残った火の玉をロニーに向かって投げた。それはバーンズが振った剣の軌道から放たれた氷の刃によって、その目の前で爆発した。

　次の瞬間、その反対側から高く跳び上がったレンハルトがフラウトゥーバに剣を振り下ろした。だが、それはフラウトゥーバの片手で受け止められてしまう。

「小賢しい」

　そのままレンハルトの体は振り回され、ロニーに向かって投げつけられた。

「クソ！」

　ロニーはなんとかその体を受け止めるが、受け止めきれずに二人ともその場に倒れてしまう。バーンズは数発の氷の刃を飛ばし、フラウトゥーバを牽制した。

　だが、フラウトゥーバそれを簡単にかわし、三人から離れた地面に着地する。

「ふむ、悪くない。ただの人間にしてはお前達はなかなかやるな。しかし、そう遊んでいるわけにもいかない」

　そしてフラウトゥーバが腕を一振りすると、バーンズ達の目の前の地面が割れ、炎が噴き出した。その炎が消えた頃にはフラウトゥーバの姿は消えていた。

「クソ！　逃げられたか！」

　ロニーは悪態をついたが、バーンズは剣からカードを抜き取りながらため息をついた。

「むしろ見逃されたと言うべきだな。我々はすぐに街の警備に向かおう」

「アラン様達と合流しなくていいんですか？」

「それはティリスが報せに行っているから、対応できるはずだ。今は合流する時間が惜しいから、我々は独自に動いたほうがいい」

「それもそうですね。では、我々はこのまま一緒に行動すべきでしょうか」

「それがいい。三人いれば魔族ともなんとか戦える」

　一方その頃、ティリスはミラとソラに合流していた。

「今大変なんだよ、魔族が出てきて今はバーンズ達が戦ってる！」

「そうか。相手は何体いる？」

「一体だけだ」

「それなら、とりあえずは大丈夫だな」

　ミラは慌てる様子もなく、ソラに顔を向けた。ソラはうなずき、口を開いた。

「バーンズさんなら大丈夫だろうね。僕達は他の動きを警戒しておいたほうがよさそうだ」

「そういうわけだから、あんたはアラン様にこのことを報せてくれ」

「ああ、わかった。頼むぜ」

　ティリスはそれだけ言うと、ものすごいスピードで駆け出していった。それを見送ったミラは腰に手を当てる。

「さて、どうする？」

「僕達も街の外に出たほうがいいと思うよ。今は少しでも人手が欲しいところだし」

「そうしよう。北と南から別れて外に出て行けばいいか」

「そうだね、じゃあ気をつけて」

　二人は正反対の方向に歩き出した。

　それから少しして、ティリスはトルビン邸に到着していた。すぐに中に通されると、庭でアランとエリルに会った。

「大変だぞ、魔族が現れた！　とりあえず残った三人が戦ってる！」

「そうか、それでミラさん達には？」

「さっき会って伝えたぜ。今のお前みたいに落ち着いてたけどな」

「まあ、ミラさん達ならバーンズの実力はわかってるだろうしね。僕達もあまり焦らないほうがいい」

「焦らないほうがいいって、どういうことだよ」

「陽動かもしれないということです。恐らくミラ様やソラ様はそれに気がついて警戒しているはずなので、私達もそうしたほうがいいかと思います」

「あ、ああ」

　ミラやソラに続いて、アランとエリルも落ち着いていたので、ティリスはすっかり勢いを削がれてしまった。

「なんだよ、あたしが一人で焦ってたみたいだな」

「そんなことはないよ。ただ、僕達はバーンズが剣士としては最高だっていうことを知っているだけさ。長い付き合いだからね」

「まあ、確かにあのおっさんは強いよな。で、じゃあこれからどうすればいいんだよ」

「僕達もできるだけ警戒しておくべきだね。問題はばらけて行動するかどうかだけど」

「それでしたら、私がバーンズ様達と合流します。アラン様はティリスさんと一緒に行動してください」

「それでいいか。じゃあ、そっちはよろしく頼むよ」

「はい」

　エリルはそう返事をして早足でその場から立ち去っていった。残ったアランとティリスも出口に向かって歩き出す。

「なあ、とりあえずどうするんだよ」

「てきとうに歩き回ればいいんじゃないかな。そのうち向こうから仕掛けてくるだろうから」








    魔物の波
    
　だが、アランが考えるようなのんびりしたような事態にはならなかった。しばらくすると、街の東の森に大量の魔物が忽然と姿を現し始めていた。

　警備の兵士達から連絡がすぐに入り、街は慌しく動き出したが、その魔物達の前には一人、アランだけが立ち塞がっていた。

「さて、魔族はとりあえず他の皆に任せるとして、僕の相手はこいつらか」

「アラン様！」

　そこに兵士を引き連れた将校が走ってきたが、アランはそれに軽く手を振った。

「ここは僕が引き受けるから、君達は街の守りを固めててくれれば大丈夫だよ」

「しかし、あれだけの数が相手では！」

「大丈夫だよ。仲間達も僕のことを信頼してここを任せてくれたんだからね」

「しかし、アラン様の身に何かあっては」

「執政からずいぶんきつく言われているらしいね。でもあれくらいの魔物なら僕が一人でやったほうが都合がいいんだ。とりあえず、任せてもらいたいね」

　将校はどうすべきが迷ったようだが、結局自信満々のアランの様子と、執政から何かを聞かされていたせいか、従うことにしたらしかった。

「はい。わかりました」

「少し地形が変わるから、後片付けはよろしく」

「はっ？」

　将校はアランの言ったことに多少疑問を感じたようだったが、特に何かを聞くこともなく兵士達と共にその場から立ち去っていった。それを見送ったアランは、静かに両手を地面につける。

「さて、少しばかり乱暴に行こうか」

　アランを中心として少しずつ地響きが始まった。そして数十秒後、アランのいる場所を中心として一気に地面が陥没した。

「水の精霊よ！」

　鋭い声と同時にアランの周囲、陥没した地面を囲むように十二本の水柱が立ち上った。アランがゆっくりと右手を上げると、その水柱はアランを中心として回転を始める。

「大地の精霊よ！」

　すると地面が砕け始め、水柱は回転しながらそれを巻き上げると、その色を黒く濁らせていった。

　そして、その回転する水柱が全て黒い濁流となると、アランは左手を上げながら立ち上がった。そして、その手を軽く振り下ろす。

「いけ」

　水柱のうちの一本が空中で巨大な球状になり、魔物に向かっていった。轟音が響き、魔物の大軍の一部がそれが破裂して発生した濁流に飲み込まれる。

「これなら足りそうか」

　つぶやいたアランが右手を横に振ると、さらに三本の水柱が球状になった。その三つの水球は一発目と同じように魔物の大軍に突っ込んだ。それで発生した濁流は魔物を飲み込み、周囲の地形も大きく変えてしまう。

　それを街の見張り塔から見ていた将校は想像を絶する光景に絶句していた。

「話には聞いていたが、まさかこれほどとは。これでは少し地形が変わるくらいでは済まないな」

「もし敵だったらと思うと、ぞっとしますね」

「まったくだ。しかし、味方であればこれほど頼りになる方もいない。魔物どもも運がないな」

「そうですね」

　そうして将校と兵士が会話しているうちにも、アランは魔物を掃討し続けている。さらに三発、連続で水球が魔物に向かって撃ちこまれて行った。地形を大きく変えながら魔物達もまとめて大量に駆逐されていき、すでに半分以上は濁流に流されていた。

「残りは五発。まあ足りるかな」

　アランが軽く手を振ると、水柱は一層大きくなってアランの目の前に並び、巨大な水の壁を形成した。アランは両手を勢いよく打ち合わせた。

　すると、水の壁はその頂上部から前方に崩れ始め、巨大な波となって魔物の大軍に襲いかかっていった。

　魔物の大軍はその黒い津波に飲み込まれ、一気に押し流されていった。残ったのは五分にも満たないだけの、もはや大軍とは呼べない数だけだった。

　アランは二本のナイフを抜いてその残りの魔物達に向かって走り出した。

　その少し前の時間、アランがちょうど最初の水球を放った頃、ミラはエリルとティリスの二人に合流していた。

「アラン様が始めたようですね」

　エリルはアランが戦っている方向を見ながらつぶやいた。

「なあ、本当に一人で大丈夫なのか？」

「大丈夫ですよ。というか、アラン様が本気を出したら私達が一緒でもできることはありません。それにさっきも言いましたが、あれにまともに対応できるのはアラン様だけですから、私達は魔族に警戒すべきなんですよ」

「そうだったな」

　ティリスはそう言ってから、何かに気がついたようだった。

「なにかいるぞ、あっちだ！」

　ティリスが走り出すと、エリルとミラもそれを追った。そして数分走り、小さな藪の前に三人は到着した。

「特に変わったところもないようですが」

　エリルはその藪や周囲を見回してそう言うが、ティリスはいきなり自分の右の拳に炎をまとわせた。「下がってろよ！」

　ティリスが拳を地面に叩きつけると、そこから炎が走り、藪は一瞬で燃え上がった。そして、その炎の中、黒い影が数十体立ち上がった。

「本命か？」

　ミラは聖剣に手をかけた。だが、エリルはそれを制するように前に出る。

「いえ、おそらく違います」　

「そうだ、ここから離れた場所からも臭うぜ」

　それからエリルは立ち上がっていたティリスの肩に手を置いた。

「ティリスさん、あなたはミラ様と一緒に本命を探してください。ここは私が引き受けます」

「だけど、けっこう数が多いぜ」

「大丈夫です、私はあなたよりも強いんですから。それより、ミラ様の邪魔をしないように気をつけてくださいよ」

「チッ！　もうちょっとまともなことは言えないのかよ」

　しかし、ティリスはすぐに笑って、自分の肩に置かれたエリルの手を軽く叩いた。

「気をつけろよ」

「ええ」

　それからティリスとミラはその場から走り去っていった。一人残ったエリルは立ち上がった黒い影を見ながら、魔法槍の準備をする。

「さて、悪魔はすでにいないはずですから、あなた方を生み出したのはあの魔族でしょうか」

　落ち着いた声でエリルは影に向かって問いかけたが、当然答えがあるはずもない。エリルは自嘲とも取れるような笑みを浮かべ、魔法槍を構えた。








    アランとその仲間達
    
　エリルと別れたミラとティリスは走っていた。

「臭う場所っていうのはまだなのか」

「もうすぐ、たぶん本命のはずだ」

　そして、一見したところ何もない広場のような場所に到着してティリスは立ち止まった。

「ここだ」

　ミラも立ち止まると、聖剣を抜いた。ティリスも構えると、二人の前方で突然炎が発生した。

「来たか」

　ミラの言葉と同時に炎の中からフラウトゥーバが姿を現した。

「聖剣使いと精霊使いか。まあとりあえずはいいだろう」

　そして、フラウトゥーバは二つの火の玉を作り出すと、それを自分の目の前に投げた。それは燃え上がると、人形になるとフラウトゥーバと瓜二つの姿になった。

「お前たちの相手は我が分身にさせてやろう」

　フラウトゥーバはそれから大きく飛び退いた。残った二体の分身はミラとティリスに向かって火の玉を放った。

　だが、その二発はミラの剣で斬られて消滅した。

「あんたは本体を追うんだ。でも、無理はするなよ」

「わかった！」

　ミラの実力をその身で体験しているティリスは迷いなく跳躍して分身を飛び越えると、フラウトゥーバの本体の後を追った。

　その頃、バーンズとロニー、レンハルトの三人はアランが戦っていることは知らずに、音をたどってその方向に向かっていた。

「さっきのあの音はなんだったんだろうな」

「おそらく、アラン様だろう。あの音からすると、本気を出して戦っているのかもしれない」

「アラン様が本気とは、それはそれで恐ろしそうですね」

　レンハルトが言うと、バーンズはうなずいた。

「後片付けが大変なことになるだろう。しかし、アラン様が本気を出したと言うことはよほどのことだな、我々も急いで合流しよう」

　三人は足を速めたが、その前方に立ちはだかる者が現れた。

「貴様は、エリオンダーラ」

　バーンズは立ち止まると剣を抜いた。ロニーとレンハルトもすぐに構える。

「お前達にはここでおとなしくしていてもらおう」

　エリオンダーラは落ち着いた声でそう言ったが、ロニーはポールアックスを一振りして、にやりと笑った。

「あいにく俺達はお前の言うことを聞く義理はないんだぜ」

「ほう、どうする？」

「力づくで通らせてもらうぜ」

　それから、ロニーはレンハルトと目配せをして左右に散開した。そして、バーンズは剣のスロットにカードを挿入した。

　そしてアランが魔物と戦っている近くに到着していたソラの目の前には無数の黒い影が出現していた。

「こいつらが足止めだとすれば、狙いはアラン様で間違いないか」

　ソラが杖を構えると、風の刃が飛んで黒い影を切り裂いた。それで半数は片付けたが、残った影がソラに迫ってくる。

「火の精霊よ！」

　ソラの目の前で炎が渦を巻き、飛びかかってきた残りの影を飲み込んだ。

「急がないと」

　ソラはすぐに走り出す。しばらく走ると、魔物の中で暴れまわるアランの姿が見えてきた。

「アラン様！」

　ソラが呼びかけると、アランは一瞬だけソラのほうに振り返った。そして、地面を蹴ると一気に加速してソラの横まで移動してきた。

　ソラは杖を構えると魔物達に意識を集中させた。

「火と風の精霊よ！」

　まずソラの前に炎が発生し、それが風に乗って魔物達に向かって勢いよく広がっていく。魔物達がそれを避ける前に、炎の渦はそこに到達して、それらを飲み込んでいった。

　アランはその光景を見てから、ナイフを鞘に収めた。

「ソラさんが来てくれて助かったよ。多少は力を温存しておきたかったし」

「温存ですか」

　ソラがアランが戦っていた場所を見渡す。そこは、森だったはずだが、今はかなりの木が薙ぎ倒されていて、かなり見通しがよくなっていた。普通の人間が一人で戦った状況とはとても思えない。

「とりあえず、魔物は片付いたようですから、少し休んではどうですか？　これで終わりとも思えませんから」

「そうだね。ソラさんがいてくれるなら安心だし」

　アランはそう言ってその場に腰を下ろした。

「ほう、さすがにあの程度の魔物では物足りなかったようだな」

　だが、上空にフラウトゥーバが現れ、アランはすぐに立ち上がることになった。

「この魔物達は君の仕業かな。一体何が目的なのか、教えてもらいたいね」

「目的なら、邪魔なお前たちを排除するためだ。特にアランと言ったか、貴様は悪魔が狙っていたほどの人間だ。我々の眷属にならないのならば、絶対に排除しておくべきだろう」

「ものわかりがよくて助かるよ。僕としてもどうせならここで決着をつけてつけておきたいと思ってたところなんだ」

「ふん、なら始めよう、一対一でな」

　フラウトゥーバが腕を動かすと、ソラの足元が光った。

「これは！？」

　ソラは行動を起こそうとしたが、その姿は足元の光りに吸い込まれていってしまった。フラウトゥーバはそれを満足気に見ている。

「悪魔の力は便利なものだな。遠くでなければ自由に転移のための空間を開ける」

「それなら、勝負はさっさとつけたほうがいいよ。ソラさんも、他の皆もすぐに集まるだろうから」

「それはどうかな」

　アランは二本のナイフを抜いた。そこにフラウトゥーバが火の玉を放つ。だが、アランは大きく跳躍し、空中にいるフラウトゥーバの目の前まで到達した。そして、右手のナイフをそれに向かって振り下ろす。

　その一撃は空振りになり、アランはそのまま勢いよく着地した。間髪入れずにフラウトゥーバはそれを追って急降下していく。Ｌ

「死んでみせろ！」

　その手に生じた火の玉がアランに向かって叩きつけられようとする。アランはそれに合わせて左手のナイフを投げた。火の玉とナイフが激突して、派手な爆発を巻き起こす。

「大地の精霊よ」

　アランの声に応じて、地面が鋭く隆起するが、フラウトゥーバはそれを足の一撃で砕く。そして、そのままさらに体を縦に回転させてアランに踵を落としていった。

　アランはそれをもう左手のナイフで受けると見せかけ、ぎりぎりでナイフを放した。そして踵をかわしながら左手を伸ばし、フラウトゥーバに突きつけた。

　アランの手が素早く動き、ガントレットから爆発が放たれた。フラウトゥーバはそれをものともせずに次の攻撃に移ろうとするが、そこにアランは右手を伸ばし、両手を合わせる。

「バースト！」

　その両手からの爆発がフラウトゥーバを確実に捉えた。だが、炎の槍のようなものがその中から伸びアランに迫る。

「クッ！」

　アランは何とかかわしたが、左の肩が焼かれた。それでもアランは体勢を崩さずに地面を蹴って横に高速で跳ぶ。

　魔法で加速された勢いのままアランは地面を転がってから、なんとか膝をついて体を起こした。次の瞬間、人間を余裕で飲み込める巨大な火の玉が高速で迫ってきているのが見えた。

　アランはそれに対応しようとするが、左肩の痛みで動きが止まってしまう。

「そうは！　いくかよ！」

　だが、そこにティリスが飛び込んできて火の玉に拳を叩きつけると、その一撃で火の玉は砕け散った。

「苦戦してるみたいじゃねえか。まあ他の奴等も戦ってるし、ここはあたしに任せな」

　ティリスは力強く宣言し、拳をフラウトゥーバに向かって突き出した。








    それぞれの戦い
    
　ティリスがアランと合流した頃、バーンズとロニー、レンハルトの三人はエリオンダーラとの戦いを開始していた。

「危ね！」

　ロニーは鋭い氷の刃を前方に転がってかわした。その反対側からレンハルトが切りかかるが、エリオンダーラはそれを軽くかわす。

「オオッ！」

　そこにバーンズの剣から放たれた雷の刃が襲いかかった。しかし、それはエリオンダーラの振るわれた腕に消滅させられた。

「チッ、手強いな」

　ロニーは立ち上がって再びポールアックスを構えた。レンハルトも体勢を立て直して、自分のポジションに戻っている。

「どうした、もう終わりか？」

　エリオンダーラは特に身構えることもなく、三人を眺める。

「そうでもありませんよ」

　レンハルトがそれに真っ先に答え、盾を前方に構えた。

「バーンズ様、この魔族をひきつけておいてもらえませんか」

「わかった。だが、あまり長くはできそうにないぞ。私も歳だからな」

「ご冗談を」

　バーンズは返事の変わりににやりと笑ってから、エリオンダーラに向かって足を踏み出した。

「そういうことだ。私はノーデルシアの剣士、バーンズ。お相手を願おうか」

「いいだろう」

　そう言って、エリオンダーラが手を横一文字に振ると、その軌道に氷でできた剣が出現した。エリオンダーラはそれを掴み、軽く構える。

「少し遊んでやる」

「行くぞ！」

　バーンズは進みながら剣を振って雷の刃を飛ばした。それはエリオンダーラの氷の剣の一撃で霧散させられる。さらにバーンズはさらに連続で剣を振るっていくが、それも氷の剣で砕かれた。

　それでもバーンズは足を止めずにカードを素早く入れ替え、さらに剣を振るった。今度は炎の刃が飛び、エリオンダーラに迫っていく。

「これでは変わらないな」

　そうつぶやきながらエリオンダーラは炎を砕いて前進し始めた。二人は距離を詰めながら徐々に近づいていく。そしてその距離が詰まってきてから、バーンズはさらにカードを入れ替え、剣を上段に振りかぶった。

「メテオスマッシャー！」

　大きく踏み込み、凄まじい勢いで剣をエリオンダーラに振り下ろした。衝撃で土煙が舞い、バーンズの剣は振り切られたように見えた。

「これは大した威力だ」

　しかし、エリオンダーラは膝を地面につきながらもそれをがっちりと受け止めていた。バーンズはすぐに剣と体を引いて、素早くカードを入れ替える。

　そして剣を振って今度は氷の刃を放った。エリオンダーラは今までのように氷の剣でそれを受けずに、上空に跳び上がった。

「ライトニングスラッシュ！」

　そこにバーンズが放った雷の斬撃が直撃した。エリオンダーラの体は勢いよく地面に叩きつけられる。

「ここですよ！」

「おう！」

　レンハルトの合図でロニーはポールアックスを振りかぶり、レンハルトも盾を力を溜めるような形で振りかぶった。

「ハアッ！」

「オラア！」

　二人は同時にポールアックスと盾を振りぬき、挟み込む形で衝撃波をエリオンダーラに向かって放った。

　その二つの衝撃波は一つになって、竜巻を作り出し、エリオンダーラを拘束する。

　バーンズは冷静にカードを入れ替え、竜巻に向かって走り出す。そして、その目の前まで来ると剣を腰だめに水平に構えた。光がそこに集まり、剣がうっすらと輝いていく。

「ファントム！　クラッシャー！」

　そのまま横一閃に剣を振り抜くと、氷が砕ける音がした。

　そして数秒後、竜巻が消えると、そこには剣の軌道に光っている傷を負ったエリオンダーラがいた。

「これは・・・」

　エリオンダーラは胴の傷を手で押さえ、その場に膝をついた。バーンズは剣を振り上げたが、エリオンダーラはなんとか力を振り絞って後ろに飛び退いた。

「今日はこの程度にしておこう」

　そう言うと地面に拳を叩きつけて煙幕を張ると、その姿を消した。

「なんとか、追い払えたみたいだな」

　ロニーは気が抜けたように、その場に座り込んだ。バーンズも剣を地面に突き立ててそれによりかかるようにした。

「そうらしい、どうやらあの魔族はあまりやる気がなかったようだったが」

「そうですね、どうも遊んでいるような気配でした。しかし、あれだけのダメージを与えていれば、しばらくは大丈夫なはずですね」

　バーンズはうなずくと、剣を引き抜いて背中に戻した。

「すぐにアラン様の元に向かおう。これが時間稼ぎなら急いだほうがいいだろう」

「そうですね、急ぎましょう」

「おお！」

　三人はその場から足早に立ち去っていった。





「ファイア！　サイクロン！」

　エリルが放った炎の竜巻で黒い影は全て消え去った。そしてエリルがアランの去っていった方向に目を向けると、大きな火柱が立ち上っているのが見えた。

「急いだほうが良さそうですね」

　エリルは魔法槍を持ったまま走り出した。そしてしばらくすると、ミラがフラウトゥーバの分身の一体を切り捨てた場面に遭遇した。

「ミラ様！」

　エリルが声をかけると、ミラは一瞬だけ視線をエリルに向けたが、すぐに残りの一体に向かい合った。そして、ミラは力強く地面を蹴ってその残りの一体に突進していく。

　分身は火の玉を連続で放つが、それはことごとくかわされたり、切られたりで、一発もミラには届かない。

「ハアァァァァァァ！」

　ミラはそのまま分身に突進すると、すれ違いざまにその胴を切り裂いた。分身はそれで消滅し、ミラは聖剣を鞘に収めた。

「そっちも片付いたか。すぐにアラン様のところに行ったほうがいいな」

「はい」

　エリルはうなずくと、人の気配を感じて振り向いた。すると、ソラが向かってきている姿が眼に入った。

「ソラ！　あんた何やってんだ！」

　ミラが怒鳴ると、ソラは走って二人の側に来てから大きく息を吐き出した。

「へまをやったよ。アラン様とは合流できたんだけど、あのフラウトゥーバっていう魔族に少し飛ばされてしまったんだ」

「油断したな。まあでも、それならアラン様のいる場所もわかるか。すぐに案内してくれ」

「わかった。急ごう」








    炎の激突
    
「くらいやがれえええええええ！」

　ティリスは突進しながら拳を突き出すが、フラウトゥーバはそれを軽くかわした。しかし、ティリスはすぐに地面を蹴って方向転換すると、再び殴りかかった。

　だが、その拳はフラウトゥーバの拳で受け止められ、二人はその体勢で睨みあった。

「やるじゃねえか」

「生意気を言うものだな」

　フラウトゥーバはティリスの拳を振り払うと、その体の中心に前蹴りをいれた。ティリスはなんとか片腕で防御したが、勢いよく吹き飛ばされる。

　ティリスは地面に着地してから体勢を立て直し、足に火をまとわせるとそこから一直線にフラウトゥーバに向かって飛び出した。

　それは上空にかわされるが、ティリスはすぐに地面に四つんばいになって勢いを殺し、上空のフラウトゥーバに向かって跳躍した。

「落ちやがれえええええ！」

　ティリスは肩を前に出して体当たりをくらわせようとした。しかし、フラウトゥーバが指を鳴らすと、その体が炎に包まれる。それでもティリスはかまわずそれに体当たりをしたが、何の手ごたえもなく、後ろに突き抜けてしまった。

「どこを狙っている？」

　フラウトゥーバの姿はいつの間にかティリスの真下にあった。そのティリスに向けられた手から人間一人ぶんくらいの大きさの火の玉が放たれる。

「クソッ！」

　ティリスは腕をクロスさせてそれを正面から受け、爆発に巻き込まれた。衝撃で体は上空に投げ出され、フラウトゥーバは追撃のためにそのさらに上まで急上昇した。

　そして、ティリスの背中に踵を落とす。

「ガハァ！」

　ティリスは息を一気に吐き出し、体を逆くの字に曲げて地面に叩きつけられた。フラウトゥーバはゆっくりとその前に着地する。

「グ！　やってくれるぜ」

　ティリスはみぞおちを押さえながら立ち上がった。その表情はダメージよりも、湧き上がる闘志を強く感じさせた。

「面倒な人間だ」

「けっ、勝負はこれからだぜ」

　ティリスは口の中を切ったのか、血が混じったつばを吐き捨て、構えた。

「さあ来いよ、この程度じゃあたしは殺せないぜ」

「そこまで死にたいと言うなら、付き合ってやろう」

　そう言ったフラウトゥーバは一瞬でティリスの目の前まで移動していた。だが。

「見えてるんだよ！」

　ティリスはフラウトゥーバの右の拳を左腕でしっかりとガードしていた。そして、右の拳をカウンターで叩き込んだ。

「おしかったな」

　フラウトゥーバの左腕が伸びたが、その拳はぎりぎりのところでティリスの顔面には突き刺さらず、交差するようにティリスの頭がフラウトゥーバの顔面にめりこんでいた。

　フラウトゥーバの体は勢いよく後方に吹き飛んだが、地面を転がることはなく、しっかりと二本の足で着地して顔を上げた。その顔には確かにティリスの頭突きの跡があったが、血は流れていない。

「さあ来いよ！　一発食らって怖気づいたか！」

　そのティリスの挑発にフラウトゥーバは無言で両手に火の玉を発生させた。そして、まずは右の火の玉が放たれる。

「こんなものが！」

　ティリスはそれを拳で打ち砕いたが、散った火の玉が全て爆発し、その場の視界を無くした。

「チッ！」

　ティリスが舌打ちすると同時にその目の前に火の玉が現れる。

「クソ！」

　回避は間に合わない。そう判断したティリスは腕をクロスさせて防御の姿勢をとった。だが、後ろからの強い衝撃を受け、その火の玉に自分から突っ込んでしまう。

　派手な爆発が起こり、中心で巻き込まれたティリスはその場に倒れこんだ。フラウトゥーバがゆっくりと背後から近づき、頭の側まで来た瞬間、ティリスの腕がその足をつかんだ。

「よう、待ってたぜ！」

　そう言うと同時に、ティリスは足をつかんだまま素早く立ち上がった。そして逆さまになったフラウトゥーバを振り回して目の前の地面に叩きつけようとする。

　しかし、そんなでもフラウトゥーバは落ち着いた様子で手をティリスに向けた。

「馬鹿力だけでどうにかなると思うな」

　構えた手から小さな炎の矢が連続で放たれ、ティリスの腹を直撃した。

「チィィィィ！」

　ティリスはダメージであとずさるが、それでも掴んだフラウトゥーバの足を離さずに強引に地面に叩きつけた。

　衝撃でティリスは手を放してしまい、自由になったフラウトゥーバはすぐに起き上がってティリスと距離をとった。

「貴様は離れては何もできないようだな」

　それから再び火の玉を作り出したが、それは水の矢で打ち消されてしまった。

「ティリス！　そいつの飛び道具は僕に任せてくれればいい！」

　ティリスが振り返ると、右手だけを構えたアランが立っていた。

「助かるぜ、でも無理すんなよアラン、左手は使えないんだろ」

「そういうことは言わないでおいて欲しいね」

「ああ、そういえばそうだな」

「まあ、相手はそのくらいのことはわかっているはずだけど」

　ティリスとアランはフラウトゥーバの姿を正面からとらえた。そして、その注目されているフラウトゥーバは静かに腰を落とした構えを取った。

「いいだろう。すぐに片付けてやる」

　フラウトゥーバは一気に加速し、ティリスに迫る。

「大地の精霊よ！」

　しかし、アランが作り出した土の壁に阻まれその勢いがいくらか殺された。

「いくぜえ！」

　そこにティリスが正面から突進し、フラウトゥーバと激突する。だが、すぐにフラウトゥーバの左の拳がティリスの顔面に打ち込まれた。

「この程度よお！」

　ティリスは一歩も下がらずに耐えると、右手を伸ばしてフラウトゥーバの首筋に手を伸ばし、ニヤリと笑った。

「我慢比べといこうぜ！」

　そう叫んだティリスは左の拳をとにかく連続でフラウトゥーバに叩き込み始めた。綺麗に決まった攻撃はなかったが、右手でがっちりと掴んでいるので、フラウトゥーバは逃れることができずに、拳を打ち込まれる。

　もちろん、フラウトゥーバがやられっぱなしということはなく、すぐに右足でティリスの脇腹を蹴った。

「なめるなあ！」

　ティリスは咆哮してそれに耐えると、右手を離さずにさらにフラウトゥーバに打撃を加えていく。フラウトゥーバも拳と足の打撃でそれに応戦し、凄まじい殴り合いが展開されることになった。

「これじゃ直接手は出せないか」

　アランはそうつぶやいたが、二人との距離を詰めてから、地面に右手をついた。

「でも、少し細工はさせてもらうよ」

　アランが何をしているのか、それがわかるのはアランしかいない。

「ガアァァァァァァァ！」

　数十秒後、ティリスがアランの隣まで吹き飛ばされてきた。

「クッソ！　タフな奴だぜ！」

「ティリス、君も相当なものだよ。それより、まだいけるかい？」

「もちろんだぜ！　あいつをぶっ倒すまではな！」

「それなら」

　アランがティリスに耳打ちをすると、ティリスは真面目な顔で一回だけうなずいた。

「ああ、わかった。お前を信じるぜ、アラン」

「僕も信じてるよ、ティリス」








    魔の断末魔
    
「おらああああああ！」

　ティリスがフラウトゥーバに勢いよく殴りかかるが、それはいなされてしまう。

「貴様は直線的だな」

「ああそうだよ！」

　それでもティリスは何度でもフラウトゥーバに向かっていく。

「おお！」

　大振りの拳はフラウトゥーバにかわされ、ティリスは火の玉の直撃を食らって吹き飛ばされた。そして、フラウトゥーバはアランに向かって地面を蹴る。

　アランは右手のナイフを構えてそれを迎え撃とうと構えたが、その攻撃は横からのティリスの突進で遮られた。

「やらせねえよ！」

　組み付いたティリスだったが、それはフラウトゥーバが急激に方向転換したことで振り払われてしまった。フラウトゥーバはそれから空に舞い上がった。

　そして、両手を上空に突き上げると、そこに巨大な火の玉が現れた。

「終わりにしてやろう」

　それから巨大な火の玉がアランに向かって落とされた。

「大地と水の精霊よ！」

　アランが地面ナイフを突き立てて叫ぶと、濁流が地面から噴出し、その火の玉に襲いかかった。しかし、それはどんどん蒸発させられていってしまい、火の玉を止めるにはいたらない。

「プロテクション！」

　さらにアランは魔法の盾を展開して火の玉を防ぐ。それでも火の玉を止めるには足りなさそうだったが、横から跳んできたティリスがそれを砕いた。

　そしてアランとフラウトゥーバの間に何もなくなった瞬間。

「水の精霊よ！」

　アランの足元から水の柱が噴き出すと、アランはそれに飛び乗った。水の柱は一直線にフラウトゥーバに伸び、その上のアランは体勢を低くして、右のナイフ逆手に持ちかえて水面すれすれに構えると、一気に振りぬいた。

　水の柱から薄く鋭い水の刃が飛び出し、フラウトゥーバに向かっていく。だが、それは簡単にかわされ、フラウトゥーバが放った矢のような炎にアランのナイフは弾かれて地面に落ちていった。

「終わりだな」

　フラウトゥーバの自らの右腕に炎をまとわせ、振り上げた。

「そうはいかない！」

　アランは顔をしかめながら左手を上げ、素早く指を動かした。そうして魔法の盾を展開させてフラウトゥーバが振り下ろした腕とぶつける。魔法の盾は砕かれるが、アランはさらに指を動かすと、迫る腕にその手を当てた。

　その瞬間、ガントレットから雷が発生し、フラウトゥーバの腕をわずかに押し返す。

「大地の精霊よ！」

　叫んだアランの右腕を岩のようなものが覆っていった。それは一瞬で腕から生えた槍のようになり、アランは全力でその槍を突き出した。

　だが、それはフラウトゥーバの体を貫くことはできず、脇腹をかすっているだけだった。

「残念だったな」

　フラウトゥーバはそれを左腕でがっちりと掴むと、アランの勢いも利用して地面に向かって放り投げた。そして、アランが地面に激突しそうなところになんとかティリスが滑り込んで受け止める。

「大丈夫かよ？」

「まあね、ちょっと左腕はしばらく使い物になりそうにないけど」

　そう言ってアランはティリスから離れて立ち上がった。

「でも、仕込みはうまくいったよ。あとはタイミングが全てだ」

「わかった。任せときな」

　ティリスはアランの前に立ち、フラウトゥーバを指差す。

「おい！　そろそろ決着をつけようじゃねえか！　一撃だ、牽制だとかフェイントだとかはなしで、正面からぶつかろうぜ」

「ほう、小細工なしで私とやりあおうと言うのか」

「ああそうだ。まああたしに有利だけどな」

「それならば、そうしてやろう」

　フラウトゥーバは炎をまとった右腕を構えた。ティリスも全身に力を漲らせると、両手と両足が炎をまとう。

「いくぜっ！」

　ティリスが弾かれたように飛び、フラウトゥーバもほぼ同時に急降下をした。

「らあァァァァァァァァァ！」

　二人が激突すると、その衝撃波が周囲に広がった。ティリスが押し負け、地面に叩きつけられたが、フラウトゥーバの背後には、大地の精霊の力で足場を作ったアランがいた。

「甘い」

　フラウトゥーバはすぐに振り向きざまに腕を振るったが、そこにあったのはアランのガントレットだけだった。フラウトゥーバの攻撃を受けたガントレットの溜められていた魔力が暴発して、フラウトゥーバは一瞬だけ怯む。

　しかし、アランからの攻撃はなく、かわりに何か小さなものがその額に当たった。

「なに？」

　その当ったもの、アランの指輪とさっきの岩の槍がかすった場所から細長い岩が鋭く噴出し、フラウトゥーバの体に巻きつく。それによって、わずかな間だがフラウトゥーバの動きが封じられることになった。

「ティリス！」

「おおっ！」

　地面に叩きつけられていたように見えたティリスはしっかりと着地していて、全身から炎をほとばしらせながら拘束されたフラウトゥーバに向かって地面を踏み切った。

　そして、ティリスの拳が確実にフラウトゥーバの体の中心をとらえた。低く、鈍い音がしてフラウトゥーバの体が大きく吹き飛ばされる。

「やったのか」

「いいや、多分まだだよ」

　アランが言ったそばから、フラウトゥーバが飛ばされた場所に今までに無く巨大な炎が発生した。

「ほらね、あっちも最後の攻撃のつもりだ」

「あれは、まずくねえ？」

「さあね」

　アランは軽く笑ってから、その巨大な炎がまるで小さな太陽のようにまとまっていくところを見ていた。

「これをしのげれば僕達の勝ちだよ」

「なら、やってやるか」

　ティリスは構え、アランは右手を地面についた。数秒後、強大な火の玉が二人に向かって放たれる。

「水と大地の精霊よ！」

「火の精霊とやらよ！　力を！」

　アランの前に大量の土を含んだ濁流とも言える水柱が立ち上り、ティリスの体からは炎が立ち上った。二人は視線を交わすと、右手を同時に前に突き出す。

「行け！」

　二人の声がシンクロした。アランの水柱がその目の前で一度球状になり、そこから水平に凄まじい勢いで伸びていき、ティリスの手から発せられた炎はその周囲を包みこむように螺旋状に伸びていく。

　それが強大な火の玉と激突した。衝撃波は凄まじく、アランとティリスは体勢を崩しそうになったがなんとか持ちこたえる。それでも火の玉の力に二人は少しずつ押されていった。

「畜生！　このままじゃ！」

「大丈夫、信じて持ちこたえるんだ」

　そのアランの言葉が終わると同時に、二人の背後に炎の竜巻が発生した。

「必殺！　精霊剣！」

　ミラの声と同時に、その炎の竜巻は火の玉に振り下ろされていき、それを押し潰した。

「二人とも今だ！」

　アランとティリスは一層力を込めた。

「おおおおおおおおおおおおおお！」

　二人の濁流と炎は進路のものを全て粉砕しながらフラウトゥーバに肉薄する。

「おのれ！」

　フラウトゥーバは両手を前方に構えたが、それは横からの二本の光の剣に切り落とされた。

「油断しましたね」

　エリルはそれだけ言うと、すぐに足からバーストを発動し、その勢いで離脱する。残されたフラウトゥーバはもはやなすすべもなかった。

「馬鹿な、こんなこ！」

　全てを言えずに、アランとティリスの攻撃に飲み込まれていった。








    新しい道
    
「さて、それなりに面白かったね。君達はどう思う？」

　上空に浮かんでいたファスマイドはレモスィドとフィエンダに笑顔で語りかけていた。レモスィドは楽しそうな表情で、フィエンダは特に何の感情も出していない。

「ああ、面白い。お前が人間に執着するのがわかった」

「まあ、精霊の力は興味深い」

　その二つの回答にファスマイドは満足気にうなずいた。

「それなら、君達もしばらくの間、人間を観察するといい。しばらくしたら、僕のほうから面白そうな話があるから」

「そういうことなら、楽しみにしておいてやる」

「付き合ってやろう」

　それぞれそう言うと、レモスィドとフィエンダは姿を消した。ファスマイドはそれから下のアラン達を見て笑う。

「君達のおかげで楽しみができたよ。この借りはそのうち返そう」

　そしてファスマイドも姿を消した。





　それから二十日ほど経った。アランとティリスの傷もだいぶ癒え、ミラとソラの二人と別れたアラン達一行はそろそろこの国を出発しようとしていた。

　そんな中、バーンズとトルビンはさしで向かい合っていた。

「もっとゆっくりしていっても構わないのだがな。いや、いっそずっといてもらってもいいくらいだ」

　トルビンは上機嫌な様子だった。それにたいしてバーンズは首を横に振った。

「いえ、アラン様には何かお考えがあるようなので、そういったわけにもいきません」

「そうだろうな。バーンズ殿は何か聞いていないのか？」

「アラン様はまだ何もおっしゃっていません。ですが、一度ノーデルシア王国に戻るようです」

「ほう、それで何をされるのか、楽しみだ」

「はい。アラン様のことですから、何か大きなことなのではないでしょうか」

「そうしたらバーンズ殿はまた忙しくなるな。あと数日は我が国でゆっくりしていくといい」

　二人が話している部屋から見える中庭では、エリルがロニーとレンハルトの訓練を見ていた。

「まだまだですね、前の戦いではうまくいったようですが、もっと安定させないと駄目です」

「そうか？　けっこうできてると思うけどな」

　ロニーは不満そうだが、エリルは首を横に振った。

「威力が足りませんね。相手の動きを封じるなら十分ですが、それだけで終わらせられるくらいじゃありませんと」

「確かにそうですね」

　レンハルトはうなずいて盾を構えた。だが、ロニーはポールアックスを逆さまに地面について動きを止めた。

「そりゃそうだけど、少し休ませてくれよ。大体魔族は撃退したんだから、そんな焦んなくてもいいだろ」

「いつ何があるかはわかりません。それに給料分は働いて頂きたいですね」

「わかったよ」

　ロニーは渋々ポールアックスを構えた。

　そして、その三人を見下ろせる部屋では、アランがベッドで横になっていた。

「あいつら頑張ってるみたいだな。アラン、そろそろお前も起きて体を動かしたほうがいいんじゃないか？」

　ティリスがそう言うが、アランは上体を起こした程度だった。

「あいにく、ティリスみたいに僕はタフじゃないんだよ」

「もう腕だって動くんだろ、何か考えてることがあるんなら、さっさと皆に言ったらどうなんだよ」

「まあそれは国に戻ってからっていうことでいいじゃないか」

「もったいぶるなよ」

「いや、まあけっこう大したことだよ。色々忙しくなると思うけど、一緒にやってくれるかな？」

「暴れられるならつき合ってやるよ」

「決まりだ」

　アランはベッドから起き上がり、新しいナイフがついたベルトをつけた。

「じゃあ、ちょっと下のほうに行こうか」

　それから二人は中庭に下りていった。

「ドリャア！」

「ハァッ！」

　ちょうどロニーとレンハルトが衝撃波を放ち、それをぶつけたところだった。その二つは見事に混ざり合い、その場に竜巻を作り上げた。

「おお、すごいね」

　アランが顔を見せると二人は互いの得物を下ろした。

「アラン様、もう大丈夫なのですか」

　レンハルトが聞くとアランは軽く腕を回してみせた。

「この通り、まあ大丈夫だよ。まあ、まだ戦いたいって気はしないけどね。それよりバーンズは？」

「バーンズ様なら、トルビン様と何かお話があるようでしたが」

「ああ、つき合わされてるのか。まあいいや、とりあえずこれからの予定なんだけど、ひとまずノーデルシア王国に戻ろうと思ってる」

「そうですか」

　エリルは特に表情を変えずにうなずいた。

「あれ、わかってたかな」

「はい。アラン様がご自分でしゃべっていたじゃありませんか」

「そういえばそうだったっけ。まあ、それ以外にも一つあるんだ」

　アランはそれから一つの指輪を取り出し、ティリスに差し出した。

「ティリスこれを受け取ってくれないかな」

　ティリスは差し出された指輪を見て、きょとんとしている。

「これ、どういうことだ？」

　エリルは一つため息をついて、眼鏡の位置を直した。

「簡単に言いますと、伴侶になって欲しいということです。陛下が始めたのが最初ですが、それ以降はノーデルシア王国では定着していますね」

「ああ、そうなのか」

　ティリスは腕を組んで考え込むようにした。数十秒後、その首を横に振った。

「いや、わかんねえ。とりあえずちょっと待ってくれよ」

　アランは素直に指輪を引っ込める。

「わかったよ。返事は戻ってからでいいから、じっくり考えて欲しい」





　数ヵ月後、ノーデルシア王国に戻ったアランは父親のエバンスにねじこんだ結果、町の中心に近い場所に大きな兵舎のような建物を手に入れていた。

「さて、これからが僕達パイロフィストの活動開始だ」

「パイロフィスト？」

　不思議そうな顔をして聞くティリスの指には、アランが用意していた指輪がおさまっている。エリルはその反応にため息をついた。

「あなたのことですよ。アラン様は愛妻家になるおつもりです」

「愛妻って、待てよ待てって」

　ティリスは顔を赤くして手を振るが、エリルはそれを無視してアランに顔を向けた。

「ところでアラン様、対魔族、魔物の国際的な組織ということですが、これだけのメンバーではとうてい足りません。なにかあてがあるのですか？」

「まあそれなら、とりあえずはロニーとレンハルトのつてかな。それ以外にも採用試験とかをやろうと思ってる。それ以外にも後援してくれるようなのが必要だね」

「やることが多いですね。しかし、もし実現できれば画期的な組織になります」

「面白いな。定職なら、俺の知り合いは集められるかもしれない」

　ロニーの言葉に、レンハルトはうつむいている。それに気がついたバーンズがその肩を叩くと、レンハルトは顔を上げた。

「アラン様、私は一度ロベイル王国に戻り、このことを女王様にお伝えしたいと思うのですが」

「協力してくれそうかな？」

「はい。女王陛下ならば必ず」

「それなら、レンハルトにはそっちを頼もう。僕はエリル、ティリスと一緒にちょっとそれ以外の外国に行くとして、バーンズにはここで人集めと鍛えるのをやってもらいたいんだけど」

「はい、そういうことでしたらお任せください。少し王宮のほうにも協力してもらおうと思います」

「それなら、大丈夫だね。じゃあ、しばらくはパイロフィスト代表代行として頼むよ」

「はい。しっかりと兵を育てておきます」

　それから、アランの諸国行脚が始まり、パイロフィストはどんどん形になっていった。この組織は国に縛られず、魔族や魔物と戦う組織として、この世界になくてはならないものになっていく。

　そして、パイロフィストの創成期からしばらくは、その中心には必ず、この冒険を共にしたアランとその仲間達の姿があった。
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